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(単位  千円)

競 輪 事 業 14,894,000 15,524,900 △ 630,900

国 民 健 康 保 険 23,836,300 22,735,700 1,100,600

食 肉 セ ン タ ー 食 肉 市 場 540,400 507,200 33,200

土 地 区 画 整 理 事 業 1,119,800 1,338,100 △ 218,300

交 通 災 害 共 済 事 業 162,700 173,400 △ 10,700

住宅新築資金等貸付事業 61,500 70,000 △ 8,500

老 人 保 健 医 療 20,957,100 20,191,900 765,200

公 共 用 地 取 得 事 業 546,600 3,572,100 △ 3,025,500

農 業 集 落 排 水 事 業 542,300 502,000 40,300

介 護 保 険 14,415,400 13,483,600 931,800

計 77,076,100 78,098,900 △ 1,022,800

水 道 事 業 11,655,704 11,096,590 559,114

市 立 四 日 市 病 院 事 業 19,243,408 16,409,676 2,833,732

下 水 道 事 業 23,914,908 22,736,949 1,177,959

計 54,814,020 50,243,215 4,570,805

28,500 27,000 1,500

227,318,620 221,659,115 5,659,505

83.7

93.8

104.8

(A)

× 100(%)

(B)会     計     名 予算額(A)

平 成 １ 8 年 度 会 計 別 予 算

区        分 平成18年度 平成17年度 差引増減額

予算額(B) (A) - (B)

106.9

一 般 会 計 95,400,000 93,290,000 102.32,110,000

87.9

103.8

15.3

108.0

98.7

公

営

企

業

会

計

105.0

117.3

105.2

109.1

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

95.9

106.5

合                    計

桜 財 産 区 105.6

102.6
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(単位  千円)

① 市 税 53,605,700 50,395,300 3,210,400 56.2

２． 地 方 譲 与 税 3,649,000 2,496,000 1,153,000 3.8

３． 利 子 割 交 付 金 160,000 207,000 △ 47,000 0.2

４． 配 当 割 交 付 金 125,000 125,000 0 0.1

５． 株式等譲渡所得割交付金 90,000 16,000 74,000 0.1

６． 地 方 消 費 税 交 付 金 2,950,000 2,885,000 65,000 3.1

７． ゴ ル フ 場 利 用 税交 付金 90,000 90,000 0 0.1

８． 自動車取得税交付金 740,000 729,000 11,000 0.8

９． 地 方 特 例 交 付 金 1,661,700 1,779,700 △ 118,000 1.7

１０．地 方 交 付 税 2,300,000 3,747,600 △ 1,447,600 2.4

　　うち普通交付税 1,200,000 2,760,000 △ 1,560,000 1.3

１1．交通安全対策特別交付金 73,400 71,600 1,800 0.1

⑫ 分 担 金 及 び 負 担 金 1,253,276 1,201,960 51,316 1.3

⑬ 使 用 料 及 び 手 数 料 2,364,873 2,373,970 △ 9,097 2.5

１4．国 庫 支 出 金 8,522,516 9,406,878 △ 884,362 8.9

１5．県 支 出 金 3,824,192 4,046,839 △ 222,647 4.0

⑯ 財 産 収 入 171,128 330,079 △ 158,951 0.2

⑰ 寄 附 金 8,111 10,111 △ 2,000 0.0

⑱ 繰 入 金 1,164,677 417,872 746,805 1.2

⑲ 繰 越 金 950,129 750,129 200,000 1.0

⑳ 諸 収 入 3,227,598 3,427,462 △ 199,864 3.4

　　うち減税補てん債 572,000 693,900 △ 121,900 0.6

　　うち臨時財政対策債 2,506,000 2,884,200 △ 378,200 2.6

　　○付数字は自主財源

8,782,500

93,290,000

8.9

100.0

平 成 18 年 度 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 （ 歳 入 ）

平成17年度

予算額(B)

平成18年度

予算額(A)

(A)

(B)

              区        分

 款        別

×100(%)

102.5

80.2

構 成 比 率 (%)

平成17年度

146.2

77.3

102.3

平成18年度

100.0

562.5

106.4

差引増減額

(A) - (B)

43.5

100.0

93.4

61.4

101.5

104.3

278.7

126.7

94.2

99.6

90.6

94.5

51.8

0.0

3.1

0.1

歳     入     合     計

21． 市 債

82.4

86.9

8,468,700

95,400,000

54.0

2.7

0.2

0.1

0.8

1.9

4.0

3.0

0.1

1.3

2.5

10.1

4.3

0.4

0.0

0.5

0.8

3.7

9.4

0.7

3.1

100.0

△ 313,800 96.4

2,110,000 102.3

2



【款別の主な増減（歳入）】 （単位：千円）

H17 H18 差引額

負担金
保育所負担金 1,121,338 ⇒ 1,174,748 （ 53,410 ）

使用料及び手数料
ごみ処理手数料 532,064 ⇒ 625,280 （ 93,216 ）

保健体育使用料 106,916 ⇒ 50,222 （ △56,694 ）

文化会館使用料 105,235 ⇒ 71,417 （ △33,818 ）

国庫支出金
児童扶養手当負担金 733,350 ⇒ 335,800 （ △397,550 ）

義務教育施設整備費補助金 419,356 ⇒ 34,139 （ △ 385,217 ）

公営住宅建設事業費補助金 248,662 ⇒ 1,125 （ △247,537 ）

児童手当支給費負担金 1,176,263 ⇒ 955,292 （ △220,971 ）

義務教育施設整備費負担金 382,885 ⇒ 515,983 （ 133,098 ）

国民健康保険保険基盤安定負担金 0 ⇒ 103,361 （ 103,361 ）

次世代育成支援交付金 0 ⇒ 85,530 （ 85,530 ）

県支出金
児童手当支給費負担金 214,718 ⇒ 627,602 （ 412,884 ）

国民健康保険保険基盤安定負担金 881,956 ⇒ 718,215 （ △163,741 ）

指定統計調査費委託金 159,839 ⇒ 20,963 （ △138,876 ）

下水処理施設周辺環境整備補助金 107,600 ⇒ 0 （ △107,600 ）

在宅介護支援センター事業費補助金 104,587 ⇒ 0 （ △104,587 ）

漁港漁場機能高度化事業費補助金 69,750 ⇒ 0 （ △69,750 ）

延長保育促進事業費補助金 53,074 ⇒ 0 （ △53,074 ）

県税徴収取扱費委託金 392,530 ⇒ 434,420 （ 41,890 ）

財産収入
市有地売払収入 299,111 ⇒ 126,000 （ △173,111 ）

繰入金
財政調整基金繰入金 180,000 ⇒ 800,000 （ 620,000 ）

減債基金繰入金 0 ⇒ 330,000 （ 330,000 ）

楠ふれあいセンター整備基金繰入金 186,626 ⇒ 0 （ △186,626 ）

繰越金
一般繰越金 750,000 ⇒ 950,000 （ 200,000 ）

諸収入
北勢公設地方卸売市場組合事務受託費 135,350 ⇒ 46,860 （ △88,490 ）

勤労者住宅支援資金融資貸付金元利収入 199,373 ⇒ 139,962 （ △59,411 ）

朝日、川越二町消防事務受託費 227,587 ⇒ 275,267 （ 47,680 ）

中小企業等融資資金貸付金元利収入 833,000 ⇒ 790,159 （ △42,841 ）

市債
地域再生事業債 185,000 ⇒ 721,200 （ 536,200 ）

臨時財政対策債 2,884,200 ⇒ 2,506,000 （ △378,200 ）

合併特例債 1,805,100 ⇒ 2,096,100 （ 291,000 ）

減税補てん債 693,900 ⇒ 572,000 （ △121,900 ）
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１． 議 会 費 848,896 837,164 11,732 0.9

２． 総 務 費 11,547,379 10,780,348 767,031 12.1

３． 民 生 費 24,133,141 23,199,068 934,073 25.3

４． 衛 生 費 8,431,139 8,448,311 △ 17,172 8.8

５． 労 働 費 27,354 73,863 △ 46,509 0.0

６． 農 林 水 産 業 費 1,864,938 2,037,839 △ 172,901 2.0

７． 商 工 費 2,563,881 2,253,786 310,095 2.7

８． 土 木 費 19,281,653 19,185,463 96,190 20.2

９． 消 防 費 3,647,587 3,154,552 493,035 3.8

１０．教 育 費 10,117,428 10,486,096 △ 368,668 10.6

１２．予 備 費 100,000 100,000 0 0.1

歳     出     合     計

１１．公 債 費

100.0

93,290,00095,400,000

37.0

91.5

113.8

12,836,604

100.5

115.6

96.5

12,733,510

101.4

107.1

104.0

99.8

予算額(B) (A) - (B) (B) 平成18年度

平 成 18 年 度 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 （ 歳 出 ）

       区        分 平成１8年度 平成１7年度 差引増減額 (A) 構 成 比 率 (%)

×100(%)

 款        別 予算額(A)

(単位  千円)

100.0

13.5

平成17年度

0.9

11.5

24.9

9.1

0.1

2.2

2.4

20.6

3.4

11.2

13.6

0.1

100.02,110,000 102.3

103,094 100.8

4



【款別の主な増減（歳出）】 （単位：千円）

H17 H18 差引額

総務費
庁舎等整備事業費 31,200 ⇒ 814,940 （ 783,740 ）

楠ふれあいセンター整備事業費 359,700 ⇒ 0 （ △359,700 ）

指定統計調査員報酬 132,116 ⇒ 16,941 （ △115,175 ）

防災倉庫整備事業費 8,372 ⇒ 111,853 （ 103,481 ）

丹羽文雄記念室整備事業費 0 ⇒ 83,200 （ 83,200 ）

民生費
児童手当 1,605,700 ⇒ 2,210,500 （ 604,800 ）

老人福祉施設事務費事業費 62,500 ⇒ 271,730 （ 209,230 ）

老人保健医療特別会計繰出金 1,095,941 ⇒ 1,289,493 （ 193,552 ）

介護保険特別会計繰出金 2,047,869 ⇒ 2,201,740 （ 153,871 ）

衛生費
北部墓地公園用地取得事業費 5,257 ⇒ 111,129 （ 105,872 ）

合併処理浄化槽設置費補助金 262,810 ⇒ 189,235 （ △73,575 ）

農林水産業費
楠漁港漁場機能高度化事業費 93,000 ⇒ 0 （ △ 93,000 ）

北勢公設組合施設整備事務受託事業費 129,667 ⇒ 44,900 （ △ 84,767 ）

商工費
企業立地奨励金交付事業費 442,000 ⇒ 749,235 （ 307,235 ）

商工会議所会館建設費補助金 0 ⇒ 100,000 （ 100,000 ）

土木費
大瀬古新町市営住宅建設事業費 518,300 ⇒ 0 （ △518,300 ）

公園建設費（垂坂公園等） 758,334 ⇒ 1,111,561 （ 353,227 ）

橋梁新設改良費（磯津橋等） 170,000 ⇒ 365,000 （ 195,000 ）

下水道事業繰出金 8,497,880 ⇒ 8,670,000 （ 172,120 ）

市営住宅整備基金積立金 169,138 ⇒ 67 （ △169,071 ）

消防費
消防通信指令システム更新事業負担金 0 ⇒ 376,600 （ 376,600 ）

（仮称）中消防署中央分署整備事業費 0 ⇒ 53,700 （ 53,700 ）

教育費
ＰＦＩ学校施設整備費 （小・中学校） 1,976,818 ⇒ 1,242,665 （ △734,153 ）

楠小学校改築事業費 0 ⇒ 498,715 （ 498,715 ）

校舎増築事業（小・中学校） 15,000 ⇒ 489,914 （ 474,914 ）

看護系大学設立支援事業費 0 ⇒ 400,000 （ 400,000 ）

耐震補強事業費 （小・中学校） 297,400 ⇒ 0 （ △297,400 ）

中央緑地運動施設整備事業費 288,000 ⇒ 17,370 （ △270,630 ）

公債費
地方債元金償還金 10,291,631 ⇒ 10,621,894 （ 330,263 ）

地方債利子 2,440,879 ⇒ 2,212,410 （ △228,469 ）
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本　年　度

予　算　額 国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債

１． 議 会 費 848,896

２． 総 務 費 11,547,379 190,429 676,616 1,499,300

３． 民 生 費 24,133,141 6,432,080 2,615,624 3,400

４． 衛 生 費 8,431,139 192,755 174,732 105,000

５． 労 働 費 27,354

６． 農林水産業費 1,864,938 114,625 11,700

７． 商 工 費 2,563,881 621 6,500

８． 土 木 費 19,281,653 1,114,031 77,796 2,234,900

９． 消 防 費 3,647,587 390 108,234 405,300

１０． 教 育 費 10,117,428 592,831 55,944 1,124,600

１１． 公 債 費 12,836,604

１２． 予 備 費 100,000

95,400,000 8,522,516 3,824,192 5,390,700

3,078,000

95,400,000 8,522,516 3,824,192 8,468,700

歳      出      予      算      款      別

款　　　　　別
左            の            財   

構成比については端数処理のため合計が合わない場合があります

計

歳入振替項目

総　　　　　　計
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（単位   千円)　

前　年　度

使 用 料 及 び 手
数 料

そ の 他 一 般 財 源 一 般 財 源

150 848,746 837,064 1.2 1.2

242,434 93,532 8,845,068 8,570,168 12.5 12.7

1,556 1,283,100 13,797,381 12,635,857 19.5 18.8

1,004,714 1,266,049 5,687,889 5,734,556 8.0 8.5

1,000 26,354 26,214 0.0 0.0

240 210,813 1,527,560 1,525,140 2.2 2.3

1 807,339 1,749,420 1,387,485 2.5 2.1

589,273 204,759 15,060,894 14,538,019 21.3 21.6

75,184 308,141 2,750,338 2,632,833 3.9 3.9

222,874 160,785 7,960,394 7,012,590 11.2 10.4

214,827 139,100 12,482,677 12,301,386 17.6 18.3

100,000 100,000 0.1 0.1

2,351,103 4,474,768 70,836,721 67,301,312 100.0 100.0

13,770 2,300,151 △ 5,391,921 △ 4,759,112

2,364,873 6,774,919 65,444,800 62,542,200 ― ―

――

    財      源      内      訳      表

一般財源投入率  (%)源　　　　　　内　　　　　　訳

本年度 前年度
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予 算 額 (A) 一般財源(B) 予 算 額 (C) 一般財源(D)

１． 18,360,040 16,505,343 18,572,887 16,606,947

（１） 809,358 802,867 882,089 872,323

（２） 8,573,163 7,529,820 8,880,312 7,757,015

（３） 4,875,626 4,341,415 4,866,164 4,311,080

（４） 1,736,000 1,719,794 1,558,000 1,555,599

（５） 11,851 11,851 15,602 15,602

（６） 2,354,042 2,099,596 2,370,720 2,095,328

２． 12,450,179 10,104,201 12,861,033 9,978,408

３． 1,683,541 995,302 1,578,228 970,038

４． 13,357,364 4,904,626 12,325,136 3,890,384

５． 12,556,333 11,359,933 12,422,807 11,247,523

６． 1,509,143 565,908 1,630,891 503,155

７． 830,514 418,179 989,734 417,768

８． 6,621,011 5,799,435 6,397,305 5,515,349

９． 12,836,604 12,482,677 12,733,510 12,301,386

１０． 12,976,803 5,482,801 11,515,480 3,607,517

（１） 12,876,494 5,463,092 11,358,855 3,568,892

イ、 補 助 2,792,118 439,555 3,504,972 148,523

ロ、 単 独 10,084,376 5,023,537 7,853,883 3,420,369

（２） 0 0

イ、 補 助 0 0

ロ、 単 独 0 0

（３） 0 0

イ、 補 助 0 0

ロ、 単 独 0 0

（４） 100,309 19,709 156,625 38,625

１１． 2,118,316 2,118,316 2,162,837 2,162,837

１２． 100,152 100,000 100,152 100,000

95,400,000 70,836,721 93,290,000 67,301,312

本       年       度 前       年       度

人 件 費

報 酬

基 本 給

区　　　　　分

そ の 他 の 手 当

退 職 手 当

恩 給 退 職 年 金

そ の 他

物 件 費

維 持 補 修 費

合    　 　   計

災 害 復 旧 事 業

失 業 対 策 事 業

県 営 事 業 負 担 金

一部事務組合負担金

            歳    出    予    算    性    質    別

予 備 費

繰 出 金

公 債 費

投 資 的 経 費

普 通 建 設 事 業

扶 助 費

補 助 費 等

投資・出資金・貸付金

積 立 金
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  目    的    別    分    類    表   (単位   千円)

(A) - (C) (B) - (D)

△ 212,847 98.9 △ 101,604 99.4 19.2 23.3 19.9 24.7

△ 72,731 91.8 △ 69,456 92.0 0.8 1.1 0.9 1.3

△ 307,149 96.5 △ 227,195 97.1 9.0 10.6 9.5 11.5

9,462 100.2 30,335 100.7 5.1 6.1 5.2 6.4

178,000 111.4 164,195 110.6 1.8 2.4 1.7 2.3

△ 3,751 76.0 △ 3,751 76.0 0.0 0.0 0.0 0.0

△ 16,678 99.3 4,268 100.2 2.5 3.0 2.5 3.1

△ 410,854 96.8 125,793 101.3 13.1 14.3 13.8 14.8

105,313 106.7 25,264 102.6 1.8 1.4 1.7 1.4

1,032,228 108.4 1,014,242 126.1 14.0 6.9 13.2 5.8

133,526 101.1 112,410 101.0 13.2 16.0 13.3 16.7

△ 121,748 92.5 62,753 112.5 1.6 0.8 1.7 0.7

△ 159,220 83.9 411 100.1 0.9 0.6 1.1 0.6

223,706 103.5 284,086 105.2 6.9 8.2 6.9 8.2

103,094 100.8 181,291 101.5 13.5 17.6 13.6 18.3

1,461,323 112.7 1,875,284 152.0 13.6 7.7 12.3 5.4

1,517,639 113.4 1,894,200 153.1 13.5 7.7 12.2 5.3

△ 712,854 79.7 291,032 296.0 2.9 0.6 3.8 0.2

2,230,493 128.4 1,603,168 146.9 10.6 7.1 8.4 5.1

△ 56,316 64.0 △ 18,916 51.0 0.1 0.0 0.2 0.1

△ 44,521 97.9 △ 44,521 97.9 2.2 3.0 2.3 3.2

0 100.0 0 100.0 0.1 0.1 0.1 0.1

2,110,000 102.3 3,535,409 105.3 100.0 100.0 100.0 100.0

※構成比については、四捨五入しておりますので合計が合わない場合があります。

   構   成   比    率    (%)

一    般    財    源予     算     額

比                        較

予 算 額 一般財源

本    年    度 前    年    度

予 算 額 一般財源(A)/(C)×100 (%) (B)/(D)×100 (%)
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一 般 会 計 歳 入

市 税 市 債 繰　入

税収 普通 特別 発行額 市　債 ３基金

比率 依存度

平成 ％ ％  実績  実績 ％

86,102,300 1.2 48,784,000 56.7 - 861,254 4,159,300 4.8 2,983,000

88,012,300 2.2 45,720,000 52.0 - 850,921 8,786,200 10.0 3,108,000

91,952,800 4.5 47,794,000 52.0 - 897,915 9,573,900 10.4 2,900,000

94,337,200 2.6 48,511,700 51.4 - 951,334 13,814,300 14.7 1,090,120

94,917,000 0.6 53,613,680 56.5 - 980,457 10,425,900 11.0 700,000

91,013,000  △ 4.1 52,890,100 58.1 - 1,079,724 6,460,200 7.1 2,470,000

90,900,000  △ 0.1 52,202,800 57.4 2,348,319 1,215,065 5,299,300 5.8 1,692,000

93,280,000 2.6 50,140,900 53.8 3,042,159 1,288,142 5,868,500 6.3 2,908,000

95,760,000 2.7 51,120,000 53.4 2,988,761 1,236,052 8,382,800 8.7 2,840,000

94,580,000  △ 1.2 49,616,000 52.4 4,100,304 1,183,361 8,394,200 8.9 3,175,000

90,990,000  △ 3.8 47,339,000 52.0 3,974,549 1,105,390 9,451,300 10.4 2,600,000

95,980,000 5.5 48,305,000 50.3 2,039,446 1,105,338 13,373,200 13.9 1,445,000

９月補正後

93,290,000 △ 2.8 50,395,300 54.0 2,694,232 987,600 8,782,500 9.4 180,000

95,400,000 2.3 53,605,700 56.2 1,200,000 1,100,000 8,468,700 8.9 1,130,000
18

年度

地 方 交 付 税

伸び率

10

11

5

6

7

17

16

一 般 会 計 当 初

12

13

14

15

8

9

10



歳 出

金 公 債 費 地方債年 繰 出 金

競　輪 度末残高

補　助 単　独

実績 ％ 実績

1,500,000 7,106,655 8.3 59,616,712 20,750,541 5,640,637 14,953,681 8,159,289

300,000 7,366,140 8.4 68,139,476 20,857,103 6,233,614 14,473,851 8,544,711

0 7,499,239 8.2 76,704,095 22,571,833 6,917,095 15,511,417 8,671,542

50,000 7,889,890 8.4 89,283,768 23,714,303 6,947,530 16,729,274 8,907,190

20,000 8,815,769 9.3 99,938,335 22,358,602 4,789,663 17,539,125 9,254,338

50,000 9,759,014 10.7 105,489,490 16,663,239 4,384,578 12,234,355 9,736,790

50,000 10,322,312 11.4 106,062,498 13,739,059 5,857,512 7,827,935 10,218,412

50,000 11,402,980 12.2 105,427,282 13,757,572 4,660,986 8,470,905 11,993,916

50,000 11,635,219 12.2 105,328,737 15,957,660 5,532,111 9,865,564 12,115,049

10,000 12,484,540 13.2 104,684,936 13,142,840 1,999,812 10,322,178 5,068,066

50,000 12,343,622 13.6 104,476,960 10,305,917 1,359,639 8,529,628 5,439,030

100,000 18,557,091 19.3 105,425,611 9,605,201 2,007,201 7,521,250 5,762,733

12月補正後

20,000 12,733,510 13.6 104,336,081 11,515,480 3,504,972 7,853,883 6,397,305

当初

10,000 12,836,604 13.5 102,182,887 12,976,803 2,792,118 10,084,376 6,621,011

（単位　:千円）

投  資  的  経  費

構成比
うち普通建設事業費

予 算 の 推 移
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　　　　　　　　（単位　千円）

税目 課税標準額 税  率　％ 調定見込額
収納見
込率％

本年度予算
計上額（Ａ）

前年度予算
計上額（B）

（Ａ）　  100
×

（Ｂ）　　 ％

市税 56,365,043 95.1 53,605,700 50,395,300 106.4

　 １．市民税　 23,936,290 94.6 22,643,100 19,569,300 115.7

       一個人 16,132,799 92.5 14,915,500 13,461,700 110.8

     　　 イ、現年度分 141,055(人) 14,985,798 98.0 14,686,100 13,201,400 111.2

      所　得　割 標準税率 14,566,633 98.0 14,275,300 12,836,900 111.2

      均　等　割 3,000（円） 419,165 98.0 410,800 364,500 112.7

           ロ、繰越分 1,147,001 20.0 229,400 260,300 88.1

   　　二法人 7,803,491 99.0 7,727,600 6,107,600 126.5

     　　 イ、現年度分 8,613(社) 7,730,000 99.8 7,714,700 6,090,100 126.7

       法 人 税 割 13.5、12.3 6,770,000 99.8 6,756,700 5,140,000 131.5

       均   等   割 (万円）    

　５、１２、１３

１５、１６、４０

４１、１７５、３００ 960,000 99.8 958,000 950,100 100.8

           ロ、繰越分  73,491 17.6 12,900 17,500 73.7

　 ２．固定資産税 27,175,240 95.3 25,903,800 25,691,100 100.8

　　　 一固定資産税 27,110,240 95.3 25,838,800 25,622,500 100.8

     　　 イ、現年度分  26,001,947 98.5 25,612,800 25,300,100 101.2

       土　 地　 分 659,877,857 1.4 9,238,290 97.8 9,035,000 9,352,200 96.6

       家　 屋 　分 575,354,286 1.4 8,054,960 97.8 7,877,800 8,679,800 90.8

       償却資産分 622,049,786 1.4 8,708,697 99.9 8,700,000 7,268,100 119.7

           ロ、繰越分 1,108,293 20.4 226,000 322,400 70.1

　　　 二国有資産等所在

　　　　　市町村交付金

　　　　　及び納付金 65,000 100.0 65,000 68,600 94.8

     　　 イ、現年度分 65,000 100.0 65,000 68,600 94.8

　　　交   付   金 2,657,143 1.4 37,200 100.0 37,200 38,900 95.6

　　　納   付   金 1,985,714 1.4 27,800 100.0 27,800 29,700 93.6

 　３．軽自動車税 519,188 88.5 459,500 444,200 103.4

     　　 イ、現年度分 99,216(台) 　1,000(円)

～7,200（円） 467,400 96.5 451,000 435,300 103.6

           ロ、繰越分 51,788 16.4 8,500 8,900 95.5

　 ４．市たばこ税 665,157(千本) 旧2,977(円)/千本

新3,298(円)/千本

6,496(千本) 旧1,412(円)/千本

新1,546(円)/千本 2,129,600 100.0 2,129,600 2,054,100 103.7

　 ５．特別土地保有税 9,678 5.2 500 400 125.0

     　　 イ、現年度分  保有分 1.4%

取得分 3.0% 0 0 0

           ロ、繰越分 9,678 5.2 500 400 125.0

　 ６．入湯税 日帰り 1人  80円

　　　　6,250人

宿泊　　　　0人 1人1泊 150円 500 100.0 500 500 100.0

平 成 １ 8 年 度 税 収 入 予 算 資 料
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　　　　　　　　（単位　千円）

税目 課税標準額 税  率　％ 調定見込額
収納見
込率％

本年度予算
計上額（Ａ）

前年度予算
計上額（B）

（Ａ）　  100
×

（Ｂ）　　 ％

　 ７．都市計画税 (旧楠町は課さない） 2,594,547 95.1 2,468,700 2,635,700 93.7

     　　 イ、現年度分 2,483,319 98.5 2,446,000 2,604,000 93.9

       土　 地　 分 738,071,959 0.2 1,476,144 98.5 1,454,000 1,509,800 96.3

       家　 屋 　分 503,587,500 0.2 1,007,175 98.5 992,000 1,094,200 90.7

           ロ、繰越分 111,228 20.4 22,700 31,700 71.6

地方譲与税 3,649,000 100.0 3,649,000 2,496,000 146.2

　 １．所得譲与税  2,199,000 100.0 2,199,000 1,062,000 207.1

　 ２．自動車重量譲与税  820,000 100.0 820,000 832,000 98.6

　 ３．地方道路譲与税  300,000 100.0 300,000 282,000 106.4

　 ４．特別とん譲与税 330,000 100.0 330,000 320,000 103.1

利子割交付金  160,000 100.0 160,000 207,000 77.3

　 利子割交付金  160,000 100.0 160,000 207,000 77.3

配当割交付金 125,000 100.0 125,000 125,000 100.0

　 配当割交付金 125,000 100.0 125,000 125,000 100.0

株式等譲渡所得割交付金 90,000 100.0 90,000 16,000 562.5

株式等譲渡所得割交付金 90,000 100.0 90,000 16,000 562.5

地方消費税交付金 2,950,000 100.0 2,950,000 2,885,000 102.3

地 方 消 費 税 交 付 金  2,950,000 100.0 2,950,000 2,885,000 102.3

ゴルフ場利用税交付金 90,000 100.0 90,000 90,000 100.0

ゴルフ場利用税交付金  90,000 100.0 90,000 90,000 100.0

自動車取得税交付金 740,000 100.0 740,000 729,000 101.5

自 動 車 取 得 税 交 付 金  740,000 100.0 740,000 729,000 101.5

地方特例交付金 1,661,700 100.0 1,661,700 1,779,700 93.4

地 方 特 例 交 付 金  1,661,700 100.0 1,661,700 1,779,700 93.4

（単位：千円）

平 成 18 年 度 末 平 成 18 年 度 末

残 高 見 込 残 高 見 込

職員退職手当基金 2,576,703 広域基幹道路整備基金 960,879

桜運動広場整備基金 36,097 緑化基金 192,885

国際交流基金 113,382 市営住宅整備基金 232,556

財政調整基金 2,168,488 学校施設整備基金 472,801

都市基盤・公共施設等整備基金 315,671 小菅科学教育振興基金 27,811

減債基金 275,589 文化振興基金 224,142

まちづくり事業基金 660,099 土地開発基金 1,151,154

社会福祉事業振興基金 407,912 競輪事業財政調整基金 523,970

災害救助基金 113,097 国民健康保険支払準備基金 74,377

廃棄物処理施設整備基金 335,399 東橋北住環境整備基金 5

ふるさと・水と土保全基金 21,467 介護保険給付費支払準備基金 2

中小企業振興基金 17,318

基 金 の 状 況

基　金　名 基　金　名
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102.4% 105.8% 97.0% 100.6% 97.2%

52,933,096 55,983,052 54,319,396 54,651,840 53,104,170

98.6% 113.3% 91.3% 97.2% 95.2%

15,487,308 17,547,601 16,023,051 15,576,141 14,822,715

112.4% 88.0% 90.7% 87.7% 103.7%

6,959,659 6,125,288 5,552,950 4,868,823 5,051,204

102.0% 105.7% 102.9% 104.6% 96.6%

25,306,992 26,762,052 27,539,521 28,816,683 27,845,859

104.6% 65.2% 68.7% 103.5% 96.3%

2,941,206 1,917,259 1,317,439 1,363,067 1,312,385

57.7% 75.3% 77.8% 115.3% 464.0%

693,615 522,420 406,516 468,528 2,174,040

皆増 436.3% 92.9% 103.1%

0 762,966 3,328,940 3,093,121 3,189,836

95.5% 97.6% 96.0% 100.7% 103.9%

112,515 109,853 105,505 106,263 110,445

95.4% 213.7% 99.7% 93.6% 18.9%

29,800 63,695 63,504 59,414 11,207

103.5% 91.0% 83.0% 97.9% 98.3%

1,078,636 982,000 815,316 798,108 784,199

皆増 136.3%

0 0 0 1,245,994 1,698,909

108.7% 105.4% 106.8% 222.3% 117.3%

1,883,888 1,984,797 2,120,003 4,711,899 5,526,255

113.3% 109.0% 103.4% 376.6% 122.0%

783,616 853,913 883,245 3,326,420 4,058,554

105.7% 102.8% 109.4% 112.0% 105.9%

1,100,272 1,130,884 1,236,758 1,385,479 1,467,701

※　平成１６年度までについては、旧四日市市と旧楠町の決算額の合計

自 動 車 取 得 税 交 付 金

特別地方消費税交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

配 当 割 交 付 金

平成８年度 平成９年度

利 子 割 交 付 金

う ち 特 別 交 付 税

う ち 普 通 交 付 税

地 方 交 付 税

地 方 特 例 交 付 金

う ち 法 人 市 民 税

ゴルフ場利用税交付金

市 税

う ち 個 人 市 民 税

株式等譲渡所得割交付金

地 方 譲 与 税

う ち 固 定 資 産 税

年　　　　　度

市税等の推移

平成10年度 平成11年度 平成12年度
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（単位　千円）

平成17年度 平成17年度 平成18年度
（12月補正後） （決算見込） （当初予算）

98.5% 97.2% 98.6% 100.4% 102.6% 104.3% 102.1%

52,310,758 50,839,465 50,133,200 50,317,982 51,645,300 52,484,660 53,605,700

97.1% 98.7% 93.6% 97.1% 104.3% 105.9% 109.2%

14,389,736 14,204,296 13,294,067 12,907,800 13,461,700 13,664,148 14,915,500

104.9% 84.7% 122.2% 108.8% 117.4% 126.8% 102.1%

5,296,663 4,487,950 5,485,014 5,967,750 7,007,600 7,570,070 7,727,600

98.0% 98.6% 97.4% 100.1% 99.3% 99.5% 99.3%

27,293,990 26,899,992 26,199,571 26,221,424 26,041,100 26,086,782 25,903,800

105.9% 96.0% 104.9% 141.5% 126.0% 129.8% 141.8%

1,389,423 1,334,308 1,400,068 1,981,641 2,496,000 2,572,967 3,649,000

98.7% 28.8% 70.5% 98.1% 48.5% 58.7% 63.8%

2,145,652 617,784 435,386 426,981 207,000 250,669 160,000

皆増 141.0% 130.5% 108.0%

88,672 125,000 115,729 125,000

皆増 17.1% 99.9% 96.3%

93,516 16,000 93,466 90,000

92.7% 91.3% 107.4% 109.0% 91.2% 91.0% 102.5%

2,955,812 2,699,183 2,900,256 3,162,038 2,885,000 2,878,836 2,950,000

103.5% 95.2% 98.0% 96.8% 87.2% 99.8% 87.4%

114,287 108,754 106,614 103,217 90,000 103,005 90,000

17.6% 皆減

1,978

94.4% 94.8% 107.2% 102.1% 94.9% 99.2% 97.0%

740,568 701,758 752,335 768,479 729,000 762,647 740,000

102.8% 96.6% 99.6% 101.4% 101.8% 101.8% 95.7%

1,747,237 1,687,946 1,681,143 1,705,436 1,736,681 1,736,681 1,661,700

95.3% 119.4% 94.7% 66.8% 92.6% 97.9% 59.1%

5,267,926 6,290,170 5,954,225 3,976,031 3,681,832 3,894,232 2,300,000

95.1% 128.1% 94.7% 58.8% 97.8% 97.8% 44.5%

3,859,379 4,942,661 4,681,823 2,753,891 2,694,232 2,694,232 1,200,000

96.0% 95.7% 94.4% 96.0% 80.8% 98.2% 91.7%

1,408,547 1,347,509 1,272,402 1,222,140 987,600 1,200,000 1,100,000

上段は対前年度比

平成16年度平成14年度 平成15年度平成13年度

（決算ベース）
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地　方　債　年　度　末

108,547,710 108,529,475 107,836,450 107,705,872 105,425,611

うち減税補てん債
（ 借 換 債 含 む ）

11,124,199 11,343,675 11,412,161 11,460,394 11,515,586

うち臨時財政対策債 50,000 2,614,600 7,837,100 11,592,700

土地区画整理事業 3,931,702 4,259,555 4,450,693 4,321,225 4,588,744

福祉資金貸付事業 103,851 103,851

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業

457,363 395,765 327,917 266,454 217,561

公共用地取得事業 504,700 1,291,456 3,087,312 3,913,568 5,411,024

323,900 375,200 463,100

113,545,326 114,580,102 116,026,273 116,582,320 116,106,041

う ち 合 併 特 例 債
（基金造成含む）

523,000

収
益

250,000 250,000 225,300 175,700 125,835

1,229,416 1,582,605 1,633,873 1,707,240 1,747,392

101,230,232 102,811,495 3,120,096 3,244,177

304,553

1,263,262 1,399,884 1,503,253 1,602,311 1,757,867

104,027,463 105,793,984 6,257,222 6,553,728 3,505,259

21,666,665 22,082,458 22,094,408 21,891,518 21,620,128

3,416,925 3,377,945 3,590,787 3,310,040 2,978,137

100,789,253 101,392,179 104,125,263

25,083,590 25,460,403 126,474,448 126,593,737 128,723,528

323,900 375,200 463,100

242,906,379 246,084,489 248,659,343 249,530,285 247,997,563

16決算
区  分

年   度
15決算12決算 14決算13決算

水 道 事 業

一  般  会  計
普

通

会

計

準

公

営

企

業

計

農 業 集 落 排 水 事 業

競 輪 事 業 会 計

食 肉 セ ン タ ー
食 肉 市 場 事 業

公 共 下 水 道 事 業

市 営 駐 車 場 事 業

特

別

会

計

（都市下水路分）

重複分

市立四日市病院事業

下 水 道 事 業

計

合       計

公

営

企

業
計
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　現　在　高　の　推　移　　　（過去の決算額に楠町分を含む）
(単位   千円)

104,336,081 10,621,894 2,212,410 12,834,304 8,468,700 102,182,887

11,366,327 856,029 141,225 997,254 572,000 11,082,298

14,365,675 146,325 173,172 319,497 2,506,000 16,725,350

4,399,075 328,668 87,627 416,295 13,500 4,083,907

(※会計廃止、14年度に全額償還済)

169,208 40,863 8,689 49,552 128,345

8,654,329 442,067 104,533 546,600 8,212,262

636,300 18,595 3,168 21,763 44,000 661,705

118,194,993 11,452,087 2,416,427 13,868,514 8,526,200 115,269,106

2,846,000 51,604 51,604 2,409,600 5,255,600

75,703 50,401 338 50,739 25,302

1,756,247 81,318 30,687 112,005 58,800 1,733,729

（※14年度以降については、四日市市分は公営企業会計で計上）

(※13年度以降については、一般会計に含む)

1,872,538 56,535 43,553 100,088 182,700 1,998,703

3,628,785 137,853 74,240 212,093 241,500 3,732,432

21,371,822 1,047,925 781,183 1,829,108 870,000 21,193,897

2,658,304 737,520 48,909 786,429 2,629,800 4,550,584

103,992,311 4,749,997 3,423,203 8,173,200 3,873,000 103,115,314

128,081,837 6,535,442 4,253,295 10,788,737 7,372,800 128,919,195

636,300 18,595 3,168 21,763 44,000 661,705

249,345,018 18,157,188 6,741,132 24,898,320 16,096,500 247,284,330

発行額償還利子 元利合計
17見込

残高償還元金

18　当　初　予　算

17



（単位：千円、％）

部　局 Ａ Ｂ Ａ－Ｂ　　　Ｃ Ｃ／Ｂ

22,158,082 21,384,461 773,621 3.6

6,387,132 6,413,865 ▲ 26,733 ▲ 0.4

2,502,185 1,716,310 785,875 45.8

1,833,965 1,640,448 193,517 11.8

20,347,003 19,738,296 608,707 3.1

4,035,554 3,944,726 90,828 2.3

5,948,220 5,882,443 65,777 1.1

8,064,063 8,106,353 ▲ 42,290 ▲ 0.5

15,592 16,369 ▲ 777 ▲ 4.7

848,896 837,164 11,732 1.4

73,695 38,058 35,637 93.6

92,882 93,299 ▲ 417 ▲ 0.4

9,663,707 10,390,148 ▲ 726,441 ▲ 7.0

3,643,619 3,141,077 502,542 16.0

261,932 590,715 ▲ 328,783 ▲ 55.7

上 下 水 道 局 8,670,000 8,497,880 172,120 2.0

市 立 四 日 市 病 院 853,473 858,388 ▲ 4,915 ▲ 0.6

95,400,000 93,290,000 2,110,000 2.3

企

業

会

計

に

対

す

る

補

助

費

等

税 務 理 財 部

1８年度当初

収 入 役 室

議 会 事 務 局

選 挙 管 理 委 員 会

保 健 福 祉 部

商 工 農 水 部

環 境 部

総 務 部

都 市 整 備 部

増減額 伸率区　分 1７年度当初

一般会計歳出予算【部局別】

楠 総 合 支 所

合　　　　　　計

監 査 事 務 局

教 育 委 員 会

消 防 本 部

市 民 文 化 部

経 営 企 画 部

18 
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経 営 企 画 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

  平成１６年度からスタートした「行政経営戦略プラン」の最終年度として、プランの着

実な推進を図り、市民満足度をより向上させる成果重視の行政経営に努めるとともに、

中核市移行を目指す中で、諸課題への対応や行政体制整備を円滑に進める。 

また、中核市移行を契機として、市民に身近な行政機関として住民サービスの充実

を図るとともに、集中改革プランや財政の健全化など行財政改革を推進し、地方分権

時代における自立したまちづくりを推進する。 

 

１．総合計画の推進について 

  行政経営戦略プランおよび新市建設計画の着実な推進を図るとともに、中核市移

行を視野にいれ、平成１９年度からスタートする新たな行政経営戦略プランの策定作

業を行う。 

  また、新たな市民ニーズや社会経済状況の変化に対応した政策課題に対応して

いくとともに、四日市大学との共同研究や庁内研究会、政策推進監会議等により政策

研究を行う。 

【主な事業】   総合計画推進事業       当初予算額    ５，０００千円 

                 

２．行財政改革の推進及び行政経営システムの構築について 

  行財政改革の推進については、国の新地方行革指針を受けた集中改革プラン（平

成 17～21 年度）に基づき、着実な取り組みを進める。また、指定管理者制度について

は、指定管理の実施等に係るチェック体制の充実を図るとともに、（仮称）市場化テスト

については、法制化を踏まえ、制度の研究と導入の検討を行う。 

行政経営システムの構築については、業務棚卸表と財源配分方式による予算編成

システムを基にしたマネジメントサイクルによる運用を引き続き推進する。また、業務棚

卸表による行政評価については、指標や目標設定のレベルアップ、業績測定や評価

技法のスキルアップに努め、2 次評価の実施や外部評価の導入等による評価の多角

化を図る。  

【主な事業】  行財政改革推進費        当初予算額     ４，４７７千円 

 

 

 

 

 

部局別予算説明資料 
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３．健全な財政運営の推進について 

  財源配分方式による予算編成については、業務棚卸表等による決算評価に基

づく予算編成の取組みや、予算執行の工夫により歳出の削減、歳入の増収を図

った場合に一定財源を新規事業等に配分するインセンティブ予算を導入し、成

果・決算重視の予算編成を行う。 

また、新たに広告収入による財源確保制度を導入するとともに、引き続き企

業会計的な財務諸表などによる財政分析の取り組みを進め、財政プランに示す

「財政運営の指針」に掲げる目標の達成に向け、中長期的な観点からの財政運

営を推進する。 

 【主な事業】  財政管理経費     当初予算額   ５，３４０千円 

 

４．中核市移行について 

平成１９年４月中核市移行を目指し、引き続き国、県との調整を進めるともに、保健

所をはじめとした移譲事務について、施設の開設準備、職員の県派遣研修、条規整

備、各種電算システム整備などの移行準備作業を円滑に進める。 

また、中核市移行を契機として、市民サービスの向上に向けた見直しや職員意識の

徹底を図るとともに、市民への情報提供に努め、中核市移行にかかる市民理解を深め

る。 

  【主な事業】  中核市移行推進事業      当初予算額   ４０，０００千円 

 

５．四日市港の整備促進について 

  スーパー中枢港湾の指定を受け、霞ヶ浦北埠頭では国際海上コンテナターミナル

が本格稼動を開始したことに鑑み、ターミナル直背後に今後展開するロジスティックパ

ークの整備に向けた検討を開始するとともに、霞４号幹線の整備促進および霞大橋の

耐震強化の整備促進を図る。 

また、浜園地区の海上旅客ターミナル開設に伴い、利便性の向上及び周辺地域の

交通問題等に関する解消策を検討し、市民が利用しやすい環境を整備する。 

【主な事業】  四日市港管理組合負担金   当初予算額  １,６０９，７７６千円 

海上アクセス関連経費      当初予算額    ５４, ５２２千円 

 

６．看護大学設立支援事業 

看護・医療技術等の多様化、高度化に伴い、それらに携わる関係者の資質・

能力向上への社会的期待が高まる一方、看護師不足の解消は地域医療の大きな

課題である。そのため、学校法人「暁学園」が開設を予定している 4 年制看護

系大学への設立支援を行い、地域医療体制の充実を図る。 

【主な事業】  看護大学設立支援事業    当初予算額    ４００，０００千円 
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１．目的 

平成１９年４月中核市移行を目標に準備を進める中で、県から移譲される事

務に伴い、中核市移行前年度となる平成１８年度中に整備しておく必要のある、

各種電算システム関係、保健所設置構想及び条規整備について、それぞれ委託

等を行うものである。 

 

２．内容 

（１）各種電算システム関係等の委託 

県から移譲される事務に伴う各種電算システムについて、本市の既存システ

ムに合わせ、移行時にスムーズに事務を開始することができるようにする。 

（２）保健所設置構想調査の委託 

移行に伴い設置しなければならない保健所について、単に県から保健所機能

の移譲を受けるだけでなく、市保健所としてどのような機能を持たせるべきか

構想を策定する。 

（３）条規整備の委託等 

県から移譲される事務に伴い、整備しておく必要のある条規について、移行

までに制定することができるようにする。 

 

３．予算額 ４０，０００千円  （財源内訳）一般財源 ４０，０００千円 

（前年度   １，０００千円）        

 

 

中核市移行推進事業 

担当 経営企画部中核市推進室

   因田 英樹 

   ℡ ３５４－８５６２ 
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１．目的 

中部国際空港へ四日市港から海上アクセスを開設し、道路、鉄道、バス交通

と合わせて多様な交通手段を確保することにより、市民生活の利便性向上を図

るとともに、四日市港において交流拠点を形成し、市民に親しまれる港づくり

を進める。 

また、公共旅客ターミナルは、大規模な地震等災害時に緊急物資の輸送や陸

上交通機関を補完する防災基地機能としての活用を図る。 

 

２．内容 

平成１７年度、四日市浜園町に整備を行った公共旅客ターミナルを使用し、旅

客船運行事業者が本年４月１日から四日市港～中部国際空港への定期航路等を

開設する。 

 

○ 公共ターミナル施設 

 

・待合所（鉄骨平屋建て３００㎡） 

 

・浮き桟橋（４０ｍ×１６ｍ） 

 

・駐車場 （２３３台） 

 

 

 

○ 運行予定事業者 セラヴィ観光汽船㈱、高砂海運（当初） 

○ 運営手法 

市はターミナルを使用する旅客船運行事業者にターミナル施設を貸し付

け、事業者は運営協議会を組織し、共同で施設の管理運営を行う。 

 

３．予算額  ５４, ５２２ 千円  （財源内訳）その他特財   10,259 千円 

 （前年度  ３０，０６０  千円）       一般財源    44,263 千円 

                         

                        

                        

 

担当 政策課 

       芳野 昇 

         ℡ 354－8112 

中部国際空港海上アクセス事業 
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１．目的 

近年、看護、医療技術等の多様化、高度化に伴い、それらに携わる関係者の

資質・能力向上への社会的期待が高まる一方、看護師不足の解消は地域医療の

大きな課題の一つになっている。このような社会状況の中、当地域において求

められている看護師、保健師等の人材を育成、輩出し、もって地域社会へ貢献

することを目的として学校法人「暁学園」が設置を予定している看護系大学へ

の設立支援を行う。 

 

２．内容 

（１）設立主体  学校法人 暁学園 

（２）設立の時期 平成１９年４月開設予定 

（３）分野    ４年制看護系大学 

（４）補助金について 

①補助対象事業 

「施設関係事業」「備品関係」及び「初年度(H19)運営経費」 

②補助率 

それぞれ補助対象事業経費の２分の１ 

③補助上限額 

１２億円（H18 年度当初４億円、別途債務負担行為８億円（H22 まで）） 

 

３．予算額 ４００，０００千円 （財源内訳）一般財源 ４００，０００千円 

 （前年度        ０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 政策課  

渡辺 久晃 

  ℡ 354-8112 

看護系大学設立支援事業 

看護系大学実習棟（イメージ）
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１．目的 

  平成 17 年 4 月 20 日 100 歳をもって逝去された、四日市市名誉市民である

故丹羽文雄氏のご功績を偲び、市としての弔意を表すため追悼事業を行う。 

 （昭和５３年３月２８日名誉市民推挙） 

 

 

２．内容 

  追悼式典及び記念講演会を行う。なお、市立博物館においては、この時期

に合わせて、特別企画展として故人の遺品を展示する。 

 

  １．追悼式   追悼のことば、代表者による献花など 

  ２．記念講演   

  ３．記念展示  博物館「特別企画展～丹羽文雄氏縁の品々の展示」 

 

※ 式典出席者（５００名程度） 

丹羽家ご親族、議会、官公庁等行政関係、文化団体、自治会関係、報

道関係、その他団体代表者、（市民公募枠含む） 

 

 

 

 

３．予算額  ２，５９５千円  （財源内訳）一般財源   ２，５９５千円 

 （前年度       ０千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 秘書課 

      秦  一 正 

   ℡ ３５４－８１１１ 

（新）故四日市市名誉市民追悼事業 
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総  務  部 

 

新年度予算における基本的な方針 

市民が安全に暮らせるように、近い将来に発生すると想定されている東南海地震及び南

海地震などへの地震防災対策を引き続き推進するとともに、国民保護法に基づく市町村計

画を策定する。 

また、一人ひとりの人権が尊重されるまちを目指し、よっかいち人権施策推進プランに掲

げた施策や各種答申を踏まえた人権・同和施策に取り組む。 

そのほか、窓口サービスの向上と保守経費削減のため、平成１６年度からの継続事業で

ある住民情報システムの再構築を完了するとともに、電子申請システムの構築など電子自治

体への取り組みを県下共同で実施する。 

内部管理面においては、市民の視点に立ち高い職務遂行能力を有する人材の育成のた

め、新たに係長候補者研修を行うなど多様な職員研修を実施するとともに、職員定数や給

与制度の適正化を図る。 

 

１．防災対策の推進について 

 地震防災対策として木造住宅の無料耐震診断と耐震補強補助を継続するとともに、耐震

補強が必要な住宅の補強計画策定等も新たに補助対象とする。 

 また、大規模災害発生時には近鉄四日市駅周辺で多くの帰宅困難者が発生することが予

想され、その支援施設として防災倉庫を安島一丁目に整備し、あわせてコンテナ型防災倉

庫を２箇所に新設する。また、各地区市民センターと避難所との連絡体制を強化するために

携帯型無線機の導入を行う。 

 市民の防災意識の高揚を図るため、防災出前講座、「FM よっかいち」による防災啓発番

組の放送、携帯電話メールによる災害情報提供などを行うとともに、市民の積極的な防災活

動を支援するため、自主防災組織の各種活動に支援を行い、市民の防災力の向上を図

る。 

 そのほか、平成１６年９月に施行された国民保護法に基づき、国民保護協議会を設置して

本市の国民保護計画を策定する。 

【主な事業】  耐震化促進事業      当初予算額  ５０，３００千円 

         防災倉庫整備事業     当初予算額 １１１，８５３千円 

防災行政無線整備事業  当初予算額  １０，９３０千円 

災害情報提供事業     当初予算額   ３，７７６千円 

         自主防災組織活性化事業 当初予算額  １９，５００千円 

         国民保護計画策定事業   当初予算額   ７，８４６千円 
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２．人権・同和施策の推進について 

   平成１７年３月に策定した「よっかいち人権施策推進プラン」に掲げた施策を具体的に実

施していくための事業に取り組むとともに、平成１６年３月の四日市市同和対策委員会から

の答申「今後の同和行政のあり方について」及び平成１５年９月の四日市市隣保館運営審

議会からの答申「今後の隣保館のあり方について」を受けて、同和問題解決のための事業

に取り組む。 

【主な事業】 人権のまちづくり事業      当初予算額  ４，８００千円 

                  人権活動拠点施設整備事業（施設改修） 

当初予算額 １５，０００千円                       

研修体制の充実                当初予算額  １，１７６千円 

市民人権学習支援事業費補助金   当初予算額     ７００千円         

   

３．職員研修の充実について 

職員の各階層に応じて行う階層別研修において、新たに係長級職員候補者研修を実施

する。実務・専門研修（特別研修）では、官民交流セミナーやアカウンタビリティ能力養成研

修を実施し、職員の意識改革と説明責任能力の向上に努める。 

  派遣研修では自治大学校、市町村アカデミー等の外部教育機関へ職員を積極的に派遣

し、その成果を発揮させることにより職場の活性化と市民の信頼向上を目指す。また、平成

１７年度から研修内容の習得度を高めるため効果測定を一部の研修で実施しており、今後

その対象を拡大してゆく。 

【主な事業】  階層別研修費       当初予算額   ９，０８７千円 

          特別研修費         当初予算額   ５，７６１千円 

派遣研修費           当初予算額   ８，６４１千円 

 

４．広報施策の推進について 

市民と情報を共有するため、各種市政情報をタイムリーに分かりやすく、広報紙をはじめ

ケーブルテレビ、インターネット、ＦＭラジオ等の各種広報媒体の特性を生かしたきめ細かな

情報提供を行う。 

【主な事業】 広報刊行物発行事業    当初予算額  ５９，２５７千円 

         情報発信事業         当初予算額  ２６，７６３千円 

 

５．情報化の推進について 

旧楠町との合併を契機として、住民情報システムの再構築を平成１６年度に着手しており、

平成１８年度が最終年度となる。新システムの導入により、窓口サービスの向上に寄与すると

ともに、パッケージソフトの導入と徹底したアウトソーシングにより保守経費の削減を図る。 

また、電子自治体への取り組みでは、デジタル地図の整備・電子申請システムの構築な

ど大規模システムの導入を県下共同で実施する。 
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【主な事業】新住民情報システム等構築事業費 当初予算額 ２９１，０００千円 

             電子自治体構築事業費        当初予算額 １０３，２００千円 

 

６．人事・給与について 

職員定数については、平成１７年～２１年度の５年間で中核市移行事務を除き 

１０％以上、各年度２％以上の削減を目指すとともに、給与制度についても適正化を図る。ま

た、策定中である「四日市市集中改革プラン」に基づいて、職員福利厚生業務の外部委託

化など改革事項について取り組んでいく。 

【主な事業】 職員福利厚生業務委託事業    当初予算額   １５,５００千円 

７．統一地方選挙の準備について 

平成１９年４月に執行予定である県知事選挙、県議会議員選挙及び市議会議員選挙に

向けた準備を行う。 

【主な事業】 県知事選挙費          当初予算額   １８,２５７千円 

       県議会議員選挙費        当初予算額   １４,２３３千円 

       市議会議員選挙費        当初予算額    ６,１０４千円 
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１．目的 

 近い将来に発生が危惧される大規模地震から市民の尊い命と財産を守るた

めの施策として、木造住宅無料耐震診断及び耐震補強補助を引き続いて実施す

る。また、耐震補強戸数を増やすための補助制度、老朽化の著しい住宅を除却

するための補助制度を新たに設置する。 

 

２．内容 

○木造住宅無料耐震診断･･･昭和 56 年の建築基準法改正前に着工された木造

軸組工法（在来工法）の住宅について、無料耐震診断を引き続き実施する。

（500 戸） 

○新○木造住宅耐震補強計画策定費補助金･･･木造住宅の耐震診断受診者が耐震

補強工事を行うための補強計画策定費に対する補助を行う。（60 戸） 

○木造住宅耐震補強工事費補助金･･･木造住宅の耐震診断受診者が耐震補強工

事を行う際に、三重県の補助要件に合わせた補強工事費補助を継続するほか、

平成１８年度より、工事費を低く抑えた耐震補強方法について、市独自の基

準を定め、新たに補助を実施する。（各 30 戸） 

○家具転倒防止金具取付事業･･･平成 17 年度に引き続き、災害時要援護者宅で

の家具への転倒防止金具の無償取り付けを実施する。（50 戸） 

○新○木造住宅除却工事費補助金･･･老朽化が著しく耐震補強が困難な住宅につ

いて、隣接する避難路及び他の住宅等に影響を及ぼすと認められる場合に、

その除却に必要な経費の一部を助成する。（5戸） 

 

３．予算額 ５０，３００千円  （財源内訳）国庫支出金  ７，５００千円 

 （前年度 １０３，２００千円）     県支出金  １３，３００千円 

                     一般財源  ２９，５００千円 

 ○過去の実績 

 H15 H16 H17(見込) 

木造住宅耐震診断 766 戸 780 戸 550 戸

木造住宅耐震補強 ―― 8 戸 39 戸

 

 
担当 防災対策課 

   村田 真司 

   ℡ ３５４－８１１９ 

耐 震 化 促 進 事 業 
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１．目的 

 大規模災害発生時には、近鉄四日市駅において多数の帰宅困難者の発生が予

想されることから、これらの人々への支援施設として安島一丁目に防災倉庫を

整備する。 

 また、コンテナ型倉庫２ヵ所の新設に合わせて、防災関係資機材及び備蓄食

糧の整備を行い、市域における総合的な防災能力の向上を図る。 

 

 

２．内容 

○安島防災倉庫      鉄骨造 ２階建て、延床面積５０４㎡ 

○防災倉庫新規整備箇所  市内２ヵ所 

○防災資機材整備内容   毛布、救助用資機材、トイレ、保存食等 

 

 

３．予算額 １１１，８５３千円 （財源内訳）県支出金   ５，８７５千円 

 （前年度   ８，３７２千円）      市  債 ９８，０００千円 

                      一般財源  ７，９７８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当 防災対策課 

   山本 勝久 

   ℡ ３５４－８１１９ 

防 災 倉 庫 整 備 事 業 
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１．目的 

迅速な災害対応・復旧活動を実施するにあたり、情報の収集及び伝達は重要

な役割を果たす。しかしながら、大規模地震発生直後は、電話回線等が輻輳し、

電話・ＦＡＸといった通信手段が使用できなくなることが予想される。そこで、

既存の防災行政無線（移動系）の再整備及び携帯型簡易無線の導入により、地

区市民センターを拠点とする地域の情報収集及び伝達機能の充実・強化を図る。 

 

 

２．内容 

 地震等の大規模災害発生時に、発災現場及び避難所等と地区市民センターと

の間の情報収集伝達機能の充実・強化を図るため、防災行政無線の機能強化に

関する以下の事業を実施する。 

①四日市市防災行政無線（移動系）と楠町防災行政無線（移動系）の周波数

統合 

②地区市民センター公用車への無線機設置 23 台 

③地区市民センターへの携帯型簡易無線機の配置 

 120 台（各センター5台＋予備 5台） 

 

 

３．予算額  １０，９３０千円 （財源内訳）一般財源 １０，９３０千円 

 （前年度       ０千円）        

                        

                        

                        

 

 

 

 

 

 担当 防災対策課 

   浜浦 誠 

   ℡ ３５４－８１１９ 

（新）防災行政無線整備事業 
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１．目的 

 地震等の大規模災害に対応するためには、「自らの命は自らが守る」という

防災対策の基本に立ち、市民の自助努力や地域連携による共助が行われやすい

ような体制をより一層整備する必要がある。本市における自主防災組織の結成

率は 96.74％（平成 17 年現在）であり、全国平均 64.5％（平成 17 年版『消防

白書』）を上回っているが、より組織が有効に活動できるように支援すること

により、市民による自助・共助の推進を図る。 

 

２．内容  

 ○地区防災組織活動助成･･･地区連合自主防災組織が実施する防災訓練・防

災啓発等に要した経費について助成。（上限 50 万円） 

○自主防災組織結成補助･･･新規に自主防災組織を結成した場合に、防災資

機材の整備に要した経費について助成。（上限 15 万円） 

○防災資機材等整備補助･･･自主防災組織が防災資機材の整備に要した経費

の 1/2 の額を助成。（上限：5万円＋300 円×世帯数） 

○新○可搬式ポンプ購入・防災倉庫設置等補助･･･自主防災組織等が可搬式ポン

プの購入、防災倉庫の設置を行った際、その経費の 1/2 の額を補助。（上

限 50 万円） 

 

３．予算額  １９，５００千円 （財源内訳）一般財源 １９，５００千円 

 （前年度  １３，３００千円）        

 

○自主防災組織の結成総数 

 H16 H17 

地区防災組織 16 19 

自主防災組織 603 623 

 

 

 

 

 

 

 

担当 防災対策課 

   浜浦 誠 

   ℡ ３５４－８１１９ 

自主防災組織活性化事業費 
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１．目的 

平成 16 年 9 月 17 日に施行された国民保護法（「武力攻撃事態等における国

民の保護のための措置に関する法律」）に基づき、武力攻撃等から市民の生命、

身体及び財産を保護し、市民生活等に及ぼす影響を最小にするため、四日市市

国民保護協議会を設置し、四日市市国民保護計画を策定する。 

 

 

２．内容 

 四日市市国民保護協議会を設置し、四日市市国民保護計画を策定するととも

に、このことについて、市民に対する啓発を実施する。 

 ○四日市市国民保護協議会  年３回開催予定（別途、専門委員会を設け

る。） 

 ○四日市市国民保護計画及び避難マニュアルの策定 

 ○四日市市国民保護計画に関する説明会の実施 

 

 

３．予算額   ７，８４６千円  （財源内訳）一般財源 ７，８４６千円 

 （前年度       ０千円）        

                        

                        

                         

 

 

 

 

 

 

担当 防災対策課 

     人見 実男 

   ℡ ３５４－８１１９ 

（新）国民保護計画策定事業 
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１．目的 

 同和地区とその周辺地域との交流を通した、地域社会における相互理解の促

進のために、地域課題の解決や伝統文化の継承などについて、人づくり・住民

自治のルールづくり・住民参加の仕組みづくり・安全安心の環境づくりなどの

視点に立った「人権のまちづくり事業」を推進する。 

 

 

２．内容 

 各地区の「人権のまちづくり推進委員会」などに対して、人権啓発リーダー

育成、パソコン普及支援、生きがい農園支援、環境美化推進支援、伝統文化継

承、地域福祉支援などの事業を委託する。 

 

 

３．予算額   ４，８００千円（財源内訳） 一般財源  ４，８００千円 

 （前年度   ３，５００千円）        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 人権・同和課 

   山 川 照 和  

  ℡ ３５４－８１５６ 

人 権 の ま ち づ く り 事 業 
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１．目的 

 建築後３０年が経過しようとしている人権プラザ及びその関連施設は、全体

的に老朽化が進んでいるため、平成１６年度に行った老朽度調査結果に基づき、

平成１７年度から年次的な施設改修を実施する。 

 

 

２．内容 

 対象施設：小牧西児童集会所、人権プラザ神前、赤堀児童集会所、人権プラ

ザ天白、天白児童集会所など 

改修内容：屋根補修塗替、空調設備、外壁改修、相談室改修など 

 

 

３．予算額  １５，０００千円 （財源内訳）一般財源  １５，０００千円 

 （前年度  １４，３００千円）        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 人権・同和課 

   山 川 照 和 

  ℡ ３５４－８１５６ 

人権活動拠点施設整備事業（施設改修）



  35  

 

 
 

１ 目的 

人材育成基本方針が求める人材である｢市民の視点に立ち、自主・自立の精

神で積極果敢に行動する職員｣の育成を目指し、各種研修を実施する。特に、

職員の資質について、公正・公平で全体の奉仕者としての自覚を持ち、住民

の理解が得られるよう情報提供に努め、積極的な説明責任のもと行政の透明

性を高める必要がある。 

階層別研修は職務遂行能力を高める研修として実施し、職員の政策形成能

力や戦略形成能力等を養成する。 

 

 

２ 内容 

○パワーアップ研修 

新規採用職員研修はパワーアップ①として職員として基本的な知識等を

修得する。また、各新任役職職員を対象とするパワーアップ②～④では、

行政課題研究とレポート提出により職員の意識改革を図る。 

○チャレンジ研修 

チャレンジ研修（一般職員Ⅰ部・Ⅱ部・準管理職候補者・管理職候補者）

では、グループ又は個人で政策や戦略を考えさせ、効果測定を実施し研修

成果を高める。このチャレンジ研修において新たに係長級候補者研修を実

施する。 

○ステージ研修 

年齢別に実施するステージ研修では、四日市大学教授等を講師の指導に

より、地方自治（住民参加等）について財政状況を認識した上で政策研究

を行う。これにより職員の自主研究意欲を高める。 

○技術系職員研修 

建築・土木工事関係職員のスキルアップを目指す。 

○嘱託・臨時職員研修 

他の階層別研修と同様に人権問題とこれまでの受講希望内容を参考に集

合研修を実施し、風通しのよい職場環境を目指す。 

 

３ 予算額 ９，０８７千円  （財源内訳）一般財源   ９，０８７千円 

 （前年度 ７，８６２千円）             

                           

                           

                           

階層別研修（職務遂行能力を高める研修） 

担当 総務部職員研修所 

    大 森 正 夫 

   ℡ ３５４－８１２８ 
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１．目的 

  住民情報システム（住民記録、外国人登録をベースにした市民に関する情

報を管理するシステム）は、旧システムが独自開発システムであり、また導

入から１５年以上が経過し老朽化しているため、保守に多大な経費を要して

いる。新システムでは、パッケージソフトの導入と徹底したアウトソーシン

グにより保守経費の削減を図る。 

 

２．内容 

  本システムの構築は平成１６年度に着手し、初年度は住民記録・外国人登

録をはじめとする住民の資格管理システムを更新し、旧楠町との合併への対

応を行った。平成１７年度に引き続き、市県民税・固定資産税・国民健康保

険などの賦課業務を中心にシステムの構築を進める。 

 

３．予算額 ２９１，０００千円（財源内訳）国庫支出金 ７０，０００千円 

 （前年度 ３２８，０００千円）     県支出金  ５０，０００千円 

                     地方債  １６２，４００千円 

                     一般財源   ８，６００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 ＩＴ推進課 

勝又 孝晃 

   ℡ ３５４－８１０６ 

新住民情報システム等構築事業 
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１．目的 

  電子自治体の構築に向け、デジタル地図・電子申請の大規模システムの導

入に取り組む。デジタル地図は行政情報の基盤となるシステムで効率的な情

報管理を、一方、電子申請は市民との接点の中核となるシステムで多様な行

政手続の提供を目的とする。また、共同処理によってシステムの標準化と導

入・保守経費の軽減を図る。 

 

２．内容 

  三重県をはじめ県下市町村共同で市町村振興協会の支援を得ながら平成１

８、１９年度で事業を実施する。デジタル地図については、｢都市計画基本図｣、

｢道路台帳附図｣の要件を満たす、地形及び道路内施設を整備する。また、電

子申請については、現在稼動している県のシステムをベースに市町村に必要

な機能を加えて構築する。さらに施設予約・電子入札については、１９年度

以降の導入に向け準備を進める。 

 

３．予算額 １０３，２００千円 （財源内訳）国庫支出金１００，０００千円 

 （前年度  ４８，０７０千円）     一般財源   ３，２００千円 

 

 

 

 

電子自治体構築事業 

担当 ＩＴ推進課 

     木下 慎也 

   ℡ ３５４－８１０６ 

航空写真

都市計画図
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税 務 理 財 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

本庁舎は「建築物の耐震改修の促進に関する法律（耐震改修促進法）」に基づき耐

震改修が求められており、平成１８年度１９年度の２ヵ年で基礎免震工法による改修

を実施する。なお、四日市市総合防災計画で総合防災拠点として位置づけられている

ことから、災害発生時の情報の収集・提供・共有並びに復旧の拠点としての機能を確

保するとともに市民が安全かつ安心して利用できる環境を整えるための整備をあわ

せて実施する。 

市税収入の確保に向けては、課税対象者の的確な把握に努め、公平かつ適正な課税

を行うとともに、自主納税の一層の推進、徴収体制の強化に取り組み、収納率の向上

を図る。 

国民健康保険の保険料の賦課にあたっては税制改正に伴う急激な保険料負担増に

対する経過措置を実施するとともに保険料の見直しを図る。 

 

１．大規模地震対策への対応について（庁舎等の管理及び整備） 

平成１５年１２月に「南海・東南海地震対策推進地域」に指定された本市は、「耐

震改修促進法」に基づき特定建築物を所有する事業者に対して、耐震診断の受診・改

修工事の施工を指導する特定行政庁でもあり、率先して災害対策の拠点施設及び収容

避難所を計画的に改修してきた。 

本庁舎においても地震災害時における総合防災拠点として、災害復旧の指揮・統制

機能を高め、市民及び職員の安全を確保するため、耐震化整備を進めていく。 

【主な事業】  庁舎等整備事業費８１４，９４０千円のうち 

本庁舎耐震改修事業  当初予算額 ８０９，３４０千円 

 

 実施設計 監理費 工事費 合 計 

H17 28,875 28,875 実績 

H18 13,440 795,900 809,340  

H19 31,560 2,054,100 2,085,660 

合計 28,875 45,000 2,850,000 2,923,875 

 

２．課税対象者の的確な把握について 

市民税、固定資産税等の課税対象者の的確な把握に努め、公平かつ適正な課税を行

う。特に未申告者に対する調査を強化するとともに、納税啓発活動の推進を図る。 

 

３．自主納税の一層の推進について 

金融機関口座振替報奨金制度とダイレクトメールによる口座振替案内を実施し、口座振
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替加入率の向上を図る。また、税に対する理解と協力を得るため、税広報特集号やインター

ネット等により税情報の積極的な発信を行う。 

【主な事業】  自主納税推進経費         当初予算額 １１，９８５千円 

（口座振替案内ダイレクトメール経費・銀行報奨金） 

        市税前納報奨金            当初予算額 ２７，０００千円 

 

４．滞納者対策について 

自動電話催告システムによる初期滞納者対策、時差勤務体制による不在者対策、差

押処分の強化による悪質滞納者対策などに加えて、夜間・休日窓口の開設による納税

の機会の拡大を図り、収納率のさらなる向上を目指す。 

また、三重地方税管理回収機構に解決困難事案を移管し、累積滞納の整理回収をあ

わせて進めていく。 

【主な事業】 自動電話催告システム経費     当初予算額  ７，５１４千円 

さわやかテレフォン事業       当初予算額 ２６，５９８千円 

（嘱託及び再任用職給） 

三重地方税管理回収機構負担金  当初予算額 １４，７１６千円 

         滞納整理システム経費        当初予算額  １，５８４千円 

 

５．国民健康保険事業について 

医療費の抑制につなげるための保健事業として「国保総合検診」を前年度に引き続

き実施する。国民健康保険料の収納、滞納対策として職員の休日訪宅、納付指導員の

活用による生活実態調査、悪質滞納者への強制処分を行う。 

徴収体制の強化については、休日窓口の開設による納付の機会の拡大を図るととも

に、悪質滞納者については平成１７年度から納税課と合同滞納整理班を立ち上げ差押

等を強化しているがさらに連携を強化して収納率の向上を図る。 

  【主な事業】 保健衛生普及事業        当初予算額  １１，５５０千円 

 

６．契約事務について 

契約事務の効率化を図るとともに入札の公平性・競争性を高めるため、三重県市町

村共同電子入札システムの導入を引き続き検討し、推進する。 

また、建設工事の品質確保を図るとともに契約事務に対する市民の理解を深めるた

め、建設工事や委託業務における入札結果等の入札・契約情報について、ホームペー

ジを活用して積極的に公表する。 

 

７．工事検査について 

市民へ良質な公共施設を提供するため、発注した工事契約の適正な履行を確保する。

工事の検査及び設計内容の審査、検査職員・監督職員の育成並びに適正な施工管理を

図りながら、工事の検査室による全数検査を目指す。 
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本 庁 舎 耐 震 改 修 事 業 

 

１．目的 

平成 15 年 12 月「南海・東南海地震」対策推進地域に指定され、「耐震改修促

進法」に基づき特定建築物を所有する事業者に対して、耐震診断の受診・改修

工事の施工を指導する特定行政庁である四日市市は、率先して災害対策の拠点

施設および収容避難所を計画的に改修してきた。 

本庁舎においても、総合防災拠点として災害復旧の指揮・統制機能を確保す

るため、耐震化整備を行うものである。 

 

２．内容 

平成１８年度から１９年度の 2ヵ年にかけて本庁舎耐震改修事業を行う。 

 ・庁舎概要：建築面積   ２，１６７．９㎡ 

延床面積  ２２，７５５．０㎡ 

構  造  地上 11 階、地下２階、塔屋３階 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

       竣工年月  昭和 47 年１月 

 

※ 建物の使用に支障なく工事が可能であること、現状の執務スペース

が確保されること、建物内の部署の引越し等が不要であることを考慮

し、基礎免震工法により実施設計を行った。 

 

３．予算額 ８０９，３４０千円（財源内訳）国県支出金 １５，３００千円 

                     市   債６７５，０００千円 

                     一般財源 １１９，０４０千円 

内訳 工事費 ７９５，９００千円 

監理費  １３，４４０千円 

    （前年度   ３０，０００千円） 

    （次年度２，０８５，６６０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 税務理財部管財課 

      石 川 

  ℡ ３５４－８２８８
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市 民 文 化 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

新年度予算における市民文化部の基本的な方針は、市民がその個性と能力を十分発

揮して、地域特性を活かした市民主体のまちづくりの推進に取り組むとともに、市民

の文化活動や生涯学習活動に対して積極的に支援を行っていくことである。 

そのため、地域社会づくりの活動経験や柔軟な発想を有する民間人を、地域マネー

ジャーとして、未配置の 11 地区市民センターに登用する。 

また、市民による様々な地域活動に対する支援制度をより一層充実するとともに、

新たな市民活動の発掘・育成にも努める。 

さらに、丹羽文雄記念室の整備をはじめとした市民文化の振興や市民大学などの生

涯学習活動への支援にも積極的に取り組む。 

また、併せて男女共同参画社会の実現に向けて、市民、事業者と協力・連携して、

施策の展開に努めるとともに、市内に急増する在住外国人との共生の推進等に取り組

む。 

 

 

１． 地域社会づくりについて 

市民主体のまちづくりに向け、地区市民センターにおいては地域マネージャーの

全地区配置を完了させるほか、市民活動団体の発掘・育成を通じて地域コミュニテ

ィの充実を図るため、「個性あるまちづくり支援事業」、「市民活動ファンド」、「地域

社会づくり総合事業費補助金」などを活用し、市民の自主的なまちづくり活動を積

極的に支援する。なお、これらの取り組みは、昨年度国の認定を受けた「市民活動

による地域再生計画」にも位置づけており、市民とともにその推進を図る。 

  【主な事業】  市民活動支援事業       当初予算額 ２３，０００千円 

   ①個性あるまちづくり支援事業   当初予算額 18,900千円 

                 （防犯特別枠 6,000 千円含む） 

②市民活動ファンド出捐金     当初予算額  4,100千円 

        地域社会づくり総合事業費補助金 

                        当初予算額 ７６，３５８千円 

地区市民センター住民運営推進事業（地域マネージャー）  

当初予算額 ６３，４８０千円 

          

２．安全なまちづくりについて 

市民生活を脅かす凶悪犯罪をはじめ、日常生活を取り巻く多様な犯罪が多発する中、

市民による自主的な防犯活動に対して積極的に支援を行う。 

 なお、登下校時の子どもの安全を守るため、「個性あるまちづくり支援事業」の防犯
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特別枠を拡充し、地域による見守りを強化するとともに、昨年度に創設した「四日市市

地域防犯協議会」の活動を通じて市民の防犯意識の高揚を図る。また、特に犯罪の発生

頻度が高い繁華街における防犯対策活動への支援制度を新設し、健全でにぎわいのある

中心市街地再生の一助とする。 

 【主な事業】 個性あるまちづくり支援事業(防犯特別枠)    

               当初予算額   ６，０００千円 

（１８，９００千円のうち 再掲） 

        ○新繁華街等防犯対策活動補助金    当初予算額    1，０００千円 

         防犯外灯新設維持費補助金       当初予算額  ６７,６００千円   

 

３．文化振興の推進について 

平成 16 年度策定の「四日市市文化振興ビジョン」を受けた実施計画に基づき、新

たな文化振興事業の展開を図る。特に、郷土の偉人丹羽文雄氏を顕彰する丹羽文雄記

念室を博物館内に整備するとともに、市民に丹羽氏の功績を理解していただくソフト

事業を展開する。また、民間の文化施設で行われる優れた芸術・文化事業に対して支

援し、市民が優れた芸術・文化に触れる機会の充実に努める。なお、市民の文化活動

の中心でもある文化会館の耐震工事を平成 19 年 1 月から行うとともに、老朽化設備

の更新工事を行い、より安心して使っていただけるよう整備する。 

【主な事業】○新丹羽文雄記念室整備等事業      当初予算額  ８４，７００千円 

      ○新民間文化施設文化活動支援事業 当初予算額   １,８００千円 

       文化会館耐震化事業      当初予算額  ４８,０００千円 

       文化会館施設整備事業     当初予算額  ８０,０００千円 

 

４．生涯学習活動支援について 

市民の学習機会の提供として市民大学を開催するほか、民間を含めた各種学習情報

のホームページでの掲載やボランティアで取材編集する情報誌の発行など、市民の生

涯学習活動支援を行う。また、所管するなや学習センターと市民活動センターの管理

運営を指定管理者にゆだね、生涯学習活動や市民活動の場として一体的に管理運営す

ることとする。また、各地区市民センター講座については、市民との協働により地域

課題に応じた講座を実施していく。 

【主な事業】  市民大学一般クラス経費         当初予算額 ２，５１３千円 

        市民大学熟年クラス経費     当初予算額 ３，９１２千円 

        なや学習センター管理運営費   当初予算額 ６，５５０千円 

        市民活動センター運営費     当初予算額 ５，７５０千円 

        地区市民センター生涯学習振興事業費 

                        当初予算額 ６，６００千円 
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５．窓口サービスの向上について 

住民票や戸籍の証明発行などをはじめとする窓口業務について、住民の視点に立ち、

より正確、より迅速、より親切をモットーに、無駄のない効率的な窓口を目指す。ま

た、本庁舎の耐震工事に伴う市民の不便を緩和するため、近鉄四日市駅高架下の市民

窓口サービスセンターの充実を図る。 

【主な事業】 戸籍住民基本台帳事務費        当初予算額 １０８，９５６千円 

市民窓口サービスセンター運営費 当初予算額   ４，０４４千円 

 

６．男女共同参画社会づくりの推進について 

男女共同参画推進条例（平成１８年４月１日施行予定）の制定に伴い、男女共同参

画審議会の設置、基本計画の策定、啓発事業等を実施し、男女共同参画社会の実現に

向けて、市民、事業者と協働して積極的に施策の展開に努める。 

【主な事業】 女性行政事業            当初予算額   ３，５０７千円 

       女性センター事業          当初予算額   ５，１０１千円 

 

７．在住外国人との共生推進について 

   市内に急増している在住外国人との共生を推進するために、国際交流協会や地域、 

市民ボランティアと連携し、日本語講座や生活相談等を実施する。また、外国人集住 

都市会議の座長都市として、他都市と連携しながら、多文化共生に係る課題の解決に 

向けた取り組みを行う。 

  【主な事業】 多文化共生推進事業      当初予算額   ５，６２３千円 

国際共生サロン管理運営委託   当初予算額    ８，５６４千円 

         四日市国際交流協会への補助金 当初予算額  １６，７００千円 

 

８．国際化の推進について 

   姉妹・友好都市との交流事業では、代表団や環境研修員の受け入れを行なうととも 

に、交換学生・教師（トリオ）をロングビーチ市に派遣する。また、２００６年は日 

豪交流年とされており、本市は港を通じオーストラリアとの結びつきが強いため、交 

流年事業に積極的に参画する。 

   【主な事業】 姉妹友好都市交流事業         当初予算額  １４，７５１千円 

        ○新２００６年日豪交流年事業     当初予算額   ７，０００千円 

 

 

９．あさけプラザ事業について 

 年間約４６万人の利用がある当館は、開館後２２年が経過することから、舞台設備 

等の修繕を行うとともに、住民の魅力的なふれあいの場として広範な住民ニーズに応 

えるため、より一層の適切な管理運営に努める。 

  また、広域の住民を対象とした各種多様な自主事業を引き続き行うとともに、当館 
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のＰＲを積極的に展開し貸館利用サービスの向上に努める。 

  【主な事業】  あさけプラザ管理運営費         当初予算額   7６，４７６千円 

      あさけプラザ整備事業費         当初予算額        ８５０千円 

         あさけプラザ運営協議会負担金   当初予算額     １，３００千円 
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１．目的 

「市民主体のまちづくり」を推進するため、市民が自主的に取り組む公益活動を積極的

に支援し、地域コミュニティのさらなる充実を目指す。また、こうした取り組みは、昨年

度、地域再生法に基づき内閣府の認定を受けた「市民活動による地域再生計画」に位置づ

け、市民とともに積極的にその推進を図る。 

 ①「個性あるまちづくり支援事業（継続）」   （予算額：18,900 千円） 

②「四日市市民活動ファンドへの出捐（継続）」 （予算額： 4,100 千円） 

 

２．内容 

【個性あるまちづくり支援事業】 

    ①立ち上がり期助成  補助金額 10 万円限度  10/10 

    ②立ち上がり期以外  補助金額 75 万円限度 2/3～9/10 

     ※助成総額    ・防犯関係枠   約 600 万円 

              ・一 般 枠   約 1,240 万円 

       ※対象団体     任意団体（NPO 法人は対象外） 

 

【四日市市民活動ファンドへの出捐】 

 公益信託制度を活用した市民活動ファンドによるＮＰＯ法人向けの資金助成制度 

を維持・継続してくため、昨年度に引き続き当該ファンドへ出捐を行う。 

      ※助成総額  約 400 万円（75 万円限度 補助率 2/3～9/10） 

      ※対象団体  ＮＰＯ法人に限る 

 

３．予算額  23,000 千円    （財源内訳）その他特財        100 千円 

 （前年度  20,000 千円）          一般財源      22,900 千円 

                             

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 市民文化課 

佐藤・山口  ℡ 354－8179

市民活動支援事業 
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地区市民センター住民運営推進事業 

 

１．目的 

  地域活動の豊富な経験や柔軟な発想を有する民間人を地区市民センターに

登用し、地域の特色や資源を生かした市民主体のまちづくりを推進する。 

例えば、防災、福祉、環境、人権など、配置地区固有の地域課題の意見集約、

課題解決に向けた情報の収集・提供、市の各種助成制度に関わる支援、地域社

会づくりのための人材の発掘及び活用、まちづくりに関わる生涯学習事業の企画

など。 

 

 

２．内容 

  平成１６年度  ４地区市民センターに地域マネージャーを登用 

          中部、常磐、日永、大矢知地区 

 

  平成１７年度  ８地区において、地域マネージャーを登用 

          羽津、四郷、塩浜、川島、桜、八郷、河原田、水沢 

 

  平成１８年度  残り１１センター全てに配置 

          富洲原、富田、下野、保々、海蔵、橋北、神前、 

          三重、県、小山田、内部 

 

 

３．予算額  ６３，４８０千円 （財源内訳）一般財源 ６３，４８０千円 

 （前年度  ３３，５００千円）      

                       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当 市民文化課 

    石田・八巻 

   ℡ ３５４－８１４６
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１．目的 

 平成 16～17 年度にかけて、自治会が所有する集会所の無料耐震診断を実施中

であるが、震災対策への市民の関心も高まっており、各自治会においては、耐

震診断結果を受けて集会所の耐震補強工事や建て替え需要が高まっている。災

害時には緊急避難所としての役割を担っている自治会集会所の安全対策を推進

するため、こうした住民ニーズに対応して、本市の「集会所補助金制度」予算

の拡充を行った。 

 

２．内容 

 【耐震診断実施状況】 

  平成 16 年度：木  造 30 箇所実施、⇒うち 16 箇所で要改修 

  平成 17 年度：木  造 28 箇所実施予定 

          非木造 37 箇所実施予定 

 

 【耐震改修要望（予定）】 

  ９自治会より改修要望あり（平成 17 年 10 月時点） 

 

【補助金総額】  耐震改修分     15,000 千円（H17      0 千円） 

         通 常 分     35,300 千円（H17 32,000 千円） 

 

 【補助制度の概要】 

  ○補助限度額  9,000 千円(複数自治会の集会所) 

          6,300 千円(単独自治会の集会所) 

  ○補助率    1/2、35/100、20/100（建設費用により段階的補助率） 

 

３．予算額     50,300 千円   （財源内訳）一般財源    50,300 千円 

 （前年度     32,000 千円）        

                        

                        

                        

 

 

 

 

担当 市民文化課 

      佐藤・堀田 

      ℡ 354－8179 

四日市市集会所補助金（通常分・耐震改修分）
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１．目的 

 市民生活を脅かす凶悪犯罪をはじめ、市民の日常生活に密着した多様な犯罪が多発す

る昨今の情勢から、市民の安全を守るための住民による自主防犯活動に対する支援を

強化する。 

 

２．内容 

①「四日市市繁華街等における防犯対策活動補助金」の新設 

予算額  1,000 千円 (H17 年度   0 千円) 

    県下随一の繁華街である諏訪栄周辺地区において、連合自治会や商店街振興組合

を中心に始められた悪質な客引き等を抑制するための自主防犯活動などに対する支

援制度を新設   ⇒ 補助限度額：500 千円（3ケ年限度)、補助率：9/10   

 

②「個性あるまちづくり支援事業」の「防犯活動枠」予算を拡充 

予算額 6,000 千円 (H17 年度 3,000 千円) 

  登下校時をはじめとした児童・生徒の安全確保に向け、地域による見守りを強化す

る必要から、学校やＰＴＡなどによる新たな自主防犯活動に取り組む団体の発掘・育

成を図る。 

   ● 従来分（3,000 千円） 

      補助率   立ち上がり期  ：100 千円限度  補助率   10/10 

            立ち上がり期以外：750 千円限度  補助率   9/10～2/3 

●「こどもの見守り」拡充分（3,000 千円） 

         補助率       立ち上がり期 ：100 千円限度  補助率   10/10 

 

※同制度に応募のあった自主防犯活動団体を中心に３警察署と組織する「四日市市地

域防犯協議会」への参加団体の拡大に努め、より広域的な協議会を目指す。また同

協議会メンバーを交えた啓発シンポジウムの開催を予定 

 

（参考）その他関連事業として自治会が設置する防犯外灯の新設維持費補助金を拡充 

（H17:64,000 千円⇒H18:67,600 千円） 

３．予算額       7,000 千円        

 （前年度     3,000 千円）      (財源内訳) 一般財源  7,000 千円 

                                            

                              

 

 

 

 

担当 市民文化課 

      佐藤・山口 

     ℡ 354－8179 

安全なまちづくり（防犯関連）推進事業 
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丹羽文雄記念室整備等事業  

 

 

１．目的 

平成１７年４月２０日に亡くなられた郷土の偉人丹羽文雄氏の偉業を顕彰する施設

として、博物館３階のサルビアギャラリーを改装し、記念室を整備する。  また、それ

に併せて関連した各種の事業を行う。 

 

 

２．内容 

平成１７年度に行った展示実施設計に基づき、博物館３階の常設展示室のサルビ

アギャラリーに丹羽文雄記念室を整備する。特に、丹羽邸（応接間）を再現する中で、

市民がそこを訪れることによって、同人誌『文学者』を主宰された往時の世界を実感い

ただく。また、生家である崇顕寺から句碑のある鵜の森公園、博物館をつなぐルートを

巡れるようなリーフレットの作成、中学生にも丹羽文雄文学を広く知ってもらう取り組み

などを併せて行う。 

     

〇整備事業費８３，２００千円（財源 市債 66,500 千円 一般財源 16,700 千円） 

〇関連事業費 １，５００千円（財源 一般財源 1,500 千円） 

 

 

 

３．予算額  ８４，７００千円 （財源内訳）市 債    ６６，５００千円 

  （前年度      ０千円）      一般財源  １８，２００千円 

                                    

                       

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 市民文化課 

    東條・秦 

TEL ３５４－８４５１ 
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民間文化施設文化活動支援事業 

 

 

１．目的 

民間の優れた文化施設を利用して行われる文化事業に対して補助金を交付し、優

れた芸術文化活動に触れる機会を提供するとともに、都市の貴重な文化的資産として

の永続的な維持に資するようにしていく。 

 

 

２．内容 

①補助事業の対象者 

（１）２００人以上収容できる優れた音響設備を備えたホール 

（２）１００人以上収容できる映画上映施設  

 

②補助対象事業 

（１）優れた音楽鑑賞の機会を市民に提供し、本市の文化振興に有益な事業 

（２）芸術性の高い作品や過去の名作、海外優秀作品の上映等の事業 

 

③補助額 

  補助対象経費の１/３～１/２ 

 

 

３．予算額 １，８００千円     （財源内訳）  その他特財 １，８００千円 

 （前年度     ０千円）          

                                     

                                            

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 市民文化課 

   東條・川崎 

TEL ３５４－８４５１ 
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生涯学習支援事業     

 

１．目的 

市民がライフステージに応じた生涯学習活動を行えるよう支援する。市民の学習意

欲を主体的な活動に繋げて市民大学講座や学習情報提供事業を実施していけるよう

進めていく。所管する生涯学習施設は、市民のまちづくり活動と生涯学習活動の拠点

となるよう一層の有効利用を図る。 

 

 

２．内容 

 市民大学一般クラスは、市民企画公募や大学に委託するコースに加え、将来、地域

マネージャーとなりうる人材を育成するため、地域社会づくり講座なども設定し、６～８

コースで実施する。 

 

  予算額 ２，５１３千円（財源内訳：県支出金 １５０千円 

その他特財 １，１４０千円 一般財源 １，２２３千円） 

      

 学習情報提供については、市民ボランティア記者の学習情報誌編集活動を促進し、

市民との協働による学習機会の情報発信を引き続き進める。 

 

    予算額 ８５０千円（財源内訳：一般財源 ８５０千円） 

 

 なや学習センターは、市民活動センターと一体となった「なやプラザ」施設とし、市民

主体のまちづくり活動とともに市民の自己実現のための生涯学習活動の場となるよう、

管理運営を指定管理者に委ねる。 

 

    予算額  ６，５５０千円（財源内訳：一般財源 ６，５５０千円） 

                ＊別途、市民活動センター予算で計上分あり 

 

３．予算額  ９，９１３千円  （財源内訳） 県支出金    １５０千円 

  （前年度 １４，８９６千円）         その他特財１，１４０千円 

                                 一般財源 ８，６２３千円 

                                             

                                            

                        

 

 

担当 市民文化課 

    伊藤・川尻・岸田 

TEL ３５４－８２３９ 
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１．目的 

窓口サービスの充実のため、戸籍や住民票の証明などをはじめとする窓口

業務について、市民の視点にたち、より正確に、より迅速、より親切をモット

ーに、無駄のない効率的な窓口を目指す。 

 

 

 

 

２．内容 

証明発行窓口に大型表示パネルを導入して、呼び出した番号をパネルに表

示する。これにより、市民から見て、受付・交付それぞれにおける進み具合

が確認でき、待ち時間の予測ができる。また、呼び出しに気付かず長く待た

せるなどのトラブルを防ぐことができる。 

 

 

 

 

 

 

３．予算額 １０８，９５６千円（財源内訳）一般財源 １０８，９５６千円 

 （前年度  ８６，２４５千円） 

                      

   ※うち、大型表示パネル使用料     

           ６６６千円           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当  市民文化部 市民課 

    市川・鈴木     

 ℡  ３５４－８１５２ 

戸籍住民基本台帳事務費 
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１．目的 

 男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、

その個性と能力を充分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざし、そのた

めの施策を推進する。 

 

２．内容 

 男女共同参画推進条例（平成１８年４月１日施行予定）の制定に伴い、男女

共同参画社会の実現に向けて、庁内の推進体制を強化するとともに、次の事業

等に取り組み、市民、事業者と協働して、積極的に施策の展開に努める。 

男女共同参画審議会の設置、運営 

① 基本計画の策定 

② 苦情等への対応体制（仕組み）の確立 

③ 条例制定に伴う啓発事業等の実施 

④ 男女共同参画アドバイザーの育成、人材バンクの 

活用 

 

 

 ３．予算額  ３，５０７千円 （財源内訳） 県支出金    ６０千円 

 （前年度   １，６７６千円）       その他特財  １３０千円 

                       一般財源 ３，３１７千円 

                                

※ なお、女性センターでは、女性を取り巻く諸問題の解決と男女共同参画社会

の実現に向けての拠点施設として、情報・学習機会の提供、団体・グループ

の支援、交流の場の提供などに取り組むとともに、相談業務等を実施する。 

女 性 セ ン タ ー 事 業  予算額 ５，１０１千円（前年度 ４，６０６千円） 

 

 
 

 

 

 

担当 女性課 

    宇佐美・伊藤  

   ℡ ３５４－８３３１ 

女  性  行  政  事  業 

さんかくカレッジ 

「男の時間～スローに楽しもう」 

女性センター利用グループの活動 
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１．目的 

本市は、南米日系人が多く居住しており、多文化共生の推進が大きな課題となってい

る。 

外国人集住都市会議は、南米日系人を中心とする外国人市民が多数居住する都市など

で構成されており、地域で顕在化しつつある様々な問題の解決に積極的に取り組ん

でいくことを目的として、平成１３年に設立された。現在１７市町が参加しており、

会議では、外国人住民に係わる施策や活動状況に関する情報交換を行うとともに、

必要に応じて国・県及び関係機関への提言や連携した取り組みを行う。 

 また、多文化共生推進のために、各種の関係会議を開催するなど、共生推進を図る

ための各種施策を行っていく。 

 

２．内容 

 平成１７年度、１８年度は四日市市が外国人集住都市会議の座長都市を務める。平

成１８年度秋には、会員市町の首長が一同に会する会議を、東京で開催することに

より、関係機関や広く一般に多文化共生の推進の必要性を訴えていく。また、市内

の外国人集住地域における会議に加えて、市内の関係団体及び機関なども含めた組

織により、更に実効ある多文化共生を進める。 

 

 ○外国人集住都市会議座長都市負担金           ２，０００千円 

 ○在住外国人共生推進関係経費              ３，６２３千円 

       計                     ５，６２３千円 

 

３．予算額   ５，６２３千円  （財源内訳） 一般財源 ５，６２３千円 

 （前年度   ２，２６５千円）        

                       

  

外国人集住都市会議 よっかいち 2005 (2005.11.11) 

多文化共生推進事業 

担当 国際課 

    安 達 ・坂 倉 

   ℡ ３５４－８１１４ 
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１．目的 

 ２００６年は、「日豪友好協力基本条約」締結３０周年にあたり、観光・教育などの

幅広い分野での交流によって、日豪の相互理解を深め、結びつきを強めるため、「日

豪交流年」とされている。本市は、港を通じ、オーストラリアとの交流が深く、交

流年事業に積極的に参画することにより、本市とオーストラリアの絆を更に強める

とともに、併せて本市をＰＲする。 

 

２．内容 

 日豪交流年事業の申請を行い、公式事業の認定を受けて次の諸事業に取り組む。巨

大カモノハシのモニュメントをメインに改装されたオーストラリア記念館のリニュ

ーアルオープン（４月）に合わせ、記念館を全国へＰＲする交流イベントを実施す

る。また、オーストラリアの産品等を紹介するフェアー等を実施する。その他、市

内の中学生をオーストラリアへ親善大使としての役割と語学研修のために派遣し、

豊かな国際感覚を身につけた青少年の育成を図る。 

 

 〇オーストラリア記念館交流イベント            ２，０００千円 

 〇オーストラリア・フェアー                ２，０００千円 

 〇青少年オーストラリア派遣                ３，０００千円 

  計                           ７，０００千円 

 

３．予算額   ７，０００千円   （財源内訳） 一般財源 ７，０００千円 

 （前年度       ０千円）        

                        

                        

                        

  
巨大カモノハシのモニュメント 

2006 年日豪交流年事業 

担当 国際課 

    安 達 ・宮 原 

   ℡ ３５４－８１１４ 
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楠 総 合 支 所 

 

新年度予算における基本的な方針 

 楠総合支所においては、合併後２年目を迎え地域住民の合併後の不安を解消するため、ま

た地域住民の利便性を確保するとともに、更なる一体感の醸成や地域の特性を生かした自

主・自立のまちづくりを進めるよう、新市建設計画推進プラン事業に掲げる地域活性化事業、

楠避難会館整備事業、楠城址周辺整備事業等を中心に楠地域での事業を行うほか、教育委

員会所管の公民館、スポ－ツに係る事務を補助執行する。 

 また、地域審議会の開催、合併後の地域住民の意識調査を実施する。 

 

１．地域活性化支援事業について 

  楠地域における住民の自主的なまちづくりを進めるため、引き続き楠健康ふれあいフェスタ、

地区運動会、文化祭に対して事業補助を行うほか、各種団体活動の自立に向けた支援を

行う。 

  また、市民の視点に立った施策の推進のために合併後の地域住民の意識調査を実施す

る。 

  【主な事業】 地域活動支援事業    当初予算額    ６，４２５千円 

         地域各種団体支援事業   当初予算額    ５，２８４千円 

         市民まちづくり経費      当初予算額      １２６千円 

 

２．楠避難会館整備事業について 

  楠地域全域が鈴鹿川の三角州の沖積層で形成された低地に位置しているため、災害（水

害・震災）に対する市民の不安も強く、過去幾度となく被害を受けている。こうしたことから、

楠避難会館は地域の避難場所として、また平常時には地域コミュニティーの場として利用さ

れている楠避難会館の老朽化に伴い､新たに防災資機材倉庫、備蓄食糧保管庫の機能を

追加し、浸水､震災にも耐え得る施設として改築を行う。 

    【主な事業】 楠避難会館整備事業  当初予算額   ８２，４００千円 

 

３．楠城址周辺整備事業について 

  新市建設計画において、楠城址及びその周辺地区は、地域の歴史と自然が融合した空

間として整備することとしており、次期行政経営戦略プランに位置付けるため、地域との協

働による事業計画の立案に向け調整・協議を進める。また、本年度は城址の一部修復を行

い、隣接する楠歴史民俗資料館との連携により活用を図る。 

    【主な事業】○新 楠城址周辺整備事業  当初予算額    ３，０００千円 
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１．目的 

楠地域全体が鈴鹿川の三角州の沖積層で形成された低地に位置しているため、災害（水

害・震災）に対する住民の不安も強く、過去幾度となく被害を受けている。こうし

たことから、楠避難会館は地域の避難場所として、また平常時には地域コミュニテ

ィーの場として利用されており、老朽化に伴い、防災資機材倉庫、備蓄食糧保管庫

の機能を追加し、浸水、震災にも耐え得る施設として改築を行う。 

 

２．内容 

改築場所   四日市市楠町南五味塚 600 番地 1 

構  造   鉄筋コンクリート造２階建 

敷地面積         ６２３．８９㎡ 

延床面積   （計画面積）２８９．８０㎡ 

       １階 ホール、防災資機材倉庫、炊事室、便所（多目的含む） 

       ２階 和室３３帖、保管庫、湯沸室、便所 

 

従前の用途に加え、１階に防災資機材倉庫を備え、ゴムボートやライフジャケットの

ほか土嚢袋、スコップ等の防災資機材を保管することとし、２階には、乾パンやア

ルファ米等の備蓄用食糧や発電機等を備えることとしている。 

 

３．予算額  ８２，４００千円（財源内訳）   市  債   ６８，４００千円 

 （前年度   ４，５００千円）        一般財源   １４，０００千円 

 

 

 

 

 

担当 楠総合支所 振興課 

    田中 

    ℡ ３９８－３１１１ 

楠避難会館整備事業



  58  

保 健 福 祉 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

   少子高齢化が進展するなか、一人ひとりが生きがいを持って、家庭や地域の中で障害

の有無や年齢にかかわらず、その人らしい安心のある生活が送れるよう施策の推進を図

る。 

    児童福祉においては、四日市市次世代育成戦略プランに基づき、引き続き特別保育、

児童虐待防止等の子育て支援策を推進していく。 

増加する高齢者への対策としては、介護保険制度改正を反映した第３次四日市市介護

保険事業計画・第４次四日市市高齢者保健福祉計画に基づき、在宅生活の支援、介護予

防を推進していく。 

障害者福祉については、平成１８年４月から障害者自立支援法が施行されることによ

り、現行の支援費制度から障害福祉体系が大きく変わるため、新制度の円滑な導入に努

め、障害のある人の地域における自立生活を支援していく。 

健康づくりでは、生活習慣の予防・改善に重点をおいた健康増進・介護予防事業を引

き続き実施するとともに、各種検診の実施による疾病の早期発見や予防などの保健事業

を推進していく。 

 

１．児童福祉について 

次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、育成される環境の整備を図るために策定

した四日市市次世代育成戦略プランに基づき、待機児童の解消を図るため、民間保育園

を１園新設するとともに、多様な保育サービスを提供するため、乳児保育と延長保育に

ついては各 1 ヶ所拡充、週２、３日利用できる特定保育と仕事や病気、用事がある時などに利

用できる一時保育については各 2 ヶ所拡充する。 

さらに、地域の子育て家庭を支援するため、単独型と保育園併設型の子育て支援センタ

ーを 2 ヶ所拡充し、楽しんで子育てできるように相談や情報提供を行うほか、遊びの場や

保護者同士の交流の場の提供を行う。また、子どもの虐待の早期発見、早期対応、未然

防止に向けて関係機関が定期的に会議を開催するとともに、連携して四日市市子どもの

虐待防止ネットワーク事業を実施する。 

公立保育園の社会福祉法人への移管に伴い、移管時及び移管後の円滑な運営を図ること

を目的とし、平成１９年度移管予定の河原田、水沢、西浦保育園において保育引継事業を行

う。 

「エスペランス四日市」について、施設等整備費及び専門的職員配置等に対する助成

を行うなど、子どもの処遇向上を促進する。 

母子家庭の生活の安定と自立を促すため、母子生活支援施設の機能を活用し、保育サ

ービスを提供するとともに、新規に母子家庭自立支援給付金事業を実施し、母子家庭の

技能や資格取得等の能力開発の取組みを支援する。 
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さらに、児童手当については、国において児童手当法の改正が行われ、平成 1８年度

より支給対象年齢を現行の小学校第３学年修了までから、３歳拡大して小学校修了まで

に引き上げるとともに、所得制限も緩和することに伴い、所要の支給経費を見込んだ。 

 

【主な事業】 民間保育所延長保育事業     当初予算額  ９２，６４０千円 

       民間保育所乳児保育促進事業   当初予算額  １１，０９２千円 

民間保育所特定保育事業     当初予算額  １３，７７０千円 

民間保育所一時保育事業     当初予算額  １２，７１２千円 

子育て支援センター事業     当初予算額   ５，０４２千円 

       地域子育て支援センター事業   当初予算額  １４，３４４千円 

児童虐待防止事業        当初予算額   １，６３５千円 

保育所民営化推進事業      当初予算額  ２６，１４６千円 

       民間児童養護施設等支援事業   当初予算額  ２９，２３６千円 

      ○新母子家庭自立支援給付金事業   当初予算額   １，７３６千円 

児童手当         当初予算額  ２，２１０，５００千円 

 

２．介護保険事業・高齢者福祉について 

平成１７年１２月 1 日現在、本市の６５歳以上人口は５６,９８８人で、高齢化率は

１８．３１％と年々高齢化が進んでおり、今後も上昇する見込みである。 

こうした状況から、平成１８年度から２０年度を計画期間とする第３次四日市市介護

保険事業計画・第４次四日市市高齢者保健福祉計画において基本理念となっている「健

康で安心と生きがいある長寿社会」を目指し、高齢者施策を推進する。 

計画の重点課題でもある「在宅生活に向けての包括的支援」を図るため、在宅介護支

援センターに高齢者総合相談事業を引き続き委託する。 

介護保険事業については、平成１８年４月の介護保険制度改正において、高齢者が住

み慣れた地域で生活を継続することを目指すため、①総合相談･支援、②包括的･継続的

マネジメント、③介護予防マネジメントを行う機関として地域包括支援センターを市内

３ヶ所に設置し、在宅介護支援センターとの連携により高齢者の在宅生活を支援してい

く。 

さらに、介護が必要な状態になっても、自立した生活ができるように、今まで高齢者

福祉事業として在宅介護サービスセンター等に委託し実施してきた見守り機能を兼ね

た訪問給食事業、家族介護の負担軽減を目的としたおむつ支援事業等を、創設される地

域支援事業の任意事業に移して事業を継続することにより、高齢者が住みなれた地域で

自立して生活できるよう支援していく。 

また、介護予防事業を介護保険制度に位置づけ、要支援、要介護状態になることや重

度化の予防･改善を図るため介護予防事業に取り組む。 

さらに、新設の特別養護老人ホーム（４８床）、ショートステイ(１０床)へ建設費補

助を行い、入所施設等の充実を図る。 
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また、平成１８年４月１日から養護老人ホーム「寿楽園」を民営化する。 

老人保健医療については、老人保健法に基づき、高齢者が医療機関に受診する時の負

担を軽くし、安心して医療を受けられるよう支援していく。 

 

【主な事業】  在宅介護支援センター事業   当初予算額 １０８，１７４千円 

        訪問給食事業         当初予算額  ５３，９３０千円 

        おむつ支援事業        当初予算額  ６４，５９４千円 

住宅改造費補助事業      当初予算額   ７，４６１千円 

福祉電話貸与事業           当初予算額  １３，５０５千円 

民間社会福祉施設建設費補助事業 

                             当初予算額  １１９，９３８千円 

○新地域包括支援センター事業  当初予算額 １１８，９０３千円 

○新介護予防事業        当初予算額  ６０，８９７千円 

介護保険給付費     当初予算額 １３，５８３，５８７千円 

             老人保健医療給付費   当初予算額 ２０，４１７，０３７千円 

老人保健医療費支給費  当初予算額    ３８４，６５１千円 

 

３．障害者福祉について 

平成１８年度から障害者自立支援法が施行されることにより、４月に公費負担医療の

見直しや障害福祉サービスの利用者負担の見直し、１０月に新たな支給決定（障害程度

区分等）の実施、第 1 期障害福祉計画（３か年）の策定、施設・事業の段階的移行など、

現行の支援費制度から障害福祉体系が大きく変わることになる。このため、障害者介護

給付審査会の設置、サービス利用計画の作成等の新規事業やシステム開発を行うなど、

新たな制度の円滑な導入に努め、地域における自立生活を支援していく。また、新設の

知的障害者通所授産施設へ建設費補助を行うなど、障害のある人の社会参加や日中活動

の場の整備充実に努める。 

   なお、重度障害者の福祉の増進を図るため、身体障害者手帳１･２級又は療育手帳Ａ

所持者に重症心身障害者（児）手当を支給しているが、高齢者で新たに重度障害になる

場合は、その原因が加齢によることが多く、本手当については、平成１８年度より６５

歳以上の高齢者の新規申請については対象としないこととする。 

 

【主な事業】   

ホームヘルプサービス事業（身体）   当初予算額  ９９，１５０千円 

     ホームヘルプサービス事業（知的）   当初予算額  １６，６１０千円 

     ホームヘルプサービス事業（精神）   当初予算額   ６，５６９千円 

     更生援護施設事務事業（身体）     当初予算額 ３３３，６９９千円 

     更生援護施設事務事業（知的）     当初予算額 ８６０，３６０千円 

    ○新障害者介護給付審査会費        当初予算額   ５，５５４千円 
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    ○新サービス利用計画作成費        当初予算額   ２，５５０千円 

    ○新システム開発費            当初予算額  ４５，０００千円 

     知的障害者授産施設建設費補助事業   当初予算額  １２，７５６千円 

重症心身障害者（児）手当       当初予算額 １０４，１３２千円 

 

４．保健事業について 

母子保健事業については、少子化や核家族化の進展に伴い、育児不安を抱える母親の

増加や児童虐待等に対応するため、引き続き妊産婦乳幼児健康診査、訪問、親子教室、

相談活動を実施する。特に、出産後間もない時期は、母親が精神的に不安定になりやす

いため、出産後早期にアンケートによる状況把握、電話や訪問による相談を行うととも

に、妊産婦乳幼児を対象とした育児・健康ホットラインを開設し、迅速な相談ができる

体制を構築する。また、保育園、幼稚園の子育て支援事業に参加する一方、未就園児の

親子の観察及び育児相談を行うなど、関係機関や民生委員･児童委員、主任児童委員と

の連携を深め、子育て支援事業を推進する。 

成人保健事業については、引き続き健康増進、生活習慣病の予防、介護予防を目的と

して、基本健康診査や各種がん検診をはじめ、生活習慣の改善に重点を置いた健康づく

り事業を実施する。特に三重北勢健康増進センターを中心に行っているヘルスアップ事

業については、国のモデル事業の最終年度に当たることから、最終評価を行い健康支援

プログラムの確立を図る。 

予防接種事業では、予防接種ガイドラインの改正により、接種対象者を日本脳炎は、

小学４年生から９歳に、二種混合は、小学６年生から１１歳に変更する。 

 

【主な事業】 ヘルスアップ事業      当初予算額  ３０，０５０千円 

       基本健康診査事業      当初予算額 ４５５，７５８千円 

       がん検診事業        当初予算額 １６９，４５４千円 

       妊産婦乳幼児健康診査事業  当初予算額  ９２，７０９千円 

       予防接種事業        当初予算額 ３２７，４３１千円 

 

５．生活保護について 

保護の状況は、平成７年（４．６‰、受給世帯９４０世帯）を底として毎年増加の傾

向にあり、平成１７年１２月現在保護率は８．７‰、受給世帯１，８５４世帯に達して

いる。この原因として、高齢化の進展、家族意識の変化、中高年層における厳しい雇用

情勢がある。                               

こうした状況の中、平成１８年度はケースワーカーの増員により実施体制を充実強化

し、生活困窮者の保護需要に的確に応じるとともに、専任の就労支援員を配置し、自立

に向けた支援を進めていく。 

【主な事業】  扶助費     当初予算額     ４，６４０，３００千円 

        法外扶助費   当初予算額        ２３，６４４千円 
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        生活保護適正実施推進事業費６，４０３千円のうち 

       ○新就労支援事業  当初予算額         １，６１６千円 

 

６．地域福祉の推進について 

家庭や地域の中で自立した生活が送れるように支援していくためには、地域で支え合

い共に生きるという相互扶助機能や連帯意識を醸成し、地域の福祉力を高めることが重

要であり、市社会福祉協議会、民生委員･児童委員等との連携を深め、地域福祉の推進

を図る。 

【主な事業】 市社会福祉協議会運営費補助金  当初予算額 １５２，０５７千円 

       民生委員児童委員協議会連合会補助金 

当初予算額  ２５，８７６千円 
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１．目的 

  安心して子どもを生み育てることのできる地域社会を目指すため、保護者の就労

の有無にかかわらず、多くの子育て家庭が日常生活を営むうえで抱える問題や悩み

の解消に向けて支援する。 

 

２．内容 

（１）延長保育実施施設の拡充（H17 １４園 ⇒ H18 １５園） 

    民間保育園〔たいすい保育園（H18 新設）〕１施設において、新たに事業を開

始する。 

（２）一時保育実施施設の拡充（H17 ５園 ⇒ H18 ７園） 

    民間保育園〔かわしま保育園・たいすい保育園（H18 新設）〕２施設において、

新たに事業を開始する。 

（３）特定保育実施施設の拡充（H17 ５園 ⇒ H18 ７園） 

    民間保育園〔浜田保育園・たいすい保育園（H18 新設）〕２施設において、新

たに事業を開始する。 

（４）地域子育て支援センターの増設（H17 ８ヶ所 ⇒ H18 １０ヶ所） 

    旧塩浜幼稚園の跡施設を利用して単独型子育て支援センターを設置、また、

保育園併設型として新設のたいすい保育園に設置するなど、計２ヶ所拡充する。 

 

３．予算額 

（１）   ９２，６４０千円 （財源内訳）  国庫支出金 ５８，７３９千円 

  （前年度８２，５８１千円）        一般財源  ３３，９０１千円 

（２）   １２，７１２千円 （財源内訳）  県支出金   ４，３２０千円 

  （前年度 ８，０１０千円）        一般財源   ８，３９２千円   

（３）   １３，７７０千円 （財源内訳）  県支出金   ９，１８０千円 

  （前年度 ５，３７６千円）        そ の 他   ２，７６６千円 

                       一般財源   １，８２４千円 

（４）   １９，３８６千円 （財源内訳）  県支出金   ９，５６３千円 

  （前年度１８，４９９千円）        一般財源   ９，８２３千円  

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 児童福祉課 

    石川 

    ℡ ３５４－８１７３ 

子育て支援事業の充実 
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１． 目的 

移管先法人の保育士を移管前年度から移管する公立保育園に派遣し、1 年間をかけて円

滑に引継ぎを行うことに対する支援を行うことにより、公立保育園の民営化を推進

する。 

 

 

２． 内容 

（１）派 遣 期 間   

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日 

 

（２）対象園及び派遣人員   

①河原田保育園：社会福祉法人 海 山 会 保育士３名 

②水沢保育園：社会福祉法人 微 笑 会 保育士２名 

③西浦保育園：社会福祉法人 川島福祉会 保育士３名 

 

 

３． 予算額 ２６，１４６千円 （財源内訳） 一般財源 ２６，１４６千円 

（前年度    １，９００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 児童福祉課 

    村田 

    ℡ ３５４－８１７３ 

保育所民営化推進事業 
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１．目的 

母子家庭の母の雇用の安定と就職の促進を図り、自立を支援する。 

 

２．内容 

  （１）自立支援教育訓練給付金 

市が指定した職業能力開発のための講座を受講した場合、講座終了後に支払った費

用の４０％（８千円を超えて２０万円まで）を給付金として支給する。 

（2）高等技能訓練促進費 

     看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士等の経済的自立に有効な資

格を取得するために２年以上修業する場合、生活費の負担軽減のために修業期間の最

後の３分の１に相当する期間に対して支給する。 

（３）常用雇用転換奨励金 

     母子家庭の母を新規にパートタイムとして雇用し、※OJT を実施後、常用雇用に転換し

た事業主に対し、奨励金を支給する。 

 

３．予算額  １，７３６千円 （財源内訳）   国庫支出金 １，３０２千円 

（前年度       ０千円）                   一般財源    ４３４千円 

 

 

※OJT：職場内訓練。従業員が、業務を行う上で、必要となる技術や能力を修得する場合、担

当業務についたまま訓練を受けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 児童福祉課 

    水谷 

    ℡ ３５４－８１７３ 

(新)母子家庭自立支援給付金事業 



  66  

 

 

 

 

１．目的 

  児童手当は、児童養育家庭の生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児

童の健全育成及び資質の向上に資することを目的として、小学校修了までの児童の養

育者に、月額で第１子･第２子は 5,000 円、第３子以降は 10,000 円を支給するもので

ある。 

 

 

２．内容 

  国において児童手当法の改正が行われ、平成１８年４月１日より、支給対象年齢を

現行の小学校第３学年修了までから、３歳拡大して小学校修了までに引き上げるとと

もに、所得制限も緩和し、制度の拡充を図る。 

 

  予想受給児童数 ３３，０８４人 

   小学校第３学年修了まで ２５，３２８人（内所得制限緩和該当者１，２６６人） 

   ３歳拡大（小学校修了まで）７，７５６人（内所得制限緩和該当者  ３８８人） 

  所得制限（夫婦と児童２人世帯の年収ベース） 

   給与所得者 収入７８０万円未満   ⇒ ８６０万円未満 

   自営業者  収入５９６．３万円未満 ⇒ ７８０万円未満 

 

 

３．予算額 ２，２１０，５００千円（財源内訳）国庫支出金 ９５５，２９２千円 

 （前年度 １，６０５，７００千円）     県支出金  ６２７，６０２千円 

                       一般財源  ６２７，６０６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 保健福祉課

   裏川  

   ℡ ３５４－８１６３ 

児童手当 
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１．目的 

特別養護老人ホームの建設費の一部を補助し、高齢者福祉の増進を図る。 

 

２．内容 

（１）施設名     特別養護老人ホーム 風の路 

（２）設置・運営   社会福祉法人 風薫会 

（３）予定地     四日市市大字塩浜字里浦４７０－１ 

（４）規模・構造   ２，１６８．２５㎡  鉄筋コンクリート造２階建 

（５）定員      ①小規模単位生活型特別養護老人ホーム    ４８床 

           ②ショートステイ専用居室（小規模生活単位型）１０床 

（６）開設予定    平成１８年５月 

（７）総事業費      ６８６，６９３千円 

             内訳 国庫補助金   １００，４３１千円 

                県補助金     ５０，２１５千円 

                市補助金     １８，８３０千円 

                 算出根拠 

                 （国庫補助金＋県補助金）×1/8 

                設置者負担   ５１７，２１７千円 

（８）交付方法    平成１８年度に一括交付  

 

３．予算額  １８，８３０千円（財源内訳） 一般財源  １８，８３０千円 

 （前年度       ０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新）特別養護老人ホーム建設費補助金 

担当 保健福祉部 介護・高齢福祉課

   坂田・森 

   ℡ ３５４－８４２５ 
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１．目的 

平成１８年４月の介護保険制度改正により、地域における①総合的な相談窓口・支援、

②介護予防ケアマネジメント、③包括的・継続的ケアマネジメントを行う機関とし

て地域包括支援センターが創設される。本市では在宅介護支援センターを運営する

社会福祉法人に委託し、地域包括支援センターを３ヶ所設置する。 

 

 

２．内容 

市域を北・中・南の３地域に分割し、それぞれ在宅介護支援センターを運営する

富田浜福祉会（北）、四日市市社会福祉協議会（中）、青山里会（南）に、地域包括

支援センターを委託する。各センターでは、社会福祉士、主任ケアマネジャー、保

健師・看護師の３職種を配置し、上記の３業務等を実施する。      

  

委託内訳     総合相談支援事業費               ３６，５１３千円 

介護予防ケアマネジメント事業費    ５７，８４５千円 

包括的・継続的ケアマネジメント事業費 ２４，５４５千円 

 

 

３．予算額 １１８，９０３千円（財源内訳） 国庫支出金 ４８，１５５千円 

 （前年度       ０千円）      県支出金  ２４，０７７千円 

                               その他特財 ２２，５９４千円 

                      一般財源  ２４，０７７千円 

     

          

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 介護・高齢福祉課

   坂田・山岸 

   ℡ ３５４－８４２５ 

（新）地域包括支援センター事業 
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１．目的 

   平成１８年４月の介護保険法改正で予防重視型システムへの転換として、地域支

援事業（介護予防事業）が創設される。 

高齢者が要支援、要介護状態へなることや重度化の予防・改善を図るため、介護予

防事業に取り組む。 

 

２．内容 

  介護予防事業は一般高齢者施策と特定高齢者施策に分けられ、事業は主に保健セ

ンターと地域包括支援センターで実施する。 

（１）一般高齢者施策  予算額 ２１，４１３千円 

   全高齢者を対象とした介護予防に関する情報の提供、活動支援 

  ①介護予防普及啓発事業 

  ②地域介護予防活動支援事業 

（２）特定高齢者施策  予算額 ３９，４８４千円 

   特定(虚弱）高齢者を対象とした介護予防プログラムの実施  

  ①特定高齢者把握事業 

   要支援、要介護の認定を受けていない高齢者の中から特定（虚弱）高齢者の把

握を行う。 

  ②通所型介護予防事業 

   運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上を目的とした通所による介護予

防事業を行う。 

  ③訪問型介護予防事業 

   閉じこもり、認知症、うつ予防・支援を目的として、訪問による相談・指導を

行う。 

 

３．予算額  ６０，８９７千円（財源内訳）  国庫支出金  １５，０９８千円 

 （前年度       ０千円）       県支出金    ７，５４９千円 

                       その他特財  ３０，７０１千円 

                       一般財源    ７，５４９千円 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 介護・高齢福祉課 岡田

   ℡ ３５４－８１７０ 

   保健福祉部 保健センター 山下 

   ℡ ３５４－８２８２ 

（新） 介 護 予 防 事 業 
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１． 目的 

 知的障害者の自立と社会経済活動への参加を促進するために必要な訓練等を行う知

的障害者通所授産施設の創設に対し、その建設費の一部を助成する。 

 

 

２． 内容 

（１）施設名      （仮）手づくり工房あゆみ 

（２）設置・運営    社会福祉法人（仮）ぬくもり結の里 

（３）予定地      四日市市西坂部町１００４－１ 

（４）規模・構造  ３３６．２１㎡ 木造平屋建 

（５）定員       ２０人 

（６）開設予定  平成１８年１０月 

（７）総事業費   ８４，８６８千円 

内訳 国庫補助金   ３５，８６３千円 

               県補助金    １７，９３２千円 

市補助金    １０，７００千円 

算出根拠  

(国庫補助基準単価 2,140 千円×20 人×1/4) 

設置者負担   ２０，３７３千円 

（８）交付方法     平成１８年度に一括交付 

 

 

３．予算額  １０，７００千円（財源内訳） 一般財源  １０，７００千円 

（前年度  １０，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 障害福祉課

   藤井 

   ℡ ３５４－８１７１ 

知的障害者通所授産施設建設費補助金 
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１．目的 

妊娠中、育児期のストレスは、女性の健康面に影響を与えるだけでなく、虐待の

原因や子どもが精神的に不安定になる可能性もある。特に、出産後間もない時期は、

子どもを迎えた生活環境の変化に加え、精神的に不安定になりやすく、産後うつ状

態になることもある。 

したがって、出産後早期に相談に応じることにより、母乳育児の推進、母子関係

の一体化の形成に努めるとともに、妊産婦及び乳幼児の健康・発育・発達・育児に

関する相談をタイムリーかつ気軽な電話相談で行うことにより、育児を楽しみに転

換させ、育児・健康の不安解消を図る。 

 

 

２．内容 

（１）生後４か月までの乳児をもつ家庭への育児支援 

   アンケートによる状況把握及び電話・訪問による相談。 

    

（２）育児・健康ホットライン（仮称）の開設 

   妊産婦及び乳幼児の保護者を対象とした電話相談。 

 

 

３．予算額     ２４３千円（財源内訳）  一般財源      ２４３千円 

 （前年度       ０千円）        

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 保健センター

中村  

   ℡ ３５４－８１８７ 

（新）乳児育児支援事業 
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１．目的 

  被保護者で就職できず長期間にわたって自立困難な状況に陥っているケースが増

加している。そのため通常のケースワークを補強する意味から、就職できない者に

対して集中的な就労支援を行い、自立を助長する。 

 

 

 

 

 

 

２．内容 

  平成１７年度は、試行的に実施してきたが、２０名が就労を開始し（９月～１１月

の実績）、一定の成果が認められた。新年度は支援システムをさらに強化することを

目的に、専任の就労支援員を配置し、個々の被保護者に対してケースワーカーと連

携しながら就職のため継続的な指導援助を実施する。 

 

 

 

３．予算額    １,６１６千円（財源内訳）  国庫支出金    １,６１６千円 

 （前年度        ０千円）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 保健福祉部 保護課 

   佐藤 

   ℡ ３５４－８１６５ 

（新）就 労 支 援 事 業 
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商 工 農 水 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

政府の１２月の月例経済報告によると、「景気は力強く回復している」と報告されて

いるが、近年急速に工業化が進みつつある中国、東南アジア等発展途上国との競争激化、

生産設備の海外移転などに伴い、本市においても、中小企業をはじめとして製造業は依

然厳しい状況にある。 

臨海部工業地帯を引き続き生産拠点として維持発展させていくためには、産業構造の

高度化、高付加価値化を進めるとともに、新たな産業を創出することが必要である。 

このため、研究開発関連施設の誘発や誘致、及び研究開発を支える高度な技術者の養

成、燃料電池関連産業や環境関連産業の集積を図るとともに、大学等高等教育機関との

連携を進める。 

また、０７年度から始まる団塊世代のベテラン技術者の大量退職に伴い、この地域の

製造現場でこれまで培われてきた技術・知見を若手・中堅技術者にどう引き継ぐかが今

後大きな課題となっていることから、地元産業界、並びに三重県と連携して、製造現場

において中核的人材となる技術者の育成に取り組む。 

商業振興については、意欲的、能動的な取り組みを展開している商業者への支援を積

極的に行うとともに、すわ公園交流館を拠点とした市民や市民団体等の交流促進により、

商店街の新たな魅力と賑わいを創出し、もって中心市街地の活性化につなげていく。 

これら商工業の活性化を図っていくことで雇用の維持に努める。また障害者等、就業

が困難な人に対する就労支援に積極的に取り組む。 

農林水産業においては、低収益化と従事者の高齢化による農業離れが進展し、耕作放

棄地が増加、食料の安定供給や農地の持つ多面的機能の発揮に重大な支障が出ることが

と懸念されている。本市においても、農業が有する食料生産・環境保全・防災等の市民

生活に直結する多面的機能を維持するため、担い手の育成・確保、地産地消の推進、農

地の保全・有効活用を柱とした「四日市農業再生事業」に取り組む。特に国の政策に対

応する集落営農組織の育成確保を喫緊の課題と捉え推進していく。また、未利用の農的

資源の活用や、農業生産基盤や農村環境の整備、水産業に結びつく海の浄化等について

も引き続き実施する。 

 

１．臨海部工業地帯等の産業再生について 

企業立地促進条例や民間研究所立地奨励制度により、既存事業所や新規立地企業の設

備投資の促進と、研究開発機能の充実を図るとともに、技術革新を支える製造中核人材

の育成を支援する。さらに、燃料電池関連産業の集積を進め、水素エネルギー社会の実

現を目指し、産学官の連携強化に取り組む。また、資源循環型社会の構築に資する環境

産業の立ち上げを支援する。 
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 【主な事業】企業立地奨励金交付事業 当初予算額 ７４９，２３５千円 

民間研究所立地奨励金交付事業 当初予算額 １００，０００千円 

燃料電池実証試験奨励金交付事業 当初予算額   ２５，０００千円 

 

 

２．中心市街地の活性化について 

すわ公園交流館では平成 18 年 4 月から指定管理者制度を導入し、市民参画による事

業運営の効率化を図るとともに、周辺商店街との連携により魅力的な事業展開を行い、

来街者等の増加、中心市街地の活性化をめざす。また、意欲的な取り組みを展開してい

る商店街等への支援や高次商業施設（ララスクエア）に展開する事業者への支援を行う。 

 【主な事業】すわ公園交流館管理運営事業 当初予算額  １４，７００千円 

       商店街魅力アップチャレンジ事業 当初予算額   ２，８６０千円 

近鉄駅西開発整備事業  当初予算額  ８８，７８６千円 

 

 

３．雇用対策について 

    就業が困難な人の資格取得を支援するほか、障害者雇用の促進に努める。また、高校

生向けの産業現場実習(インターンシップ)受入れ事業所への助成を行い、若年者の就労

意欲の形成に努める。 

 【主な事業】 就労対策事業    当初予算額   ２，４００千円 

        障害者雇用奨励事業   当初予算額   １，９８０千円 

就労促進事業    当初予算額   ２，２５０千円 

    

 

４．「大四日市まつり」・「四日市花火大会」について 

本市の代表的なイベントである「大四日市まつり」・「四日市花火大会」を実施してい

くため、実行委員会に事業費の補助を行う。また、事業内容や運営方法などを見直し、

市民参画や民間活力の導入を図り、より市民に親しまれるイベントとしていく。 

 【主な事業】大四日市まつり事業費補助金 当初予算額 １７，５００千円 

            四日市花火大会事業費補助金 当初予算額 １８，５００千円 

 

５．四日市サイクル・スポーツ・フェスティバルについて 

「アジア自転車競技選手権大会」を記念して、平成 17 年度新たに実施した自転車ロ

ードレース「四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル」を継続開催し、地域振興を

図るとともに環境都市四日市をアピールする。 

【主な事業】四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル事業  

 当初予算額  １８，５００千円 
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６．産業観光について 

 本市の地場産業を活用し、産業観光を推進する。市は、地場産品事業者と産業観光実

施事業者（観光業者）とのコーディネートを行い、事業企画の推進支援を行う。 

【主な事業】産業観光推進チャレンジ事業 当初予算額  ３，０００千円 

 

７．四日市農業再生事業について 

担い手に対象を絞った国の施策転換に対応するため、水田農業における集落営農組織

の育成など、農業経営の個人から法人化へ向けた取り組みを支援する。また、農業者自

らが生産から加工・販売まで手がけるための直売・加工施設の整備やインターネット等

の直売情報の提供を支援する。さらに新規就農に向けた技術研修の実施、初期投資の支

援を行う。これらにより、経営感覚に優れた効率的かつ安定的な農業経営の担い手を育

成・確保する。 

「地産地消」の推進にあたっては、地域特産品やその直売施設、農業関連情報など「四日

市の農業」を広く紹介する。また、商標登録など自家農産物のブランド化や無農薬栽培

などの付加価値の高い特別栽培を奨励し、市内農産物の生産振興、農家の経営安定を図

る。さらに、農業体験等を通じ「食育」の重要性を伝えるとともに、消費者の求める「安心･

安全」に応えていく。 

一方、遊休農地対策としては、地域の農業委員と協働し、遊休化が危惧される農地を意欲

ある担い手へ集積し、保全する。加えて、農地の段差解消、畦畔除去等を行い、水田区画の

大型化を図り、大型機械による作業の効率化、省力化を図る。すでに遊休化した農地に

ついては復元化を支援する。また、農業分野へ参入しようとする企業やＮＰＯ・高齢者・一般市

民等と連携し、農地の保全・有効活用を図る。 

 【主な事業】農業経営基盤支援事業        当初予算額      ６，５００千円 

新規就農支援事業        当初予算額     ４，０００千円 

        担い手対策土地基盤整備事業   当初予算額     ５，０００千円 

地産地消推進事業         当初予算額    １，９００千円 

        大豆特別栽培推進事業      当初予算額    １，０００千円 

       遊休農地対策事業           当初予算額     ２，５００千円 

 

８．農業生産基盤整備事業について 

ほ場・農道等の施設整備を図り、作業の効率化、省力化を図るとともに、災害を未然

に防止して農産物の安定生産を図る。 

【主な事業】 受託ほ場整備事業（市場地区）    当初予算額 ４８，４５０千円 

        土地改良施設維持管理適正化事業  当初予算額 １８，２１０千円 

        南・北排水機場維持管理事業    当初予算額 １０，７１１千円 
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９．水産業の振興について（豊かな海つくり事業） 

 水産資源の保護育成と安定供給に資するため、種苗放流を行うとともに、有用微生

物群（ＥＭ）を活用し、アサリ等の漁獲回復を図るため、漁場環境の浄化に向けて試験

的な実証に取り組む。 

 【主な事業】 豊かな海つくり推進事業      当初予算額  ２，０００千円 

ヨシエビ等種苗放流事業        当初予算額   １，０９３千円 

抱卵ガザミ放流事業       当初予算額     ３３１千円 

アサリ種苗放流事業       当初予算額     ２４０千円 

 

10．漁業生産基盤整備事業について 

磯津漁港施設（南防波堤）整備を行い水産物の安定生産を図るとともに、漁港海岸の

整備により背後地を自然災害等から守る。 

【主な事業】 地域水産物供給基盤整備事業     当初予算額  ４５，４８０千円 

磯津漁港海岸保全整備事業        当初予算額   ６１，４７３千円 

 

11．競輪事業について 

            車券の売上向上を図るとともにナイター競輪場としての特性を生かし、来場者増を図

る。また、場外発売を実施して収入の確保をする一方、費用対効果を検証しつつ、開催

経費の節減に努める。 

   ただ、競輪事業の継続経営については、危機的な状況にあることから、その存廃を含

めて、検討を行なう。 

【主な事業】開設 55 周年記念四日市競輪    当初予算額 ７，６４３，２００千円 

（売上見込額８，０００，０００千円） 

 

12．食肉センター・食肉市場事業について 

食肉品質の向上及び安全で安心な食肉供給に資するため、衛生的で効率的な施設の実

現を目指す。また、枝肉取引の適正化と流通の円滑化を図るために卸売業者が実施する

集荷・販売対策事業に助成を行う。 

【主な事業】 食肉センター食肉市場施設管理事業 当初予算額 ５６，０６９千円 

       食肉センター食肉市場業務委託   当初予算額 ５８，６９７千円 

食肉センター食肉市場施設整備事業 当初予算額 ８７，９００千円 

市場機能強化対策事業       当初予算額 ８０，８５３千円 

 

13．農業集落排水事業について 

農業集落におけるし尿・生活雑排水などの汚水処理施設の整備を行い、農村生活環境

の改善と農業用用排水路の水質保全を図り、併せて公共用水域の水質改善に寄与する。 

 



  77  

【主な事業】施設整備補助事業（水沢中部地区・小西地区） 

当初予算額 ３２６，８５５千円 

施設整備単独事業（水沢中部地区・小西地区） 

当初予算額  ３５，７００千円 

         施設維持管理（供用８地区）    当初予算額  ５８，８６５千円 
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１．目的 

     臨海部工業地帯をはじめとした既存企業の新規設備投資の誘発や、新規産業の誘致等を積極

的に進めることで、本市における事業活動の継続、新規産業の創出による就労の場の確保を図る

ため、製造業・物流業（１３年９月対象事業に追加）等を対象に該当企業に対して奨励措置を講じ

る。 

 

２．内容 

     平成１２年４月１日に施行した企業立地促進条例に基づき、奨励措置対象施設の認定を行った

事業所の新設・増設事業について、新たに投下された固定資産総額（土地、家屋、償却資産）に対

する固定資産税・都市計画税相当額の１／２を、立地奨励金として５年間交付する。 

     下記のとおり、汎用製品から付加価値の高い機能化学製品の分野への事業転換について、各

社の投資意欲を誘発し、新たな投資を引き出す役割を果たしている。 

（H17 までの総投資額 ８９１億円） 

          平成１３年度奨励対象事業   ８社 １０事業 

         平成１４年度奨励対象事業   １１社 １５事業 

         平成１５年度奨励対象事業    ６社 １０事業 

          平成１６年度奨励対象事業       ６社  ８事業 

         平成１７年度奨励対象事業        ９社 １1 事業 

平成１８年度奨励対象予定事業     １４社 １４事業 

         合 計           ３３社 ６８事業 

 

３．予算額  ７４９，２３５千円  （財源内訳）一般財源  ７４９，２３５千円 

 （前年度  ４４２，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 商 工 課 

    清水(智)・清水（秀） 

   ℡ ３５４－８１７８ 

企 業 立 地 奨 励 金 交 付 事 業  
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１．目的 

   技術集積活用型産業再生特区の認定を契機に、本市産業の根幹をなす臨海部工業地帯を中

心として、市内事業所の高付加価値型事業への転換や次世代産業への展開を促進するため、特

区構想に沿った事業分野における各企業の新たな研究開発拠点の形成を支援する。 

 

２．内容 

   市内の既存事業所や新規立地企業が、下記事業分野において、先進的な研究開発を進める

ため、新たな研究施設・設備の新増設を行う際に、奨励金を交付する。 

○適用事業分野 

     ・燃料電池の開発普及にかかる研究 

・次世代ディスプレイの開発普及にかかる研究 

・バイオ・医薬品の開発にかかる研究 

・既存の製品から高付加価値型製品への転換を図るための研究 

 

○適用条件 

      新たな研究開発分野への展開、あるいは新たな研究チームを編成し、研究開発を行うため

に、研究施設・設備を新設あるいは増設した場合 

 

○奨励金交付額        （交付額上限１億円） 

研究施設（家屋及び償却資産）取得価格   奨励割合 

２００，０００千円以下の部分            １０％ 

２００，０００千円を超える部分            ５％ 

 

○１８年度交付予定 

・新規透明樹脂開発関連事業    （投下固定資産総額：９６，１７５千円） 

・新規次世代ディスプレイ関連事業（投下固定資産総額：１，１０９，６８０千円） 

 

３．予算額   １００，０００千円（財源内訳）    （財源内訳）一般財源  １００，０００千円 

 （前年度   ９０，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

担当 商 工 課 

    清水(智)・田中 

   ℡ ３５４－８１７８ 

民間研究所立地奨励金交付事業  
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１．目的 

本市には萬古焼工場の見学者コースや酒蔵資料館など地域産業を紹介した様々な施

設がある。また、お茶、素麺、野菜、牛・豚肉、花木など地場産品も豊富である。一方、ば

んこの里会館は、より多くの人が訪れるよう「癒しの空間」「器と食材」などをコンセプトに、

平成１８年度に一部改装を行う予定である。 

これらの資源を活用し、全国から本市に多くの人が訪れるよう、産業観光を事業推進する。 

 

２．内容 

市が地場産品事業者と産業観光実施事業者（観光業者）とのコーディネートを行い、

産業観光実施事業者は産業観光の事業企画、事業実施を行う。市は事業企画を推進す

るための支援をする。 

具体的には、ばんこの里会館を産業観光の拠点に本市の持つ様々な地場産品や施

設を活用し、全国から多くの人が訪れるような事業を企画し、年間５回以上の事業企画を

事業者の費用により実施する。市は、事業を通じて本市の産業観光を紹介するためのリ

ーフレットの発行などに要する費用として３，０００千円を限度に事業助成を行う。 

また、今後、臨海部コンビナート企業などの工場見学などもコースに加えていく。 

 

事業イメージ 

＜地場産品＞ ＜産業観光拠点＞ ＜公共施設＞ 

お茶  【健康】 日市ドーム 

萬古焼 ばんこの里会館  ルスプラザ 

素麺    創の体験（陶芸）  坂・山村ダムなど 

野菜    食の体験（試食） 【文化】 物館 

牛・豚肉    知の体験（講演）  化会館など 

地酒  【観光】 妻峡 

はまぐり   ーストラリア記念館 

その他 萬古焼見学コース  ートビルなど 

酒蔵資料館 

 

３．予算額   ３，０００千円（財源内訳）  一般財源    ３，０００千円 

 （前年度       ０千円） 

 

 

 

担当 商 工 課 

    清水(智)・駒田 

   ℡ ３５４－８１７８ 

   ℡ ３５４－８１７５ 

（新）産業観光推進チャレンジ事業 
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１．目的  

四日市の農業は、農業従事者の高齢化や減少、農地の遊休化が進むなど、厳しい課

題に直面している。このような状況の中、農業・農地の多面的な機能を再認識し、担

い手を育成確保して農地の保全・有効利用を図り、四日市の農を再生する。また、地

産地消を推進し、消費者の求める食の安全を確保する。 

 

２．内容 

 ①農業経営基盤支援事業      （６，５００千円・前年度４，１００千円） 

   水田農業の担い手として国の政策に対応できる集落営農組織や担い手を育成す

る。また、生産から加工、直売への経営の多角化（６次産業化）、経営の法人化を進

め、経営基盤の安定や所得の向上を図る。 

担い手による麦収穫作業 

 

市南部の JA 農産物直売所 

 ②新規就農支援事業       （４，０００千円・前年度４,７００千円） 

   四日市の農業の未来を担う担い手を育成するため、就農希望者の実践技術研修を

実施するとともに、新規就農にかかる初期投資（機械・施設等）を支援する。 

農業ｾﾝﾀｰのﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽを活用した技術研修 ハウス等初期投資の支援 

  

③地産地消推進事業        （３，５００千円・前年度２,３００千円） 

減農薬等、生産物の高付加価値化、ブランド化、環境に配慮した農業を推進すると

ともに、新鮮・安全・安心な地元農産物を積極的にＰＲするとともに、農業体験等を

通じ「食育」の重要性を伝える 

四日市農業再生事業 
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親子なし(梨)つくり体験 

受粉－摘果－袋かけ－収穫作業を体験

 

ふるさと産品まつり 

認定農業者による地元農産物直売 

 

 ④遊休農地対策事業        （７，５００千円・前年度７,７００千円） 

 農地の遊休化防止と有効活用を図るため、意欲ある担い手への農地の集積、優良農地

の復元、農外企業、ＮＰＯ、一般市民による農地活用を検討、実践する。 

  

 

農地パトロールの実施 

 

荒廃農地を復元し施設鉢物用のハウス 

用地として活用 

 

３．予算額 ２１，５００千円（財源内訳）   その他特財     ３２０千円 

（前年度 １９，０００千円）        一般財源   ２０，６８０千円 

 

耕作放棄地 遊休化が危惧される農地 

農業委員による農地パトロールの実施、活用農地の情報提供、

担い手への農地集積、規模拡大、土地条件の整備、 

復元化支援 簡易な基盤整備実施 

農 地 の あ っ せ ん

農地の保全・有効活用（担い手、企業、NPO、市民等） 

担当 農水振興課 伊藤、石田 TEL ３５４－８１８０

    農水事業課 北住、森   TEL ３５４－８１８２
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種苗放流事業 有用微生物群（EM）による漁場水質環境改善試験

 

１．目的 

生活排水等による漁場環境の悪化が漁獲量減少の要因となっていることから、有用

微生物群（ＥＭ）を活用した漁場環境浄化の実証を行い、水産資源を保護・育成し、

豊かな海を取り戻す。 

 

２．内容 

z 県内外の漁協等の取り組み事例調査。 

z 四日市市漁業協同組合に作業を委託し、磯津漁港において試験区の設置、効果

の検証をおこなっている。市内他漁港においても浄化を進め、市漁港域全体で

の取り組みへと拡大する。 

z 水環境改善事業の啓発・普及をすすめ、漁港周辺及び河川地域住民が連携して

水環境改善の取り組みが出来るシステムを整備する。 

z ヨシエビ、アサリ等の種苗放流事業とあわせて実施し、水産資源の回復を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆17 年度の取り組み 
 磯津漁港および江川にてＥＭの培養液を投入、浄化実証事業を実施 
 

  

有用微生物群（ＥＭ）の投入 ヨシエビの種苗放流 

 

３．予算額   ２，０００千円  （財源内訳） 県支出金      ８００千円 

 （前年度   ２，０００千円）       一般財源     １，２００千円 

 

 

 

豊かな海つくり推進事業 

担当 農水振興課 伊藤、石田 ℡354-8180 

    農水事業課 北住、奥田 ℡354-8182 

地域住民

NPO

漁業関係者 

魚介類等豊かな海の実現
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１．目的 

   県内唯一の食肉地方卸売市場として、より安全で安心な食肉の供給及び食肉の

円滑な流通を図るために必要な施設及び設備の整備を実施する。 

 

２．内容 

（１）豚部分肉処理加工施設整備      ４９，２００千円 

    当施設内の未利用施設等を利用し、豚部分肉加工施設を整備することにより、

当食肉センターで処理された枝肉を部分肉まで加工・箱詰めすることにより、食肉の

衛生性を確保するとともに現在、主流である豚部分肉流通に対応する。 

 

（２）せり設備システム老朽更新整備    ３５，２００千円 

   平成７年３月に整備された当市場の以下のせり設備の老朽更新を実施する。 

    ①せり操作盤 

    ②せり電光表示盤 

    ③購入者端末 

    ④制御コンピューター 

    ⑤情報処理システム 

    ⑥制御ソフト 

    ⑦О・Ａ室連絡通路設置 

 

 （３）と畜用機器備品等導入         ３，５００千円 

 

３．予算額  ８７，９００千円  （財源内訳） 市  債  ５８，８００千円 

                        その他特財  ２，０００千円 

                        一般財源  ２７，１００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食肉センター食肉市場施設整備事業 

担当 食肉センター・食肉市場 

   奥田 

℡ ３５３－０２０９ 
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環  境  部 

 

新年度予算における基本的な方針 

ごみ問題を始め自動車交通公害や生活排水問題などの都市生活型の環境問題、さら

には自然環境保全から地球環境問題に至るまで今日の環境問題は、私たちが自らの社

会生活のあり方を変えない限り解決が難しい問題であるとともに、市民・事業者等の

あらゆる主体と協働し取り組んでいく必要がある。 

  このような認識から、「第２期環境計画」及び「ごみ処理基本計画」に基づき、快

適環境都市の実現に向けた環境施策の推進を図る。 

 

１．地球温暖化対策について 

  温暖化対策地域推進計画の策定手法調査を行うとともに、地域新エネルギービジョ

ンを策定する。また、市民、事業者等で組織された地球温暖化対策地域協議会の温室

効果ガス排出抑制等の取り組みに対して必要な支援をしていく。 

  【主な事業】 地球温暖化対策事業        予算額 １０，４９２千円 

 

２．環境計画の推進について 

総合的に環境施策を推進するため、環境計画の進行管理を図る。 

また、今日の環境問題に市民と協働で取り組むため、「環境を考える市民会議」を

引き続き開催するとともに、太陽光発電設備を始めとする家庭用新エネルギー設備の

普及を図るため、市民に対し設置費の補助を行う。 

【主な事業】 環境計画推進事業費３，８４０千円のうち 

家庭用新エネルギー普及支援事業  予算額  ３，７２０千円 

 

３．公害防止対策の推進について 

環境の現状を把握するため、大気関係では大気汚染常時監視測定及び有害大気汚染

物質測定を行う。水質関係では市内河川等の公共用水域の環境監視測定を行うととも

に、ダイオキシン類についても調査を行い実態を把握する。騒音・振動関係では道路

に面する地域における騒音の環境基準適合状況の評価等を行う。悪臭関係では、規制

地域における悪臭パトロールを実施するとともに、悪臭物質の測定を行う。 

また、公害関係諸法令及び公害防止協定等に基づき、事業所に対する立入調査を実

施し、規制基準適合状況を把握するとともに、必要に応じて指導を行う。 

【主な事業】 大気汚染対策事業         予算額 ４５，４３３千円 

       水質汚濁対策事業         予算額 １０，４９５千円 

騒音・振動監視測定事業       予算額  １，０６０千円 

       悪臭監視測定事業         予算額  １，６０５千円 
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４．生活排水対策について 

下水道等の整備が先になる地域において、合併処理浄化槽の設置補助（４７０基を

予定）を行い、特に市街化調整区域内の既存集落で合併処理浄化槽を集団設置し生活

排水対策に取り組む地域においては、併せて既存集落環境整備事業として専用排水管

の整備を図る。 

【主な事業】 合併処理浄化槽設置費補助事業   予算額 １８９，２３５千円 

       既存集落環境整備事業       予算額  ２０，０００千円 

 

５．環境教育の推進について 

  市民の環境保全意識の高揚と環境保全活動の促進を図るため、環境学習センターを

拠点として各種啓発事業を実施する。 

特に、市民団体との連携を強化し、核となるリーダーの養成等、人材育成に努める

とともに、（財）国際環境技術移転研究センターと連携し、地球的視野に立った啓発

事業を実施する。 

  【主な事業】 環境学習センター普及啓発事業費５，６５３千円のうち 

環境リーダー養成講座業務委託   予算額  １，４５０千円 

         子ども地球環境塾業務委託     予算額  ２，３９０千円 

 

６．公害健康被害者対策について 

  公害健康被害者が自立し、安心して生活できるために、医療費等の給付を行うとと

もに、転地療養、家庭療養指導等の公害保健福祉事業を実施する。 

  また、健康被害予防事業として、１歳６カ月児、３歳児及び６歳児を対象としたア

レルギー素因児の健診、調査を実施する。 

  【主な事業】 公害健康被害補償給付事業     予算額 ７７６，６０６千円 

         公害保健福祉事業         予算額   ２，５８１千円 

 

７．新総合ごみ処理施設の建設について 

  北部清掃工場は、ダイオキシン対策に併せて 10 年の延命工事を行ったが、新たな

総合ごみ処理施設の建設を平成 25 年度の稼動を目標に進めていく。平成 16 年度から

各種調査を実施しているが、平成 18 年度については、アドバイザリー業務委託、環

境影響調査委託、不動産鑑定等を予定している。 

  【主な事業】 新総合ごみ処理施設整備事業    予算額  ４４，２６４千円 

 

８．埋立処分場延命対策事業 

  南部埋立処分場の残余容量は年々少なくなってきていることから、平成 18 年度は

埋立廃棄物 10,000 トンと、清掃工場から排出される焼却灰約 12,000 トンを、（財）

三重県環境保全事業団へ引き続き処理委託し、現処分場の延命を図る。 
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  【主な事業】 家庭系埋立ごみ処理委託      予算額 １４０，０００千円 

         廃棄物処理センター焼却灰搬入料金 予算額 ３７１，３２２千円 

 

９．北部墓地公園整備事業 

  北部墓地公園の墓地使用は随時受け付けているが、使用許可件数も増えてきている

ことから、未利用区画が少なくなってきたため、平成 18 年度に新区画の整備を行う。 

   【主な事業】○新北部墓地公園整備事業費    予算額   １０，０００千円 

 

１０．楠衛生センター事業について 

  現在、楠衛生センターでは、焼却施設、し尿処理施設、リサイクル施設を稼動して

いるが、そのうち、し尿処理施設は平成 17 年度末にし尿等の受け入れを停止し、平

成 18 年度に閉鎖に伴う作業を行う。また、平尾町にある資源リサイクルセンターを

平成 18 年度末に閉鎖し、楠衛生センターへ移転するための準備を進める。 

  【主な事業】○新楠衛生センターし尿処理施設閉鎖委託 予算額 ３０，０００千円 

資源リサイクルセンター移転事業   予算額  ２，９２３千円 
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１．目的 

 地球温暖化問題は、将来の世代に大きな影響を及ぼすことが考えられる重要な問題

であり、近年の気候の温暖化傾向からしても、大きな課題である。本市においては、

ＩＳＯ１４００１を認証取得している本庁舎等の環境マネジメントシステム（ＩＳＯ

－ＥＭＳ）及びその他の公共施設を対象とした四日市市独自の環境マネジメントシス

テム（ＹＳＯ－ＥＭＳ）の運用を通じて、「地球温暖化対策の推進に関する法律（地球

温暖化対策推進法）」に基づく実行計画と位置付けて取り組んでいる。 

 平成１７年２月には地球温暖化防止のための「京都議定書」が発効し同年４月には、

国の目標達成計画が策定されたところである。本市としても、今後は市民及び事業者

とともに地域レベルで地球温暖化対策を推進するため、以下の事業を行う。 

 

２．内容 

 市域の温室効果ガス排出抑制等のための総合的な計画である「温暖化対策地域推進

計画」の策定手法調査を行うとともに、新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥ

ＤＯ）の地域新エネルギービジョン策定事業費補助金を活用して市内のエネルギー使

用実態や新エネルギー導入可能性等の調査を行う。また、平成 17 年 3 月に設立した市

民、事業者等で組織された地球温暖化対策地域協議会の日常生活における温室効果ガ

スの排出抑制等の取組に対して必要な支援をしていく。 

 

３．予算額  １０，４９２千円  （財源内訳） その他特財  ８，０４９千円 

 （前年度   ３，４２６千円）         一般財源  ２，４４３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 環境部環境保全課 

      山   口 

   ℡ ３５４－８１８８ 

地 球 温 暖 化 対 策 事 業 
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１．目的    

   北部清掃工場は、ダイオキシン対策に併せて１０年の延命工事を行ったが、新

たな総合ごみ処理施設の建設を平成２５年の稼動を目標に進めていく。 

平成１６年度は、整備内容についての基礎的調査、民間資金・活力活用についての予

備的な調査等を行い、平成１７年度は、プラントメーカー等に対しアンケート調査等

を実施してきた。 

平成１８年度については、アドバイザリー業務委託、環境影響調査委託、不動産鑑定

等を行う予定である。 

 

２．内容 

 （１）ＰＦＩアドバイザリー業務委託 

 （２）環境影響調査委託 

 （３）不動産鑑定等 

 

３．予算額  ４４，２６４千円（財源内訳）  国庫支出金   ７，６６６千円 

 （前年度  ３８，０５０千円）       一般財源   ３６，５９８千円 

                        

 

【新総合ごみ処理施設建設スケジュール（案）】 

 

 

 

 

 

 

     年度項目 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

焼却溶融施設※ 

リサイクルセンター 

担当 環境部生活環境課 

    川 北 

    ℡ ３５４－８３３３ 

新総合ごみ処理施設整備事業 

環境アセス

建 設 計 画 

用地買収 造成・建設 稼 働 

※焼却溶融施設には、破砕処理施設も含まれる 

造成・建設 稼 働 
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都 市 整 備 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

人口減少期に突入する社会情勢のなかで、持続可能で活力あるまちを目指すために

都市マネジメントが重要になる。都市計画マスタープランの理念に基づき、既存市街

地の有効活用に向けた施策、まちなか居住施策を促進することにより、コンパクトシ

ティの実現を目指す必要がある。 

こういった認識のもと効果的な基盤整備及び維持のあり方を検討し、平成１８年度

予算を編成した。道路、公園、河川など整備済みの基盤の維持管理経費については、

その削減が限界に来ていることからまず所要の額を確保した。 

また、経済活動の活性化や円滑な都市機能の強化には市内の道路ネットワーク整備

が必要であるため重点整備路線を選定のうえ予算を確保した。一方、住民の生活に密

着した道路の整備が必要であるとの認識のもと、「生活に身近な準幹線道路の整備事

業」を創設するとともに、地区要望対応経費にも配慮した。 

このほか、貴重な緑空間の確保を図るため垂坂公園の整備事業に着手するとともに、

準用河川整備など治水対策事業にも意を配した。 

 

１．均衡のとれた土地利用について 

均衡のとれた土地利用を進めるため、土地利用検討に関する都市計画審議会からの

提言を受け、これを実現するための制度設計に着手する。また、都市計画マスタープ

ランの理念に基づいて都市計画の線引きの見直し作業を継続実施する。 

【主な事業】 土地利用計画策定調査費    当初予算額  ７，０００千円 

         

２．都心居住の促進について 

都心居住の促進を図るため敷地の共同化による諏訪新道第三地区優良建築物等整

備事業において引続き補助を行う。 

【主な事業】 優良建築物等整備事業     当初予算額 ４４，０２０千円 

 

３．円滑に移動できる交通体系について 

着工準備採択を受けた近鉄川原町駅付近連続立体交差化事業（県事業）及び関連施

設整備事業の実施に向けた検討並びに近鉄・三岐富田駅前整備事業により交通結節点

を整備するとともに、ＮＰＯが運行する市民自主運行バスの支援を行い、円滑な公共

交通体系を目指していく。また、ＪＲ四日市駅周辺活性化の事業計画を再検討するた

めの基礎調査を実施する。 

【主な事業】 連続立体化関連施設整備事業   当初予算額   ５，０００千円 

      近鉄・三岐富田駅前広場整備事業 当初予算額 １３５，０００千円 

市民運行バス支援事業      当初予算額   ３，６００千円 
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４．市民主体のまちづくりについて 

市民主体のまちづくりを実現していくために、地域まちづくり構想の策定をはじめ

市民のまちづくり活動や、緑の保全と創出を進める活動を支援する。 

【主な事業】  まちづくり活動支援事業   当初予算額  ４，２００千円 

        里山保全事業        当初予算額  ２，７００千円 

 

５．建築基準法等に基づく許認可について 

①建築基準法等に基づく許認可 

建築基準法等に基づき、建築確認関係事務の実施に当たり万全を期すなかで特に完

了検査の実施に重点を置き、違法行為の防止対策に努めるとともに、特殊建築物の定

期報告制度に基づく審査と指導及び木造建築物耐震診断等の耐震対策の推進により

建築物の安全性向上を図る。 

【主な事業】  建築指導関係事務費     当初予算額 １１,６７６千円 

 ②都市計画法等に基づく開発許可 

都市計画法等に基づく開発許可申請及び建築許可申請等において適正な許可処分

を行い、宅地の安全を確保し快適なまちづくりに努める。 

【主な事業】  開発指導関係事務費     当初予算額  ２，６２７千円 

 

６．道路整備について 

快適な暮らしと産業活動を支える良好な交通ネットワークを構築する重要な要素

である道路整備については、①都市計画道路（街路）及び幹線道路の整備 ②生活に

身近な準幹線道路の整備 ③一般市道の整備 ④橋梁の整備 ⑤安心して通れる歩

行空間づくり ⑥道路の維持 ⑦狭あい道路対策事業の７事業を柱として実施する。 

①都市計画道路（街路）及び幹線道路の整備 

市民が快適に暮らせ、移動を円滑にできるよう街路等を整備し、国県道とともに

道路ネットワークを形成することで、市内の渋滞緩和を図る。 

【主な事業】街路整備事業・道路整備事業 当初予算額 １，６９９，０００千円 

         ＜代表路線 千歳町小生線（街路）・山村平津線（道路）＞ 

 ②生活に身近な準幹線道路の整備 

幹線道路に至る生活道路のうち利用度が高く、整備効率の高い路線を整備する。 

【主な事業】 日永東日野線整備事業等    当初予算額 １２０，０００千円 

③一般市道の整備 

地域のニーズに適切に対応するため、市内の市道整備を行う。 

【主な事業】道路改良単独事業（鹿間釆女線等）当初予算額 ２１７，７０９千円 

      道路舗装事業（三重団地１号線道路再舗装工事等） 

当初予算額 １４４，６４８千円 

 ④橋梁の整備 

大規模地震に対する備えとして早急に橋梁の耐震補強を含めた整備を図る。 
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【主な事業】 橋梁整備事業（横谷橋等）  当初予算額 １１５，０００千円 

        石原南五味塚線（磯津橋）橋梁整備事業 

当初予算額 ２５０，０００千円 

  ⑤安心して通れる歩行空間づくり 

    高齢者や障害者にも配慮した人にやさしい歩行空間ネットワークを形成する。 

【主な事業】赤堀末永線交通安全施設整備事業 当初予算額 ５０，０００千円 

  ⑥道路の維持 

    道路が安全、円滑、快適に通行できるよう適切な維持補修を図る。 

【主な事業】 道路維持事業（舗装・側溝等補修） 

当初予算額 ２５５，３５５千円 

  ⑦狭あい道路対策事業 

 生活環境の改善を図るため、後退用地の整備を行う。 

【主な事業】 狭あい道路対策事業    当初予算額  １４１，５５０千円 

 

７．土地区画整理事業について  

   ①末永・本郷土地区画整理事業 

区域内の道路整備を完了するとともに、まちづくり交付金事業により街区公園 2 箇所の

整備を行う。また、換地処分に向け、街区画地確定測量、換地計画（案）等の作成を行い、

平成１９年度事業完了を目指す。 

   【主な事業】 末永・本郷土地区画整理事業 当初予算額 １８９，９５４千円 

②午起土地区画整理事業 

    建物移転の完了を目指すとともに、東工区内の整備については、歩道整備、宅地造成

を順次進める。 

   【主な事業】 午起土地区画整理事業     当初予算額 １６６，３００千円 

 

８．公園整備事業について 

    都市部における貴重な緑の空間として垂坂公園・羽津山緑地整備事業等を実施する。

また、公園緑地整備事業の推進やリニューアルについては住民参加を得ながら特色ある

公園の創出を図るととともに、愛護活動を推進する。 

   【主な事業】 ○新 垂坂公園・羽津山緑地整備事業  当初予算額 １８０，０００千円 

南部丘陵公園整備事業       当初予算額  ９２，０００千円 

 

 ９．河川事業について 

治水事業として準用河川、普通河川三鈴川をはじめとする改修を実施するとともに、

引続き十四川整備事業を実施する。 

【主な事業】  準用河川改修事業      当初予算額 １４４，０００千円 

         ＜事業河川＝米洗川、朝明新川、萱生川＞ 

        排水対策事業（十四川調整池）当初予算額 ２０４，４００千円 
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○新三鈴川河川改修事業     当初予算額  ２０，０００千円 

                  

１０．交通安全対策について 

幅広い交通安全教育の推進を図るとともに、効果的な啓発活動を展開する。また、

交通災害共済については、制度の廃止を視野に入れて検討する。 

【主な事業】  交通安全啓発事業      当初予算額   ６，４１８千円 

          交通災害共済事業      当初予算額 １６２，７００千円 

 

１１．財産・施設の管理業務について 

市民生活に直結した道路・河川・水路・公園・駐車場等の機能の適正な維持管理及

び機能の保全に伴う指導・啓発・許認可業務や境界査定を実施する。 

また、未登記道路の解消や、国土交通省から譲与を受けた法定外公共物（里道、水

路）の管理を行うためのシステム開発等を行う。 

【主な事業】  管理事業費        当初予算額   ９９，０３９千円 

境界査定業務費      当初予算額    ６，３３９千円 

        未登記道路調査事業費   当初予算額   ３２，４０３千円 

         

１２．公共建築物等の整備について 

  公共建築物等の整備にあたっては、安全確保はもちろんのこと維持保全経費を含む

総費用のコスト縮減、環境負荷の低減を図りつつ、だれもが使いやすい公共建築物の

整備を行う。 

【主な事業】  営繕事務費        当初予算額   ３，７６４千円 

 

１３．市営住宅整備事業について 

計画的な改修や耐震補強及び高齢者・障害者向改善により、既存市営住宅の有効活

用を図る。また、曙町市営住宅の建替えについて準備を進める。 

【主な事業】 市営住宅耐震補強事業     当初予算額  ５６，６００千円 

        高齢者・障害者向け改善事業 当初予算額   ９，０００千円 
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１．目的 

近鉄川原町駅西側で進めている末永・本郷土地区画整理事業は平成 19 年度末完了を目

途に取り組んでおり、概ね現地での整備は完成してきた。この事業は都市改造を行うものであ

り、最終的に近鉄名古屋線の連続立体交差と一体となって整備効果を発揮する。 

このため、県事業で近鉄名古屋線の連続立体化に取り組み、都市基盤の整備された近鉄

線東側橋北地区との一体化を図るとともに、市が周辺道路整備などの検討を行ない一層の整

備効果が発揮できるよう支援する。 

なお、この連続立体交差事業では地域の一体化のほか、交通のネック箇所となる踏切道を

排除して円滑な交通を実現するとともに、近鉄橋梁を架け替えて三滝川の拡幅整備を行ない

災害に強いまちづくりを実現する。 

 

２．内容 

三重県は平成 18 年度に事業認可申請ができるよう連続立体交差事業の詳細設計を進め

ており、この認可申請に市の意向を反映させる補完調 

査及び連続立体交差に併せて市が整備する四日市関 

が原線、川原町駅周辺まちづくりの検討調査を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．予算額  ５，０００千円  （財源内訳） 一 般 財 源   ５，０００千円 

（前年度１６，０００千円）           

 

 

連続立体化関連施設整備事業費 
（近鉄名古屋線川原町駅付近連続立体交差事業） 

四日市駅周辺高架化当時の状況 

(上り線切換え状況) 

担当 都市整備部都市計画課 

伊藤 真人 

℡ ３５４－８１９４ 

2 期区間完成イメージ 
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１．目的 

 既存の都市機能を活用しつつ、商工業などの経済活動の活性化や円滑な都市機

能の強化を促進していくには、国、県道の広域道路ネットワークと連携した市内のネッ

トワーク整備を行う必要がある。このため、本市では、南北交通の渋滞緩和が重要な

課題であると位置付け、重点整備路線の整備を推進する。 

 

２．内容 

 市民の移動を安全で円滑にする道路整備を行い、また、市内幹線道路ネットワーク

を構築するため、都市計画道路としては、東西道路の強化としての千歳町小生線、南

北道路の強化としての環状１号線、阿倉川西富田線の３路線、一般市道では、山村平

津線、大鐘１９号線等の早期完成に努める。 

 

３．予算額 1,699,000 千円（財源内訳）   国庫支出金   827,750 千円 

 （前年度 1,868,000 千円）           市  債      871,200 千円 

                              一般財源         50 千円 

 

千歳町小生線                    山村平津線 

    東から望む（整備後）                南から望む（整備後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了年度 

 千歳町小生線   平成２０年度 

 環状１号線      平成２０年度 

 阿倉川西富田線  平成１８年度 

 山村平津線     平成２０年度 

 大鐘１９号線     平成１９年度 

 東坂部２０号線   平成１８年度 

小杉新町２号線  平成２２年度 

担当 道路整備課 

   萩 隆吉  出口範行 

   ℡ ３５４－８２１３ 

幹線道路整備事業 
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１．目的 

 慢性的な渋滞を来たしている国道１号・２３号を補完する南北幹線道路の整備が平

成１８年度当初には供用開始の見込みとなったが、既に供用を開始している一部路線

に向かって、特に朝夕に車両が集中しており、自転車や歩行者の安全が危惧される。 

このため、準幹線道路の整備を図ることにより、交通流を適切に幹線道路に導き、

かつ分散させることにより、整備済の幹線道路の利用効率を高めたい。 

 

２．内容 

 本事業は、平成１８年度が事業初年度である。日永東日野線については、踏み切り

狭小部を車両の交互交通が可能な状態に改良する。（L=120m・歩車分離） 

阿倉川西富田線（山手）前後の幹線道路の供用開始により増加する車両に対応し

て舗装の改良を行う。（L=660m・舗装） 

下海老寺方線については、幹線道路相互を連絡するための道路として拡幅整備を

行う。（Ｌ＝1,500ｍ・調査・用地） 

  

３．予算額 120,000 千円（財源内訳）  県支出金     40,000 千円 

 （前年度    0 千円）            市  債      50,000 千円 

                            一般財源     30,000 千円 

 

日永東日野線 

      東から望む                       堀木日永線交差点より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 道路整備課 

      出口範行 

   ℡ ３５４－８２１２ 

（新）生活に身近な準幹線道路整備事業 
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１．目的 

 四日市市・楠町新市建設プランの中で、四日市市と楠町の一体化に重要な路線と

位置づけられる本橋梁は、昭和 37 年に供用を開始して約 40 余年が経過していること

から、補修・補強を行い、安全性を確保する。 

 

 

２．内容 

 橋梁下部の鋼管杭及び上部工の床版・高欄等にかなりの老朽化が見受けられる。こ

のため、平成１８年度は左岸橋脚部分を中心に補修・補強を行う。 

 

 

３．予算額 250,000 千円（財源内訳）  市  債         250,000 千円 

 （前年度  10,000 千円） 

 

 

 

     左岸から望む                         左岸から望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了年度   平成２1 年度 
担当 道路整備課 

      萩 隆吉 

   ℡ ３５４－８２１３ 

石原南五味塚線（磯津橋）橋梁整備事業 
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１．目的 

 本路線周辺は、車・人･自転車の輻輳による交通事故が後を絶たない。「市民誰もが

安心して社会参加でき、快適に暮らせる生活環境を確保した歩行空間づくり」をコンセ

プトに、市立四日市病院・四日市文化会館を始めとする各公共施設と近鉄四日市駅

を結ぶ道路の段差解消等を行い、高齢者や障害者にも配慮した歩行空間ネットワー

クの形成を図る。 

 

 

２．内容 

 本事業は、平成１６年度を事業初年度として、堀木日永線・赤堀末永線（赤堀山城

線）・四日市中央線の３路線を５ケ年で整備するもので、地域住民が抱える交通安全

に関する課題の解消を図るものである。平成１８年度は、赤堀末永線の事業未着手区

間を継続整備する。 

 

 

 

３．予算額 50,000 千円（財源内訳）   国庫支出金       27,500 千円 

 （前年度 50,000 千円）           市  債          9,000 千円 

                            一般財源        13,500 千円 

 

 

堀木日永線 

    南から望む（整備前）                    南から望む（整備後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了年度   平成２０年度 

 

担当 道路整備課 

      萩 隆吉 

   ℡ ３５４－８２１３ 

赤堀末永線（通常事業）交通安全施設整備事業 
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１．目的 

 自動車（バス）や自転車からの乗り換え拠点となる鉄道駅前に広場を整備すること

により公共交通機関の利用を促進し、市民生活の利便性の向上及び交通手段を分

散することによって渋滞緩和を図る。 

 

 

２．内容 

 四日市北部の交通結節点である近鉄・三岐富田駅西側にまちづくり交付金事業と

して駅前広場整備を進める。整備施設は、駐輪場、バス回転場、キス＆ライド駐車場

で、平成１８年度は、昨年に引き続き用地の確保に努める。 

 

 

３．予算額  135,000 千円（財源内訳）  国庫支出金      54,000 千円 

 （前年度  118,000 千円）          市  債        76,900 千円 

                             一般財源       4,100 千円 

 

 

 

近鉄三岐富田駅西口（現況）            自転車駐輪場（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了年度   平成２０年度 

担当 道路整備課 

      萩 隆吉 

   ℡ ３５４－８２１３ 

近鉄・三岐富田駅前広場整備事業 
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１．目的 

 市民の生命、財産を守る上で重要な治水事業を行っていく中で、四日市市管理の準用河

川の改修事業において、特に改修の必要な３河川に事業費を集中し、自然環境の保全に留

意しながら治水安全度を向上させていくものである。 

 

 

 

２．内容 

 本事業は昭和 49 年の集中豪雨による災害を契機として、水害を低減することを目的と

した事業で、準用河川として国の認可を受けて整備をしている。 

・準用河川朝明新川（H3～H25：全体事業費 1,711，000 千円） 

平成 18 年度実施事業・・・・多自然型護岸 L= 120m 床固め 1 箇所 

・準用河川米洗川 （H5～H28：全体事業費 700，000 千円） 

平成 18 年度実施事業・・・・多自然型築堤護岸 L= 10m 道路橋 １橋 

・準用河川萱生川（H1～H30：全体事業費 1,211，000 千円） 

平成 18 年度実施事業・・・・三岐鉄道橋及び道路橋の実施設計業務委託 1 式 

 

 

 

３．予算額  １４４，０００千円（財源内訳）  国庫支出金   ４８，０００千円 

 （前年度  １１４，０００千円）       市  債    ９１，２００千円 

                        一般財源     ４，８００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 河川排水課 

      矢田 優 

   ℡ ３５４－８２１６ 

準 用 河 川 改 修 事 業 

準用河川 

朝明新川 

№４付近 

改修前改修後 
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１．目的 

    本事業は、四日市・楠合併前からの懸案事項で、早急に事業化して治水安全度の

向上を図っていかなければならないことから、平成 18 年度より継続的に事業を推

進していくものである。 

    また、事業実施箇所は桜並木等があり、市民の憩いの場所ともなっているのでそ

の環境を守るような整備を行っていく。 

 

 

２．内容 

    普通河川三鈴川河川改修事業は下流の開栄樋門から近鉄名古屋本線までの延長

約 1200m について改修計画を策定し、改修していく事業で、治水安全度の向上はも

とより緩傾斜護岸の採用で親水空間の確保、多自然型護岸で桜並木等の自然環境の

保全を図っていくものである。 

    平成 18 年度実施事業 

・普通河川三鈴川詳細設計業務        １式（多自然型配慮） 

    ・普通河川三鈴川河川改修工事   多自然型護岸工  L= 150ｍ  

                     管理用通路の整備   １式 

 

 

３．予算額  ２０，０００千円 （財源内訳）  市  債   １９，５００千円 

（前年度       ０千円）           一般財源      ５００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 河川排水課 

      矢田 優 

   ℡ ３５４－８２１６ 

（新）普通河川三鈴川河川改修事業 
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１．目的 

 本事業は準用河川十四川の治水安全度の向上を目指すもので、河積の拡大を図ってい

くのが本来であるが、下流域で人家が連担していること、近鉄名古屋本線や橋梁等があ

ることから河積の拡大が困難である。 

このため、上流域に洪水調整池を設置して中・下流域の治水安全度を向上させるもので

ある。 

 

２．内容 

 十四川調整池は地形や自然排水、流域を考慮して、富田山城線北・北勢バイパス西の

場所を選定した。ここに時間最大雨量 72.8mm／hr に対応できる貯水量約 20,000㎥、底

面積約 7,000 ㎡の調整池を設置するため、平成 17 年度より用地買収に着手し、平成 18

年度に用地買収を完了していきたい。引き続き調整池の築造工事に着手するものである。 

  

平成 18 年度 

 用地買収・・・・・・・４筆（５，６３０㎡） 

 

 

３．予算額 ２０４，４００千円  （財源内訳） 市  債  ２０４，４００千円 

 （前年度 １１９，８００千円）   

                              

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 河川排水課 

       矢田 優 

   ℡ ３５４－８２１６ 

十 四 川 排 水 対 策 事 業 

北勢バイパス
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１．目的 

 垂坂公園・羽津山緑地は、中核市を目指す四日市市の住宅地域にあって、市民の幼児から

高齢者までの幅広い層にわたって休憩、散策、軽スポーツ等の多様かつ日常的なレクリエーシ

ョン利用に供することができること、また、その豊かな緑が大気浄化などの環境保全に役立つこ

とから、緑の基本計画における重要な緑の空間として位置付けられている。 

 さらに、緊急時における避難場所としての機能を確保することの重要性に鑑み、早急な整備

を推進する。 

 

２．内容 

【事業概要】 

 計画面積    ：３９．７ｈａ 

 開設面積    ：１８．５ｈａ（平成１３年４月１日） 

 事業認可    ：平成１７年度予定 

事業面積    ：９．４ｈａ 

 事業費     ：２，０００百万円（平成 18 年度～平成２５年度） 

 【H18 年度】 

  事業費   １８０百万円 

  用地取得  15,000 ㎡（別途公社依頼分 20,000 ㎡） 

 

３．予算額 １８０，０００千円 （財源内訳） 国庫支出金  ６０，０００千円 

 （前年度       ０千円）       市  債  １０８，０００千円 

                       一般財源   １２，０００千円 

 

担当 市街地整備・公園課 

        土永 忠 

℡  ３５４－８１９７ 

（新）垂坂公園・羽津山緑地整備事業 

N
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１．目的 

  東海地震及び東南海・南海地震の発生が危惧される中、本市の耐震対策の一環とし

て、長期使用する住宅について耐震補強工事を行う。 

 

２．内容 

  茂福市営住宅団地全４棟１１２戸に対し、平成１６年度から３年間で耐震補強工事

を行う。 

      平成１６年度実績    １棟３２戸 

      平成１７年度見込    １棟３２戸 

      平成１８年度予定事業  ２棟４８戸       計 ４棟１１２戸 

     

３．予算額  ５６，６００千円 （財源内訳） 国庫支出金  ２１，６００千円 

 （前年度  ３５，０００千円）       市債     ２６，４００千円 

                       その他特財   ８，６００千円 

                        

 

 

（着工前） 

 

 

（着工後） 

 
 

担当  都市整備部 市営住宅課 

鈴木 祥夫 

℡ ３５４－８２１８  
 

 

市営住宅耐震補強事業 
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市立四日市病院 

 

新年度予算における基本的な方針 

当院は、公的病院として、より良質な医療を提供し、市民から信頼される患者本位

の心のこもった医療を実現するとともに、地域の医療機関との連携を強化しつつ、急

性期医療・高度医療の役割を担う地域の中核病院を目指している。 

新年度には診療報酬のマイナス改定が見込まれ、厳しい事業運営が予想されるなか、

地域における当院の責務を果たしつつ、より効率的な病院運営を進めるため、１９年

度を初年度とする中期経営計画を策定する。このほか、療養環境の改善を図るととも

に、医療の高度化・専門化に対応するために、病棟の増築、５～６人部屋の解消、手

術室の増設などの病院施設整備事業の着工、並びに磁気共鳴断層撮影装置などの最新

鋭医療機器を導入する。また、医療の効率化と質の向上に資する総合医療情報システ

ムとしての電子カルテシステムの開発を継続する。 

 

１．中期経営計画策定事業について 

急性期医療・高度医療を担う地域の中核病院として、より良質な医療を提供し、市

民から信頼される患者本位の医療を実現するとともに、より効率的な病院運営を進め

るため、１９年度を初年度とする中期経営計画を策定する。 

【主な事業】 中期経営計画策定調査費       当初予算額  1,000 千円 

 

２．病院施設整備事業について 

療養環境の改善を図るために５～６人部屋の解消・個室の増室、手術室の増設や外

来棟の改修など、病棟の増築・既設病棟等の全面改修を行うものであり、本年度は前

年度に引き続き実施設計及び託児所整備工事を行うとともに、病棟増築工事等に着手

する。 

【主な事業】 病棟増築・既設改修事業       当初予算額 1,540,404 千円 

             （別途、19～21 年度債務負担行為額 7,164,312 千円） 

       託児所整備事業           当初予算額  44,098 千円 

       

３．医療機器整備事業について 

当院の目指す最新の高度・専門医療を提供していく上で必要不可欠な高度医療機器

等の整備を図るために、耐用年数を経過した機器の更新等を行う。 

【主な事業】 磁気共鳴断層撮影装置更新      当初予算額 168,000 千円 

       乳房バイオプシーシステム新規導入  当初予算額  42,000千円 

         その他医療機器更新等        当初予算額 289,000千円  
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４．電子カルテシステム整備事業について 

平成２０年度からの稼働を目指し、電子カルテシステムの開発を継続する。本年度

は、システム導入業者を選定するとともに、一部関連機器を先行導入する。 

【主な事業】 電子カルテシステム整備事業     当初予算額 734,790 千円 

                  （別途、19 年度債務負担行為額 944,160 千円） 
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１．目的 

   急性期医療・高度医療を担う地域の中核病院として、より良質な医療を提供し、

市民から信頼される患者本位の医療を実現するとともに、より効率的な病院運営を進め

るため、平成１９年度を初年度とする中期経営計画を策定する。 

 

 

２．内容 

   （１） 中期経営計画策定調査費 

   （２） 中期経営計画策定 

        ・ 事業運営の基本方針 

        ・ 事業運営の目標 

        ・ 経営基盤強化への取組に係る基本方針 

        ・ 中期財政収支計画、その他 

 

 

３．予算額   １，０００千円（財源内訳） 自己財源    １，０００千円 

（前年度       ０千円）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期経営計画策定事業

担当 市立四日市病院総務課 

      伊 藤 

       ℡ ３５４－１１１１ 
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１．目的 

   ５～６人床部屋を４人床化し、個室を増設するほか、増加する手術件数に対応す

るため、手術室を増設するとともに、外来棟を改修するなど、療養環境の改善を図るた

めに、新病棟を増築し、既設病棟等の全面改修を行う。 

   本年度は、前年度に引き続き病棟増築等の実施設計及び託児所整備事業を実施す

るほか、２１年度までの継続事業として病棟増築・既設改修工事に着手する。 

 

２．内容 

   （１） 病棟増築・既設改修工事実施設計業務委託 １１７，１１０千円 

   （２） 病棟増築・既設改修工事 １，４０６，７５３千円 

        （別途、１９～２１年度債務負担行為額 ７，０９１，９４７千円） 

   （３） 病棟増築・既設改修工事監理業務委託 １６，５４１千円 

           （別途、１９～２１年度債務負担行為額 ７２，３６５千円） 

   （４） 託児所整備事業 ４４，０９８千円 

 

３．予算額 １，５８４，５０２千円（財源内訳）企 業 債１，４５６，５００千円 

 （前年度    ９３，６３２千円）     一般財源   ４１，９５２千円 

           自己財源   ８６，０５０千円 

 

 ※ 工事概要・スケジュール 

  ◎ 病棟増築‥‥‥７階建・11,569 ㎡、病棟、手術室（１２室）、医局、厨房、 

           霊安室等 

  ◎ 既設病棟改修‥５～６人床室の４人床化、内装全面改装、トイレ・洗面所 

           の増設等 

  ◎ 循環器センター、脳卒中センター、消化器センターの新設 

  ◎ 外来棟改修‥‥プライバシー確保のための診察室整備 

  ◎ その他‥‥‥‥中央診療部改修、サービス棟改修、電気・機械設備の更新等 

     

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
託児所整備
基本・実施設計
病棟増築
既設病棟等改修  

 

 

病院施設整備事業 
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担当 市立四日市病院総務課 

      伊 藤 

       ℡ ３５４－１１１１ 
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１．目的 

   医療の高度化に的確に対応するため、最新医療機器を導入する。 

 

 

２．内容 

   （１） 磁気共鳴断層撮影装置           １６８，０００千円 

   （２） 乳房バイオプシーシステム          ４２，０００千円 

   （３） 手術用顕微鏡、他             ２８９，０００千円 

 

 

３．予算額 ４９９，０００千円（財源内訳） 企 業 債  ４５０，０００千円 

（前年度 ４９９，０００千円）        自己財源   ４９，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機器整備事業 

担当 市立四日市病院総務課 

      伊 藤 

       ℡ ３５４－１１１１ 
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１．目的 

   患者サービスの向上や医療の質の向上、業務の効率化を図るために、診療情報を

電子データで一元管理する電子カルテシステムの開発を継続し、平成２０年４月か

らの稼働を目指す。本年度は導入業者を決定するとともに、中核となる画像情報シ

ステムを先行導入してフィルムレス化を推進するなど、本格的なシステム開発に着

手する。 

 

２．内容 

   （１） 電子カルテシステム導入支援業務委託 

      ・ 電子カルテシステム導入業者選定 

      ・ 接続機器導入計画策定支援 

      ・ 開発委託業務進捗管理支援 

   （２） 電子カルテ画像情報管理システム導入 

      ・ 医用画像保管・電送システム、フルデジタル一般撮影システム等 

   （３） 電子カルテシステム開発業務委託 

      ・ システム開発本体 

 

３．予算額 ７３４，７９０千円（財源内訳） 企 業 債  ７２３，３００千円 

 （前年度   ５，８００千円）      一般財源    ５，７４５千円 

                      自己財源    ５，７４５千円 

            （別途、１９年度債務負担行為額 ９４４，１６０千円） 

 

 ※ 電子カルテシステム導入スケジュール 

  ◎ 平成１８年度 

     電子カルテシステム導入業者決定 

     画像情報管理システム導入 

     システム基本設計・詳細設計、帳票類等の調整等 

  ◎ 平成１９年度 

     システム開発、ネットワーク開発、機器設置 

     マスタ登録、データ移行、検証、操作教育、運用の調整等 

 

 

 

 

 

担当 市立四日市病院総務課 

      伊 藤 

       ℡ ３５４－１１１１ 

電子カルテシステム整備事業
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収入役室 

 

新年度予算における基本的な方針 

公金の運用については、安全性を第一に、流動性、効率性の優先順位に基づき、運用方

法を検討・実施するとともに、適正な会計事務執行のための支援を行う。 

 

１．会計管理事業について 

今年度も会計事務研修や実地検査等を実施し、会計事務に関する相談、支援、指導等を

行う。 

また、公金の運用について、関係課と定期的に協議を行い、より効率的な運用に努める。 

 

 

【主な事業】  会計管理経費  当初予算額  １５，３９２千円 
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議 会 事 務 局 

 

新年度予算における基本的な方針 

議会が市民の代表機関としての役割を果たすとともに、議会に対する市民の関心を

高める。 

議会運営における見直しを行い、議会の活性化を図るとともに、議会情報の公開に

努め、より市民に開かれた議会を目指す。 

 

１．議会の活性化等について 

議会が市民の代表機関として、行政の監視や政策提案等の役割を果たすことができ

るよう、適法かつ効率的な議会運営を行うとともに、議会の活性化を図る。 

【主な事業】  政務調査費       当初予算額 ４３，６８０千円 

        議会運営費７５，１３５千円のうち 

        行政視察        当初予算額 ２０，１６４千円 

        議員パソコン・インターネット事業 

                    当初予算額  １，１７８千円 

 

２．市民に開かれた議会について 

議会に対する市民の関心を高めるため、市民に開かれた議会を目指し、市民への議

会情報の提供を進める。 

【主な事業】  議会運営費７５，１３５千円のうち 

        本会議テレビ放映委託事業 

                    当初予算額 ２３，６７２千円 

        広報紙等作製事業    当初予算額 １０，２３６千円 

        ホームページ作成事業  当初予算額    １００千円 

        市議会モニター制度運営費 

         当初予算額    ３８４千円  
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１．目的 

   議会に対する市民の関心を高めるため、市民に開かれた議会を目指し、市民への

議会情報の提供を進める。 

 

 

 

 

 

２．内容 

   市民に開かれた議会を目指し、年４回の定例会における本会議の模様をテレビ中

継することにより、市議会及び市政に関する市民の関心をさらに高めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

３．予算額  ２３，６７２千円  （財源内訳）一般財源   ２３，６７２千円 

 （前年度  ２８，６０５千円）        

                        

                        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 議会事務局議事課 

    岡本 千幸 

   ℡ ３５４－８２５７ 

本会議テレビ放映委託事業 
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監査事務局 

 

新年度予算における基本的な方針 

市の財政が公正かつ効率的に執行されているのか、市行政の実績や成果が住民の福

祉と行政水準の向上に寄与しているかどうかに重点をおいて監査委員の行う監査事

務の補助を行う。 

 

１．定期監査について 

財務に関する事務の執行及び経営にかかる事業の管理が最少の経費で最大の効果

を挙げているかに留意し、予算の執行及び財産の管理などが適法、適正かつ効率的に

行われているかの検証を主眼として行政機構別に実施する。 

 

２．行政監査について 

市の事務執行に関し、事務組織及び執行体制、事務処理の手続き方法、事務の執行

状況、施設の管理運営、その他行政運営全般について、公正で効率的かつ効果的に行

われているかの視点から監査を実施する。 

定期監査に平行して、「指定管理者制度の導入状況」、「要綱・要領・基準等の作成

状況」、「時間外勤務の状況」、「原課契約工事の執行状況」｢業務棚卸表｣の５項目を監

査するとともに、これらとは別途にテーマ設定をした監査も行う。 

 

３．その他の監査、検査、審査について 

上記のほか、出資団体監査、財政援助団体監査、工事監査を行うとともに、例月出

納検査、決算審査、基金運用状況審査を行う。 

 

【主な事業】    監査事務一般経費  当初予算額 ２，０１３千円 
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教 育 委 員 会 

 

新年度予算における基本的な方針 

 学校教育については、「四日市市学校教育ビジョン」の基本方針である「新しい時代をたく

ましく切り拓いていく子どもの育成」の実現をめざして、その基本目標を達成するための各種

施策の効果的・効率的な推進を図る。また、予算執行における学校裁量の拡大を図り、各学

校が策定している「学校づくりビジョン」の実現を支援する。 

主な施策として、引き続き小中全学年において主要教科での少人数授業を推進するほか、

教職員の資質向上を図るため、非常勤講師等へ指導助言を行う指導員を新たに確保する。さ

らに、学校運営に保護者や地域住民が参画するコミュニティスクール制度の導入に向けたモ

デル事業に着手する。 

社会教育においては、引き続き市民ニーズに応じた効果的・効率的な事業の実施に努め

る。 

主な施策として、学校・ＰＴＡや地域と連携して家庭教育向上や青少年非行防止、さらには

学童保育事業への支援等に取り組む。また、社会教育施設において、引き続きそれぞれの特

性を生かした学習機会・情報の提供等を推進する。さらに、生涯スポーツの振興を図るため、

引き続きスポーツ環境の整備や地域スポーツクラブへの支援等に努める。 

 

１．生きる力・共に生きる力の育成について 

（１）確かな学力（基礎・基本）の定着 

全ての小中学校において、基礎・基本の徹底に向けて、小学校では国語・算数、中学校

では数学・英語の授業を３０人以下で実施する。また、小学校５年生、中学校２年生で到達

度検査を実施し、基礎学力定着の改善策等の提言を行う。平成１８年度から全中学校区に

おいて、これまでの実践研究を生かした「学びの一体化」推進の体制づくりやカリキュラム開

発等に取り組む。 

国際化時代に対応するため、小学校３～６年生で年間１０時間以上の英語活動が、中学

校では週１時間の日本人教師とのティームティーチングによる英語指導が可能となるよう、

全体で１８名のネイティブの英語指導員を派遣する。 

【主な事業】 ○新 基礎学力・教育力ジャンプアップ事業 

 当初予算額  １８５，０００千円 

（うち１８０，１００千円） 

基礎学力定着向上事業     当初予算額    ６，９０８千円 

学びの一体化推進事業     当初予算額      ７２２千円 

学校英語教育充実事業     当初予算額   ８６，３０６千円 

 

（２）豊かな人間性の育成 

学校図書館の活性化を図るため、小中学校に司書１３名を派遣し、図書館担当教諭への
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助言及び子どもの活動支援・図書館ボランティアへのアドバイス等を行う。 

幼稚園・小中学校において、発達段階に応じた人権カリキュラムや学習プログラムの作成、

公開授業や人権フォーラムを実施する。 

【主な事業】 学校図書館いきいき推進事業      当初予算額    ３９，６４５千円 

人権教育推進校園委託          当初予算額       ９００千円 

○新 中学校区子ども人権フォーラム     当初予算額     １，１００千円 

 

（３）生徒指導の充実 

いじめ等問題行動や不登校に対応するため、小中学校へスクールカウンセラー及び心の

教室相談員等を配置するとともに、適応指導教室における受け入れを行う。 

年々増加する来日外国人園児児童生徒に対し、一層適切な日本語指導や学校生活へ

の適応がより円滑となるよう適応指導員の派遣の充実を図る。 

【主な事業】 生徒指導対策事業費   当初予算額    ７，５２０千円 

不登校対策事業費           当初予算額    １，６００千円 

適応指導教室事業           当初予算額    ８，９９８千円 

教育相談事業              当初予算額   １１，４８０千円 

来日外国人児童生徒教育充実事業 

当初予算額   ２４，１４３千円 

 

（４）特別支援教育の推進 

障害のある児童生徒に対して、一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別な教育的支援を

推進するため、保・幼・小・中が連携した相談支援体制の構築を図る。また、引き続き小中学

校の特別支援教育について助言・連絡調整を行う「地域特別支援教育コーディネーター」

のほか、障害児学級に介助員を配置する。 

【主な事業】 特別支援教育推進事業  当初予算額    ２，７１５千円 

障害児学級児童生徒介助費    当初予算額  １００，９５５千円 

教育相談事業              当初予算額    ６，５６１千円 

 

２．信頼に応える学校経営、保護者・地域とともにつくる学校（園）について 

地域住民等が一定の権限と責任を持って学校運営に参画するあり方（コミュニティスクー

ル制度）について、調査・研究に着手する。また、「学校づくりビジョン」の実現に向けた教育

活動等を支援する。特に平成１８年度から既存事業を学校づくりビジョン推進事業に統合の

うえ拡充し、より柔軟な予算執行を図り、学校裁量を拡大する。 

また、公立幼稚園各園における特色を活かした園づくりを一層進めるとともに、地域にお

ける幼児教育センターとしての機能を高める。 

さらに、小中学校・幼稚園・地域において、人権を尊重し、差別をなくす実践力の育成に

つながる人権教育が推進されるように事業を実施する。 

【主な事業】 ○新 コミュニティスクール調査研究事業 

当初予算額      ７００千円 
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○新 学校づくりビジョン推進事業   当初予算額    ２４，８００千円 

○新 園づくり支援事業          当初予算額    ２，３０５千円 

子ども人権文化創造事業     当初予算額    ５，４００千円 

 

３．教職員の資質向上について 

教職員研修について、教育実践に直結する講座を多く設定するとともに、年代や職務内

容に応じた研修講座の充実を図るなど、研修体系の見直しを進める。また、経験の少ない

非常勤講師等への指導・助言を行うための指導員を新たに確保し、学校の教育力のレベル

アップを目指す。 

さらに、各校１名の学校人権教育リーダーに加え、平成１８年度・１９年度で参加体験型研

修等により、新たな学校人権教育のリーダーを各校１名養成する。 

【主な事業】 教職員研修事業          当初予算額     ５，３３６千円 

○新 基礎学力・教育力ジャンプアップ事業 

当初予算額   １８５，０００千円 

（うち４，９００千円） 

学校人権リーダー育成研修事業 当初予算額      ４２０千円 

 

４．学校環境の整備について 

児童生徒の通学時の安全確保のため、通学路の交通安全施設等を引き続き整備するととも

に、不審者等への対応として、地域と一体となった見守り活動を推進する。 

ＰＦＩ方式による４校一括の学校施設整備については、平成１７年度で２校の整備を終え、

平成１８年度では残り２校の整備工事を完了する。また、昭和３０年代建設の老朽化した校

舎１校を改築するとともに、児童・生徒数の増加による教室不足の解消と教育環境の向上を

図るため校舎増築を２校で行うほか、その他２校については仮設校舎リースにより当面の対

応を行う。バリアフリー化施設整備については６校で、衛生管理強化のための給食室の改

修については 1 校で工事を行う。 

さらに、各小・中学校での情報教育推進のための機器更新及びコンピュータ運営支援等、

時代に対応した学校教育環境の充実を図る｡ 

【主な事業】  通学路交通安全施設整備事業     当初予算額    ３０，０００千円 

小中学校改築整備ＰＦＩ事業     当初予算額１，３０２，１３５千円 

小中学校改築整備事業＜楠小＞ 当初予算額  ４９８，７１５千円 

小中学校増築整備事業        当初予算額  ４８９，９１４千円 

バリアフリー化施設整備事業     当初予算額  １６５，０００千円 

給食室改修整備事業          当初予算額   ３２，５００千円 

教育情報通信システム事業      当初予算額  ２３０，１６３千円 

 

５．家庭教育の向上と青少年の健全育成について 

青少年の社会性や自主性等を育成するため、家庭教育向上への支援、地域青少年育
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成活動の促進、有害情報への対応、青少年非行防止や学童保育事業の支援などに取り組

む。 

また、子どもの読書活動の推進については、平成１７年度に策定した推進計画に基づき

研修会を企画する。 

【主な事業】   家庭教育講座委託事業           当初予算額     １，５７５千円 

子どもと若者の居場所づくり事業 

当初予算額    ３，０８１千円 

学童保育事業費補助事業       当初予算額   ５９，６０３千円 

子どもの読書活動推進事業      当初予算額      ４２５千円 

 

６．生涯学習機会の提供について 

博物館においては、他の博物館との連携による展示や大学との連携による番組制作など

幅広い視野に立った事業展開を図る。また、地域や学校との連携を一層深めて教育普及

活動を推進し、より多くの市民に学習機会を提供する。 

図書館においては、読み聞かせ講座等の読み語り支援や「読書に関するエッセーコンク

ール」の開催等作文活動の奨励事業等により、文字・活字文化の振興を図る。また、利用者

のニーズを把握し、リクエストの優先購入など効果的な資料配備に努める。 

【主な事業】  特別展等開催事業            当初予算額    ４７，７１９千円 

プラネタリウム投映事業      当初予算額   １３，１４９千円 

図書館運営事業（文化事業）  当初予算額      ６３６千円 

図書資料整備費          当初予算額   ２７，４８２千円 

 

７．文化財関係について 

文化財、埋蔵文化財については、その適正な保存と維持管理に努めるとともに、久留倍

遺跡について、国史跡として保存し、史跡公園として活用するための基本計画の策定やそ

れに伴い必要となる学術調査、北勢バイパス附帯工事の実施設計を行う。 

【主な事業】 ○新 久留倍遺跡保存活用事業          当初予算額   ２０，０００千円 

埋蔵文化財発掘調査受託事業    当初予算額    ７２，９６２千円 

 

８．スポーツ・レクリエーションについて 

中央緑地陸上競技場の耐震補強工事を実施し、施設利用者の安全を確保するなどスポ

ーツ環境の整備を図るとともに、平成１８年４月から市内２６の運動施設について指定管理

者制度を導入し、管理コストの縮減と市民サービスの向上を図る。 

また、生涯スポーツの普及、振興を図るため、引き続き総合型地域スポーツクラブの運営

支援及び設立に向けた啓発活動を行う。 

【主な事業】 中央緑地運動公園施設整備事業（陸上競技場耐震補強工事） 

当初予算額   １７，３７０千円 

総合型地域スポーツクラブ育成事業 

当初予算額    ６，４５０千円 
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基礎学力・教育力ジャンプアップ事業 

 

 

 

 

１．目的 

小・中学校のすべての学年において、基礎学力の徹底と学習習慣等の確立のた

め、１学級の児童・生徒数が 30 人を超える学級を対象に、よりきめ細やかな指導の

実施を目的として引き続き教員加配事業を行う。 

本年度は、さらに充実した事業の展開を図るため講師の指導力、資質の一定レ

ベルの確保および向上を目的とした事業を付加し、一体の事業として実施、レベル

アップを図る。 

 

 

２．内容 

 （１） 非常勤講師の配置による少人数授業の実施      

ゆとりある教育活動を実施する中で、どの子にも各教科等の基礎的・基本的な

内容を確実に身につけさせるため、児童生徒の習熟の程度に違いが生まれやす

い教科（小学校：国語・算数、中学校：英語・数学）の学習を、30 人以下で実施で

きるよう引き続き非常勤講師を配置し少人数授業を展開する。 

 

 （２） 指導員による若手教員・講師への指導・助言 

充実した授業の展開を図るため、経験の少ない若手教員や講師の指導力、資

質向上をめざし、個々の課題に応じて指導・助言する指導員を新たに確保する。 

 

 

 

３．予算額 １８５，０００千円   （財源内訳）一般財源 １８５，０００千円 

 （前年度 １９５，４０６千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当 教育委員会 学校教育課 

    石黒 

    ℡ ３５４－８２５０ 
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１．目的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律改正（平成 16 年 9 月）により設置可能

となった学校運営協議会を通じて、地域住民等が一定の権限と責任を持って学校運

営に参加する学校の在り方について、本市においても調査・研究に着手することで、

地域・保護者と学校が一体となった新しい学校経営や効果的な教育活動の実現を図

る。 

 

２．内容 

○ モデル校による調査研究   １８年度は２校を予定 

○ 調査研究期間    ３か年程度 

○ 調査研究内容 

① 地域・保護者が参画する学校運営の在り方 

② 効果的な地域独自カリキュラムの創造 

③ 学校と地域・保護者の連携の在り方 

④ 学校運営協議会の権限の範囲や在り方 

⑤ 教育委員会との関係の在り方 

⑥ 教育委員会による学校長の学校経営への支援・援助の在り方    など  

□ 平成１８年度の事業計画 

・ モデル校の指定 

・ モデル校運営協議会の設置、運営  

・ 先進校視察  

 

３．予算額   ７００千円（財源内訳）  一般財源    ７００ 千円 

 （前年度    ０ 千円） 

 

 

 

 

                   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティスクール調査研究事業 

担当 教育委員会 教育総務課

    市川 

    ℡ ３５４－８２３７ 

 

学校の指定 

委員の任命 
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１． 目的 

各小･中学校が「学校づくりビジョン」を策定し、めざす子どもの姿・めざす学

校の姿の実現に向けた教育活動や研修によって魅力ある学校づくり、地域に信頼さ

れる学校づくりを推進する。このような学校づくりの取り組みが充実できるよう支

援を行う。 

 

２．内容 

(1) 実施対象校     全小中学校（小学校 40 校、中学校 22 校） 

  

(2) 事業内容 

① 小中学校への支援 

・ 各学校長から平成１８年度「学校づくりビジョン」推進のための重点・具

体的方策及び予算計画についてヒアリングを実施し、学校規模や有効利用等

を勘案した予算配分を行う。事業の進捗や実績について把握し、評価を行い

次年度につなげる。 

  

② 負担金 

     ・ 総合的な学習の時間等における外部協力者の傷害保険 

 

３．予算額  ２４，８００千円  （財源内訳）一般財源 ２４，８００千円 

 （前年度  １０,３５８千円）    

 

 

 
 

学校づくりビジョン推進事業 

担当 教育委員会 指導課 

    伊藤 

    ℡ ３５４－８２５５ 
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１．目的 

   学校教育における人権教育の充実及び質の向上を図るには、カリキュ

ラムの作成や研修の中心となり得る人材が不可欠である。そのため、小

中学校におけるリーダー養成を目指した実践的な研修会を行うことによ

り、人権教育についての深い知識と実践力を備え、地域に根ざした指導

者の養成をする。 

 

 

２．内容 

  （１）小中学校の人権教育を推進するリーダーとなり得る教員を対象に

実施する。 

（２）大学教授級の指導者の下、「人権総合学習」「部落史学習」「参加体験

型研修」をテーマに講演と演習形式で研修会を実施する。 

 

実施期間  1 年間 

事業対象者  小中学校の教員（３１名） 

         （１９年度 新規３１名実施予定） 

 

 

３．予算額     ４２０千円  （財源内訳）一般財源   ４２０千円 

 （前年度     ６４０千円）        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校人権教育リーダー育成研修事業 

担当 教育委員会 人権・同和教育課

    西山 

    ℡ ３５４－８２５３ 
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１．目的 

   老朽化とともに耐震性の低い昭和３０年代に建設された楠小学校校舎の改築整

備を行うことで、児童の安全確保と教育環境の充実を図る。 

 

 

２．内容 

  校舎改築整備事業（平成１７年度～２０年度継続事業） 

   ・本体建築工事（既設校舎解体撤去含む）、工事監理委託、仮設校舎リースのう

ち平成１８年度事業分 

    鉄筋コンクリート造 4 階建て ４，６７０㎡ 

    普通教室１２室、多目的教室、音楽室２室、図工室、家庭科室、図書室、 

相談室、ランチルーム、多目的会議室 

 

 

３．予算額 ４９８，７１５千円  （財源内訳）国庫支出金  ５９，２６３千円 

  （前年度 １８，１００千円）       市  債  １４５，９００千円 

                       一般財源  ２９３，５５２千円 

                        

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楠小学校完成イメージ図 

 

 

 

小中学校改築整備事業＜楠小学校＞ 

担当 教育委員会 教育施設課

    村崎 

    ℡ ３５４－８２４３ 
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１．目的 

   児童数の増加により学校運営に支障をきたさないよう校舎増築等の整備を行い教

室不足の解消を図る。 

 

 

２．内容 

・常磐小学校校舎増築事業 

         特別教室 3教室の増築工事 鉄筋コンクリート造３階建て ８６９㎡ 

（関連整備）プール改築工事 １６ｍ×２５ｍ 低学年用含む 

 

・海蔵小学校校舎増築事業 

        普通教室 6室の増築工事 鉄筋コンクリート造３階建て ６４５㎡ 

      

   ・内部中学校仮設教室リース（平成２０年度までの債務） 

     普通教室３教室  鉄骨造平屋建て ２４３㎡  

 

     

３．予算額 ４８９，９１４千円  （財源内訳）国庫支出金 １２３，０８５千円 

  （前年度 １５，０００千円）       市  債  １６９，１００千円 

                       一般財源  １９７，７２９千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 教育委員会 教育施設課

    村崎 

    ℡ ３５４－８２４３ 

小中学校校舎増築事業 
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久留倍遺跡保存活用事業

 

１．目的 

  北勢バイパスの計画変更により保存された久留倍遺跡（大矢知町）を国史跡として保存す

るとともに、史跡の特性を活かし、歴史や文化を学ぶことのできる空間、憩いと安らぎの空

間として活用できるよう整備する。 

 

２．内容 

  久留倍遺跡の史跡予定区域（約20,000㎡）・史跡活用区域（約5,000㎡）を対象に以下の

事業を実施する。 

 (1) 遺跡の保存活用のための「整備基本計画」の策定とそれに基づく整備事業 

 (2) 遺跡整備事業のうち北勢バイパス工事に附帯する事業（見学者用通路、雨水排水施設

等）の設計・工事 

 

 18 年度予定事業 

  ① 整備基本計画の策定 

  ② 北勢バイパス附帯工事（見学者用通路、雨水排水施設）の実施設計 

  ③ 遺跡の学術調査と埋め戻し 

 

３．予算額  

     ２０，０００千円      （財源内訳） 県支出金  ６，４００千円 

 （前年度 ２，４７０千円）            一般財源 １３，６００千円 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 教育委員会 社会教育課

    荒木 

    ℡ ３５４－８２４０ 
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１．目的 

  大規模地震に備えて、施設利用者の安全確保と広域拠点へリポートとしての機能向

上を図る。 

 

２．内容 

  平成１３年度に耐震診断調査を実施し、要補強との報告を受け、平成１５年度に耐

震補強工事の基本設計及び実施設計を行った。予想される「東南海地震」等の大規

模災害に備え、早期に工事を実施する必要がある。 

   

〔主な工事内容〕 

         ・１階 RC 壁増設    ４箇所 

・観覧席 RC 袖壁    ６箇所 

         ・北棟１階 RC 袖壁  １０箇所 

 

３．予算額  １７，３７０千円  （財源内訳）市  債   １５，２００千円 

 （前年度 ２８８，０００千円）       一般財源    ２，１７０千円 

                        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央緑地運動施設整備事業（陸上競技場耐震補強工事）

中央緑地陸上競技場

担当 教育委員会 スポーツ課 

    来田 

    ℡ ３３０－３１３１ 
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消 防 本 部 

 

 

新年度予算における基本的な方針 

安全・安心のまちづくりに向けて、消防力の強化、消防救急体制の充実を図る。 

まず、「８分消防５分救急」の実現のため、（仮称）中央分署の建設、桑名市との共同運用

を行う新消防緊急通信指令システムの構築を昨年度に引き続き進める。 

そのほか、消防艇の外部委託、消防防災設備機器の整備、地震等大規模災害対策や

救急業務の高度化をさらに推進する。 

また、新分署開設に向けて職員定数増を図るとともに局制の導入など組織機構の見直し

を行う。 

 

１．四日市市中消防署中央分署整備事業について 

平成 20 年 12 月の開設を目指し、平成 17 年度に用地を取得、敷地面積は 5,147 ㎡、

庁舎本体延べ面積約 2,700 ㎡として基本設計を策定。平成 18 年度は実施設計及び整地

工事等を行う。 

【主な事業】  （仮称）中消防署中央分署整備事業費    

                         当初予算額    ５３，７００千円 

 

２．新消防通信指令システムの共同運用について 

桑名市と調整を行い、平成 18 年 6 月議会に四日市市及び桑名市消防通信指令事務

協議会規約を上程し、協議会を設立。その後、桑名市において契約を行い、機器の搬入、

作業テストを経て平成 19 年 4 月に運用開始を予定 

  【主な事業】   消防通信指令システム更新事業 

      当初予算額   ３７６，６００千円 

  

３．消防艇外部委託について 

現消防艇「あさかぜ」は、平成 19 年度に更新時期を迎え、現在の消防艇と同程度の艇

を新規に購入すれば約 2 億 3000 万円の購入費が必要となる。 

 消防艇の年間出動件数は過去１０年間の平均で１０件に満たない状況であり、その内の

４５％が水難事故であることから、平成１７年度に機動性の高い救助用ボートを配備し、沿

岸部における水難救助体制の強化を図るとともに、平成１８年度には火災・油漏れ等の災

害に対応するため、消防艇の外部委託を行い、海上防災体制の維持及び経費の節減を

図る。 

【主な事業】  消防艇外部委託事業   当初予算額  ３，８４０千円 
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４．耐震性貯水槽整備事業について 

大規模災害発生時の水利を確保し、災害の拡大防止を図るため年次的・計画的に耐震

性貯水槽の整備を図る。 

平成 18 年度には、大矢知地区西富田町若宮公園、楠町本郷歴史民族資料館西に６０ｔ

を、八郷地区伊坂町西部、桜地区桜台一丁目桜台 1号公園に４０ｔの耐震性貯水槽を設置

する。 

   【主な事業】耐震性貯水槽整備事業     当初予算額 ３３，４００千円 

     

５．消防車両更新事業について 

（１） 南消防署への消防ポンプ付救助工作車の配備について 

 現在の救助体制は、中消防署に救助工作車Ⅲ型、北消防署に救助工作車Ⅱ型を配備し

ているが、南消防署は普通ポンプ自動車（CD-2）に救助資機材を積載した車両で救助にあ

たっている。今回、この普通ポンプ自動車が更新時期を迎えるにあたり消防自動車と救助工

作車の両機能をあわせ持たせることとし、救助工作車Ⅱ型にポンプを艤装して購入する。 

 

（２） 水沢分団へのタンク付消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）の配備について 

現在水沢分団に配備されている消防車は、平成２年度に購入したもので、ＮＯxＰＭ法に

より使用期限が平成１９年３月までとなっており、平成 18 年度事業として更新を行うものであ

る。 

水沢地区は、山林面積の占める割合が大きく、山林火災が発生した場合水利の確保が

難しく、タンク水による初期消火活動が火災の拡大防止に不可欠であることから水沢分団に

タンク付消防ポンプ自動車を配備する。 

  【主な事業】消防車両更新事業     当初予算額 １０５，１００千円 

    

６．救急業務の体制の整備および高度化の推進について 

平成 4 年から救急救命士の養成を開始し、現在２８名の有資格者を配置している。将来

的には全ての救急車に少なくとも１名以上の救急救命士を搭乗させることを目標（５４名）

に今後も養成を継続していく。 

また、救急救命士に対する処置範囲（気管挿管、薬剤投与等）の拡大に伴う資格研修

や一般の救急隊員に対する資質向上に向けての教育研修を行う。 

【主な事業】救急業務高度化研修費   当初予算額  ７，２０５千円 
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７．ＡＥＤ研修の実施について 

   全市的にＡＥＤの普及が予測されることから、ＡＥＤの取り扱いを含めた応急手当講習を

積極的に推進する。  

  【主な事業】救急活動関係費      当初予算額  ６，１９４千円 
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１．目的 

消防本部では、安全安心のまちづくりのため、「８分消防５分救急」の実現に向けて、市の中

央部に新しい消防分署を整備する。 

 

２．内容 

（１）所在地   四日市市曽井町地内 

（２）敷地面積  ５，１４７.34 ㎡ 

（３）建物構造  鉄筋コンクリート造３階建て（免震構造） 

（４）建築面積  約１，０００㎡（延床面積：約２，７００㎡） 

（５）施設概要 

・庁舎棟（建築面積本体）        約 １，０００㎡ 

・訓練棟（建築面積「他付属棟」）    約  ２００㎡ 

・ヘリポート（場外離着陸場）       約  ３２０㎡ 

・避難用地（緊急消防隊受援場所）   約２，４００㎡ 

・その他                   約１，２２７㎡ 

（６）開署予定    平成２０年１２月末 

（７）消防車両台数 ４台（ポンプ車、タンク車、救急車、広報車） 

 

※平成 1８年度事業 

     ①建物実施設計 

②土地造成、整備工事 

 

３．予算額  ５３，７００千円（財源内訳）  市  債   ５１，０００千円 

 （前年度 ２１２，２８３千円）       一般財源    ２，７００千円 

                         

                        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 消防本部 総務課 

   坪田 広 

   ℡ ３５６－２００２ 

（仮称）中消防署中央分署整備事業 
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１．目的 

消防本部では、安全安心のまちづくりのため、「８分消防５分救急」の実現に向けて、老

朽化した消防通信指令システムを更新します。更新時期が同じ桑名市消防本部と協議会

を設け、システム構築にかかる経費を互いに節減し、消防通信指令システムの共同運用を

行う。 

 

２．内容 

（１）運用開始    平成１９年４月１日予定 

（２）概   要    約４５０㎡（消防指令センター、事務室、機械室、仮眠室等含む） 

ア 導入機種   消防緊急指令システム Ⅲ型 （総務省消防庁補助金事業） 

イ 管轄人口   約５４万人 （四日市市、桑名市消防本部の受託市町含む） 

ウ 特   徴   ・ＮＴＴ発信地表示システムの導入により出動指令までの時間を短縮。 

・現場到着時間の短縮のため直近車両編成（通報地点の位置情報を

基に直近の救急隊等を選定し指令を出す）方式を導入。 

 

・四日市市と桑名市の職員が 

管轄約５４万人からの 119 番 

通報を一箇所で集中処理し 

災害対応に必要な消防車両 

等を選定し関係消防署所に 

地図付指令書を出力すると 

共に、出動車両のカーナビに 

災害地点を表示させる。 

 

 

３．予算額 ３７６，６００千円（財源内訳）  市  債  ３３０，０００千円 

 （前年度   ２，３００千円）       その他特財  ３０，１２８千円 

   ※共同運用実施設計費          一般財源   １６，４７２千円 

                        

                        

 

 

 

 

 

担当 消防本部 総務課 

   坪田 広 

   ℡ ３５６－２００２ 

消防通信指令システム更新事業 
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１．目的 

   近い将来、発生が予想される東海地震及び東南海・南海地震への対応として、本

市の広域応援・受援体制を整備するとともに、水利確保対策として耐震性貯水槽を

設置し発生が予想される火災の延焼阻止を図り地震災害による被害を軽減する。 

 

 

 

２．内容 

  耐震性貯水槽の整備事業  ４基     

    ６０トン型（西富田町） 

      〃  （楠町本郷） 

    ４０トン型（伊坂町） 

      〃  （桜台一丁目）  

 

 

 

３．予算額 ３３，４００ 千円  （財源内訳）県支出金   ７，０００ 千円 

 （前年度 ７１，７００ 千円）       市  債  ２４，３００ 千円 

                       一般財源   ２，１００ 千円 

                        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 消防本部 総務課 

   坪田 広 

   ℡ ３５６－２００２ 

大規模災害対策事業 
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１．目的 

   消防本部では、安心安全のまちづくりのため「8分消防、5分救急」の実現に向け

て、消火・救助などの各種災害活動が迅速かつ的確に実施できるよう、老朽化した

車両を更新し消防施設装備の充実に努める。 

                                     

２．内容 

 （１）消防ポンプ付救助工作車配備（南消防署） 

     近年複雑多様化してきた災害、事故に対応す 

るため、大型油圧式切断機、３連梯子、空気呼吸 

器等を積載し、かつ消防ポンプ車としての放水機 

能を併せ持った車両に更新することにより、経費 

の削減を図るものである。 

 

（２）消防分団車両配備（水沢分団） 

     水沢地区は、鈴鹿山脈をはじめとして山林の 

占める面積の割合が大きく、山林地域には水利 

が不足していること、公設消防車両の到着まで 

に、タンク水による初期消火活動が火災の延焼、 

拡大防止の効果が見込まれることからタンク付消 

防車を導入する。 

 

 （３）消防広報車等整備事業 

    老朽化、Ｎｏｘ・ＰＭ法による車両更新を実施する。 

 

３．予算額 １０５，１００千円（財源内訳）  県支出金   ８５，０３４千円 

 （前年度  ８７，７００千円）       その他特財   ２，８００千円 

                       一般財源   １７，２６６千円 

                        

                        

 

 

 

 

 

担当 消防本部総務課 

   坪田 広 

   ℡ ３５６－２００２ 

消防車両更新事業 
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新年度予算における基本的な方針 

水道事業について、水需要は、大口使用の大幅な減少が見込まれる厳しい状況にあ

るが、「健全財政の堅持」と「安定・安全給水の向上」を目標に、継続的な経営改革

により事業運営の一層の効率化を図るとともに、施策を厳選して実効性を確保するこ

とを基本に、重要課題の解消や水道水準を高めるための事業等を重点に行う。 

また、下水道事業は、主に市街化区域内の雨水対策事業と汚水対策事業を推進して

おり、大雨による浸水被害の防除、水洗化による生活環境の向上及び川や海などの公

共用水域の水質保全を図るための事業を推進する。 

 

水 道 事 業 

１．安定・安全給水について         

安定給水と適正水圧を確保するため、配水管網の整備を推進するほか、漏水防止等

の対策として経年管や楠地区における石綿管を更新する。さらに、大規模地震に備え

て幹線配水管等基幹施設の耐震化を進めるとともに、楠地区に耐震型緊急貯水槽を設

置する。 

【主な事業】 第１期水道施設整備事業  当初予算額 １，５１２，４８３千円 

 

２．水質管理について            

家庭等へ引き込む給水管の一部に使用されている鉛管を解消し、水質の一層の安全

性を確保するために鉛給水管の取り替えを推進する。 

【主な事業】 鉛給水管布設替事業    当初予算額   ２５０，０００千円 

         

３．環境対策について           

水道管内の水圧を利用して発電する高岡配水池小水力発電所を平成１９年度の稼

働を目標に建設し、環境負荷を低減した「環境にやさしい水づくり」に努める。 

【主な事業】 小水力発電事業      当初予算額   ２２０，３００千円 

 

下 水 道 事 業 

１．雨水整備事業について        当初予算額  ２，６９９，７００千円 

雨水整備事業については、公共下水道事業により、浸水区域の解消、都市型水害対

策を推進する。 

【主要指標】  

  平成 18 年度整備 平成 18 年度末 

雨水整備面積 1.9 ｈａ 2,882 ｈａ 

雨水整備率 0.03 ％ 49.70 ％ 

(様式１) 

上 下 水 道 局 
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【主な事業】 公共下水道事業 

       水路整備（富田、大矢知、八郷、羽津、海蔵、中部、日永、塩浜、 

河原田）中央通り貯留管建設工事 

       河原田ポンプ場場内整備工事、新南五味塚ポンプ場基本設計業務 

 

２．汚水整備事業について        当初予算額  ４，５５４，３００千円 

汚水整備事業については、投資効果の高い人口集中地区を中心に事業を進める。 

【主要指標】  

  平成18年度整備 平成 18 年度末 

処理可能区域内戸数 1,219 戸 79,966 戸 

処理可能区域内人口 3,310 人 200,664 人 

人口普及率 1.0 ％ 64.5 ％ 

【主な事業】 公共下水道事業 

       管渠整備（富田、大矢知、八郷、下野、羽津、阿倉川、海蔵、橋北、

神前、三重、常磐、川島、桜、日永、内部、河原田、楠） 

         采女中継ポンプ場設備工事 

         日永浄化センター焼却炉設備更新工事 

         合流管更生工事 

 

３．下水道施設の維持管理について 

  浄化センター、ポンプ場の維持管理については、保守点検及び適切な維持修繕を行

い、機能を最大限に発揮させるとともに、効率的な運転に努める。 

管路施設については、管路調査や清掃を臨機に実施するとともに、老朽管対策や不

明水対策にも取り組む。 
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１．目的 

   大規模地震等災害時における防災活動の拠点として災害復旧の指揮・統制機能を

確保するため、庁舎の耐震補強を行うとともに、自家発電機を設置する。 

 

２．内容 

平成１８年度において、庁舎耐震化等整備事業を行う。 

・庁舎概要 建築面積    ７１７．５㎡ 

延床面積  ３，５２３．５㎡  

         構  造  地上４階、地下１階、塔屋１階 

              鉄筋コンクリート造 

        竣工年月  昭和４３年２月 

  ・自家発電機容量    １５０ＫＶＡ 

       

     ※ 耐震化の工法は、建物の使用に支障なく補強工事が可能であること、現状

の執務スペースが確保されること、引越し等が不要であることなどから、

建物外側からの補強を中心とする鋼板内蔵コンクリートブレース工法およ

び鉄筋コンクリート増打工法とする。 

   

３．予算額 ２８０，０００千円  （財源内訳）自己財源   ２８０，０００千円 

 （前年度  １３，９００千円）                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        耐震化工法イメージ 

 

 

 

上下水道局庁舎耐震化等整備事業 

担当  上下水道局総務課 

     光  本 

   ℡ ３５４－８３５２
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１．目的 

  水道事業は、多くの電力を消費する環境負荷の大きな事業であり、環境への影響

を低減する取り組みは、今後さらに重要になる。そのため、未利用エネルギーとな

っている水道管内の水圧を利用した小水力発電を導入し、環境負荷を低減した「環

境にやさしい水づくり」に努めるとともに、施設の電力料金の抑制や売電収入の確

保を図る。 

２．内容 

平成１９年度の稼働を目標に平成１７年度から建設に着手した高岡配水池小水力発電

所を完成させる。 

（１）高岡配水池小水力発電所の概要 

   ・発電機室：鉄筋コンクリート造平屋建て 64.3 ㎡ 

・発電機容量：210ＫＷ  

  ・年間発電電力量：1,242 千ＫＷＨ（一般家庭消費量換算 350 世帯） 

  ・年間二酸化炭素排出削減量：460 トン（原油削減量換算 300 キロリットル） 

  ・建設費（予算額）：224,110 千円（補助率 3/10） 

（２）本年度の事業内容 

    発電設備製作・据付、発電機室建設、構内配管 

３．予算額 ２２０，３００千円  （財源内訳）国庫支出金   ６２，９４３千円 

 （前年度   ３，８１０千円）       自己財源   １５７，３５７千円 

                                

 

担当 上下水道局水道施設課

     伊  藤 

   ℡ ３５４－８３６４

小 水 力 発 電 事 業 
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１．目的 

      市街化区域の浸水被害の防除を図る。 

２．内容 

   ①水路整備  富田、大矢知、八郷、羽津、海蔵、中部、日永、塩浜、河原田の各地

区において水路整備を進める。 

      ②ポンプ場  新南五味塚ポンプ場の基本設計業務と河原田ポンプ場場内整備を行う。 

  ③その他   中央通り貯留管建設工事を継続する。 

３．整備概要 

平成１７年度末 平成１８年度末 増加数 

水整備面積 ２，８８１ｈａ ２，８８２ｈａ １．９ｈａ

水整備率 ４９．６７％ ４９．７０％ ０．０３％

 

４．予算額 ２，６９９，７００千円（財源内訳） 国庫支出金 １，１５２，３６９千円 

 （前年度 ２，８７９，２８０千円）      企業債   １，３５５，６４９千円 

                        その他特財     ７，１６１千円 

                        損益勘定留保資金   １８４，５２１千円 

 

 

阿瀬知雨水１号幹線工事状況 

 

 

 

 

担当 上下水道局経営企画課 

        ℡ ３５４－８３６９ 

                稲垣 

公 共 下 水 道 雨 水 対 策 事 業
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１．目的 

      汚水衛生処理を計画的に推進し、生活環境の向上及び川や海などの公共用水域

の水質保全を図る。 

２．内容 

  ①管渠整備  富田、大矢知、八郷、下野、羽津、阿倉川、海蔵、橋北、神前、

三重、常磐、川島、桜、日永、内部、河原田、楠の各地区にお

いて整備を進める。 

  ②ポンプ場  采女汚水中継ポンプ場設備工事を行う。 

  ③処 理 場  日永浄化センター焼却炉設備更新工事を実施する。 

④合流改善  合流管の更生工事を実施する。 

３．整備概要 

 平成１７年度末 平成１８年度末 増加数 

処理可能区域内戸数 ７８，７４７戸 ７９，９６６戸 １，２１９戸

処理可能区域内人口 １９７，３５４人 ２００，６６４人 ３，３１０人

人口普及率 ６３．５％ ６４．５％ １．０％

 

４．予算額 ４，５５４，３００千円（財源内訳） 国庫支出金 １，６７１，９８１千円 

 （前年度 ３，８１６，９８９千円）      企業債   ２，２６６，２５１千円 

                        その他特財     ７２，４４７千円 

                        損益勘定留保資金    ５４３，６２１千円 

 

日永浄化センター焼却炉全景 

 

担当 上下水道局経営企画課 

       ℡ ３５４－８３６９ 

                稲垣 

公 共 下 水 道 汚 水 対 策 事 業 



（単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

防災計画等策定事業費                      112 112 図上訓練、マニュアル作成

木造住宅等耐震化促進事業費             50,300 20,800 29,500 木造住宅の耐震診断、補強計画策定及び耐震補強工事等に対する補助金

防災倉庫整備事業費 111,853 5,875 98,000 7,978
安島防災倉庫の新設、市内２ヵ所へのコンテナ型防災倉庫増設及び既設防災倉
庫での防災資機材整備

自主防災組織活性化事業費 19,500 19,500 自主防災組織の連合化促進及び防災活動に対する補助

新 防災大学事業費 640 640 防災リーダー養成講座「四日市市防災大学」の開催経費

管財課 本庁舎耐震改修事業 809,340 15,300 675,000 119,040 平成18～19年度に実施する本庁舎耐震改修事業の18年度分

新 集会所建設費補助金（耐震改修分） 15,000 15,000
平成１6～１７年度に実施している集会所の無料耐震診断結果を受けての補強改
修要望に対応するため、耐震改修分の予算を拡充する。

文化会館耐震化事業                          48,000 43,300 4,700
平成１８～１９年度に実施する文化会館第１ホール・第2ホール・管理棟の耐震工
事
の１８年度分。

民生費 社会福祉費 障害福祉課 障害者体育センター耐震補強事業 5,600 3,400 2,200 四日市市障害者体育センターの耐震工事

農林水産
業費

水産業費 漁港建設費 磯津漁港海岸保全事業 63,000 56,700 5,600 700 磯津漁港海岸の整備･補修

商工費 商工費 商工課  勤労青少年ホーム施設整備事業 7,300 6,500 800 勤労青少年ホーム耐震補強工事

橋梁耐震化事業 115,000 16,500 94,200 0 4,300 横谷橋、中馬谷橋外に落橋防止装置等を設置

石原南五味塚線（磯津橋）橋梁整備事業 250,000 0 250,000 0 0 磯津橋下部補修補強工（左岸側橋脚　４基）

都市計画費
市街地整備・

公園課
新 霞ヶ浦緑地跨道橋耐震化事業費 3,000 3,000 霞ヶ浦緑地跨道橋の落下防止対策を講ずるための調査を実施

住宅費 市営住宅課 市営住宅の耐震補強事業                   71,600 21,600 26,400 8,600 15,000 茂福市営住宅及びコンクリートブロック造市営住宅の耐震補強

耐震性を有する消防水利整備推進事業 33,400 7,000 24,300 2,100 耐震性貯水槽の整備（４ヶ所）

自主防災組織関係経費                      2,555 2,555 市民防災隊に対する研修、運営費補助金等

市民防災隊ポンプ更新事業費              1,170 390 780 市民防災隊ポンプ２基の更新

小学校費 教育施設課 新 その他施設整備事業                          2,000 2,000 富洲原小学校講堂の耐震診断業務

保健体育費 スポーツ課 新 中央緑地運動施設整備事業 17,370 15,200 2,170 中央緑地陸上競技場の耐震補強

1,626,740 144,165 1,241,900 8,600 232,075

防災対策課

平 成 18 年 度 防 災 対 策 事 業 （ 地 震 分 ） に つ い て

総務費 総務管理費

一　般　会　計　小　計

消防費 消防費 消防本部

教育費

一
　
般
　
会
　
計

事　　　業　　　概　　　要事業名新規所属項款

土木費

会計 事業費
財源内訳

道路橋梁費 道路整備課

市民文化課

141 



平 成 18 年 度 防 災 対 策 事 業 （ 地 震 分 ） に つ い て

（単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

下水道施設地震災害対策事業 30,000 30,000 水管橋、浄化センターの耐震調査

水道基幹施設耐震化事業 659,700 395,800 263,900 基幹水道施設(配水管、水管橋、配水池等)の耐震化

防災（地震）対策事業 65,000 39,000 26,000 耐震型緊急貯水槽（楠勤労福祉会館）設置

754,700 434,800 289,900 30,000

2,381,440 144,165 1,676,700 298,500 262,075

企　業　会　計　小　計

合　　　　　　計

企
業
会
計

会計 款 項 所属

上下水道局

事　　　業　　　概　　　要新規 事業名 事業費
財源内訳
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（単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

国民保護計画策定事業費 7,846 7,846 国民保護計画策定経費

防災システム事業費 23,476 23,476 防災機器維持管理、災害情報提供事業等

防災無線整備事業費 10,930 10,930
旧四日市市域と旧楠町域の周波数統合、各地区市民センターへの携帯型簡易無線機
導入等

防災対策事業費 5,348 5,348 防災啓発、防災訓練等

地域防災関連事業費 4,404 4,404 楠地区防災関連情報提供経費、楠地区防災機器維持管理経費

楠防災会館管理運営費 619 619 楠防災会館管理運営にかかる経費

楠避難会館管理運営費 150 10 140 楠避難会館管理運営にかかる経費

楠避難会館整備事業費 82,400 68,400 14,000 楠避難会館改築事業費

農業用河川工作物応急対策事業費 4,375 4,375 羽津井堰補修事業（県営事業）に対する負担金

溜池維持修繕費 3,251 162 3,089 溜池改良工事及び維持管理工事等

準用河川等改修事業費 144,000 48,000 91,200 4,800 米洗川、朝明新川、萱生川の護岸整備事業等

河川等改良事業費 403,400 8,000 387,900 7,500 河川改修事業、排水路改良事業、排水対策事業（十四川雨水貯留池）等

急傾斜地崩壊対策事業費 2,000 2,000 東日野地区の県営事業費に対する負担金

防災対策課 水防事業費 3,968 3,968 水防設備、活動事業費

消防車両整備事業費 105,100 85,034 2,800 17,266 救助工作車II型（ポンプ付、南署）、水そう付消防車（水沢分団）等消防車両の整備

消防活動用機器整備事業費 24,100 16,200 7,900 泡消火薬剤、水難救助資機材、空気呼吸器等の整備

825,367 157,234 547,500 2,972 117,661

上下水道局 下水道整備事業費 2,699,700 1,152,369 1,355,649 7,161 184,521 雨水幹線、ポンプ場設備更新

2,699,700 1,171,462 1,355,649 7,161 184,521

3,525,067 1,328,696 1,903,149 10,133 302,182

消防費 消防費

事　　　業　　　概　　　要事業費事              業              名
財源内訳

防災対策課

農林水
産業費

農地費

振興課

総務管理費総務費

平成18年度 防災対策事業（地震以外分）について

会計 款 項 所属

合　　　　計

河川排水課

消防本部

土木費 河川費

小   　　計

小   　　計

一
般
会
計

企
業
会
計

農水事業課
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（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

総務費 総務管理費 市民文化課 地区市民センター整備事業費 4,276 4,276 内部地区市民センター事務室側入口の自動ドア化工事

民生費 社会福祉費 障害福祉課 福祉環境整備事業費 3,113 3,113 点字ブロック工事、駅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化工事補助

交通安全対策費 道路整備課 交通安全施設整備補助事業費 50,000 27,500 9,000 13,500 赤堀末永線バリアフリー化

都市計画費
市街地整備・

公園課
公園緑地活性化推進事業費 2,000 2,000 公園のバリアフリー化など

住宅費 市営住宅課 高齢者・障害者向け改善事業費 9,000 4,050 4,950
市営住宅のバリアフリー化
（高齢者向け４戸、障害者向け１戸）

小学校費 バリアフリー化施設整備費 69,200 63,200 6,000 三浜小・四郷小・八郷西小

中学校費 バリアフリー化施設整備費 95,800 87,200 8,600 中部中・富田中・西朝明中

233,389 31,550 159,400 0 42,439

教育施設課

合　　　　　　　　　　　計

平 成 18 年 度 バ リ ア フ リ ー 化 事 業 に つ い て

教育費

土木費

事　　業　　概　　要事業費
財源内訳

款 項 所属 事業名
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（単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

重度心身障害者日常生活用具給付事業 18,700 9,350 9,350
聴覚障害者には、ＦＡＸ・文字放送ﾃﾞｺｰﾀﾞｰ等、重度障害者と知的障
害Ａには火災報知器・自動消火器等を給付

重度心身障害児日常生活用具給付事業 1,500 750 750 聴覚障害児に文字放送ﾃﾞｺｰﾀﾞｰ等を給付

ガイドヘルパー派遣事業 5,765 5,266 228 271 重度の視覚障害者、全身性障害者の外出を支援

手話通訳者派遣事業 4,318 2,878 1,440 聴覚障害者に手話通訳者を派遣し、コミュニケーション支援

障害者福祉電話貸与事業 432 432
難聴者や外出困難な身体障害者に緊急連絡等の手段として福祉電
話を貸与

緊急通報装置貸与事業 121 121 一人暮らしの重度障害者に緊急連絡用の通報装置を貸与

30,836 18,244 228 12,364

地域支
援事業

費

包括的支援
事業費・任意

事業費
介護・高齢福祉課 高齢者福祉電話貸与事業 13,505 13,505

ひとり暮らし高齢者等で、心臓病等で突発的に助けの必要な人に、
福祉電話を貸与する

13,505 0 0 0 13,505

44,341 18,244 228 25,869

※　災害時要援護者対策については、災害が起こった場合に対応可能なものを掲載した。予算額は全体事業費で計上している。（災害時要援護者対策のみの予算計上は無し）

介護保険
特別会計

小　　　　　計

合　　　　　計

事　　　業　　　概　　　要

一般会計

民生費 社会福祉費 障害福祉課

小　　　　　計

款 事業費

平 成 18 年 度 災 害 時 要 援 護 者 対 策 事 業 に つ い て

財源内訳

会計 事              業              名所属項

145 



○一般事業 （単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

総務費 ファミリー・サポート・センター事業 7,873 1,940 5,933
子育てを地域で支援するため、育児の援助を受けたい者と提供できる者からなる相互

援助活動

乳幼児医療費 288,627 142,309 146,318 ４歳未満児の医療費及び就学前児童の入院費の保険診療の自己負担分を補助

一人親家庭等医療費 132,914 66,267 66,647
一人親家庭等の父母及び１８歳以後最初の３月３１日までの児童の保険診療の自己負
担分を補助

不妊治療費 18,223 18,223 不妊治療に係る医療費の一部助成

児童手当 2,210,500 1,582,894 627,606
・対象　小学校修了前の児童
・手当額　　第１、２子　5,000円/月、第３子以降　10,000円/月

児童扶養手当 1,007,400 335,800 671,600
・対象　母子家庭等の18歳以後最初の３月３１日までの児童
・手当額　　41,880円～9,880円

家庭児童相談経費 327 327 電話や面接で子どもとその家族に関するあらゆる相談に応じる

児童虐待防止対策事業費 1,635 1,635
虐待の早期発見、対応、未然防止に向けて、定期的に連絡会議を開催するなど、ネット
ワーク事業を実施する

次世代育成支援行動計画推進事業 391 391
「次世代育成支援対策推進法」に基づき、次代を担う子どもを育成する環境を整備する
行動計画の推進

病児保育室管理運営費 15,058 5,658 1,500 7,900 病気回復期の児童を預かることにより、保護者の子育てと就労の両立を支援する

子育て支援ショートステイ事業費 300 105 21 174
保護者が疾病や出産などで養育が困難になった場合に、一時的に児童福祉施設にて
預かる。

子育て支援センター管理運営費 3,276 1,386 1,890 橋北・塩浜子育て支援センターの管理経費

子育て支援センター事業費 1,766 1,215 551
橋北・塩浜子育て支援センター事業費、笹川、大矢知、海蔵保育園での子育て相談や
遊ぼう会の実施

地域子育て支援センター事業費補助金 14,344 6,962 7,382
子育て家庭の支援活動のための職員配置等への補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　私
立園２、医療機関２

母子福祉センター管理経費 4,300 4,300 母子家庭及び寡婦の生活の安定と自立を促進する

母子生活支援施設事務費事業費 48,678 36,962 73 11,643
母子家庭の施設措置費・保護者の就職活動等の支援のため、菜の花苑の保育室に保
育士を配置し、母子家庭等の児童を預かる

母子家庭自立支援給付金事業 1,736 1,302 434
母子家庭の母が適職に就くために必要な技能や資格を取得するための教育訓練講座
を受講した場合費用の一部を支給する

児童館自主事業費 1,097 1,097 児童館事業の啓発、移動児童館事業の実施、児童館主催事業及び日常活動費

衛生費 妊産婦乳幼児保健指導事業費 4,868 4,868
育児学級、育児相談、訪問指導等を実施するとともに、新たにアンケートによる状況把
握や電話・訪問相談により生後４か月までの乳児をもつ家庭への育児支援を行う

事業費
財源内訳

民生費

事　　　業　　　概　　　要事業名款

　　　　　　　平　成　1　8　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て
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　　　　　　　平　成　1　8　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て

国県支出金 地方債 その他 一般財源

私立幼稚園保育料補助金 19,958 19,958 ３歳から５歳児対象・６２００円/年

子育て支援運営費補助金 1,360 1,360 地域住民が実施する未就園児の子育て支援事業への補助、下野、富洲原地区

園づくり支援事業 2,305 2,305
公立幼稚園の園づくりを推進するとともに、地域の幼児教育センターとしての機能（未
就園児対象の園開放や子育て相談）を高める

不登校児童生徒ボランティア事業費 725 725 大学生のボランティア等による不登校児童生徒の家庭訪問等

私立幼稚園就園奨励費補助金 151,592 38,000 113,592 私立幼稚園が行う減免措置に対する補助

青少年相談員研修費 448 448 青少年相談員の相談活動が充実するための研修会を開催する

青年リーダー研修費 604 604 子ども会活動にかかわる中高生リーダーの養成講習会を開催する

子ども緊急避難所設置推進事業費 230 230
子どもを誘拐・痴漢等の被害から守る「こどもをまもるいえ」の地域団体による設置を促
進する

子どもと若者の居場所づくり事業費 3,081 3,081
青少年健全育成と非行防止を更に進めるために、主に中高生を対象とした居場所づく
り事業を推進する

青少年体験活動促進事業費 986 986
市民団体が企画・実施する青少年体験活動に対して助成するとともに、その成果発表
の場としてフォーラムを開催する。

学童保育事業費補助金 59,603 35,418 24,185 運営委員会が設置・運営する学童保育所の運営等に対して補助を行う

子ども広場整備費補助金 5,417 5,417 自治会等が設置・管理する子ども広場の整備に対して補助を行う

子どもの読書活動推進事業費 425 425 子どもにとって本が身近になるような環境整備を市民との協働により進める

4,010,047 2,256,218 0 1,594 1,752,235小　　　　　　　　　　計

教育費

事業費
財源内訳

事　　　業　　　概　　　要款 事業名
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　　　　　　　平　成　1　8　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て
○保育所関係事業 （単位　千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

保育所事務事業費（児童一般分） 1,477,317 591,367 499,016 386,934 民間保育園の措置費

保育所事務事業費（市単民間施設） 92,116 6,563 85,553 ３歳未満児の保育機能強化のため、児童数に応じて加算

民間保育所運営費補助金 32,000 32,000 正規職員の給与改善及び、研修経費の一部補助

民間保育所園児健康診断補助金 9,500 9,500 園児の健康診断費用に対する補助

民間保育所障害児保育事業費補助金 5,534 2,770 2,764 重度・中度障害児数に応じて補助

民間保育所乳児保育促進事業費補助金 11,092 3,584 7,508
年度内の乳児数の変動に対し、乳児担当保育士の確保のための補助。国の制度縮小
のためH16から市単補助を追加

民間保育所延長保育事業費補助金 92,640 59,009 33,631 実施園　　公立１園（中央）、私立１４園

民間保育所一時保育事業費補助金 12,712 4,320 8,392 実施園　　公立2園（橋北、くす南）、私立４園

民間保育所特定保育事業費補助金 13,770 9,180 2,766 1,824 ３歳未満児を対象に週に２、３日の保育　　実施園　公立2園（橋北、くす南）、私立５園

民間保育所地域活動事業費補助金 4,500 3,000 1,500 地域の実情に応じた保育事業に対して補助

家庭支援推進保育事業費補助金 2,442 1,349 1,093 人権保育事業の推進のための補助

子育て支援推進保育事業費補助金 4,085 2,042 2,043 認可外保育施設に対する補助

認可外保育施設職員健康診断料補助金 479 319 160 職員健康診断費用に対する補助

1,758,187 683,503 0 501,782 572,902

5,768,234 2,939,721 0 503,376 2,325,137

事業費
財源内訳

小　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　計

款 事業名 事　　　業　　　概　　　要

民生費
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